
ISSN 0918－ 9106

徳島県立博物館年報
第 17号（平成 19年度）

Annual Report of the Tokushima Prefectural Museum
No. 17 (for the fiscal year of 2007)

ｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／表紙類／表１＿三校・校了  2008.07.14 15.48.17 



目 次

Ⅰ 資料の収集・保存と活用
１．採集資料…………………………………２
２．購入資料…………………………………２
３．寄贈資料…………………………………２
４．寄託資料…………………………………４
５．資料の貸し出し…………………………４
６．写真・映像の提供………………………４
７．資料の提供………………………………５
８．資料の交換………………………………５
９．館蔵資料数………………………………５
１０．資料収集委員会…………………………５
１１．文献資料の収集…………………………６
１２．資料の保存………………………………６

Ⅱ 調査研究
１．課題調査…………………………………８
２．分野別（個別）調査研究………………９
３．科学研究費補助金等による研究………１１
４．他機関との共同研究……………………１１
５．研究成果の公表…………………………１１

Ⅲ 展 示
１．常設展……………………………………１６
２．企画展……………………………………１７
３．特別陳列…………………………………２１
４．企画展示室の会場提供…………………２２
５．館外での展示……………………………２２
６．常設展の更新及び活性化に向けての取

り組み……………………………………２３
７．展示関係出版物…………………………２４

Ⅳ 普及教育
１．普及行事…………………………………３０
２．学校教育支援事業………………………３２
３．博物館友の会……………………………３５
４．普及教育関係出版物……………………３６

Ⅴ シンクタンクとしての社会貢献
１．レファレンス業務………………………３８
２．各種委員会委員等の受諾………………３８
３．講師の派遣………………………………３９
４．大学教育への寄与………………………４０
５．学会・研究会等の運営への寄与………４１
６．博物館ネットワーク……………………４２

Ⅵ 情報の発信と公開
１．博物館の広報活動………………………４３
２．テレビ・ラジオへの出演等……………４３
３．インターネットによる情報提供………４４
４．外部ネットワークとの連携……………４５
５．情報システムの概要……………………４５

Ⅶ 管理運営・マネージメント
１．組織・職員………………………………４７
２．予算………………………………………４７
３．博物館協議会……………………………４７
４．県民参加の仕組みづくり、博物館運営

支援組織のあり方等の検討……………４８
５．視察等博物館関係来訪者………………４９

Ⅷ 中期活動目標と自己点検・評価
１．中期活動目標……………………………５０
２．１９年度実績と自己点検・評価…………５５

Ⅸ 観覧者統計…………………………………６５

Ⅹ 施設の概要
１．沿革………………………………………６８
２．施設の概要………………………………６８
３．博物館各室面積…………………………７０

� 例 規………………………………………７２

ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／目次＿三校・・校了  2008.08.25 23.52.1



資料の収集と保存は、博物館にとって最も基本的な
機能である。当館では開館以来次の４つを基本方針と
して資料を収集している。
１）徳島の自然と人文に関する資料のすべてを収集の
対象とする。
２）地域に根ざしたテーマを設定し、計画的かつ集中
的な収集をする。
３）徳島の概要あるいは特性を把握するため、世界を
対象とした比較資料の収集をめざす。
４）一次資料のみならず、すべての二次資料をも収集
の対象とする。
資料の収集手段としては、採集・購入・寄贈・交換
など様々な方法で行っている。学芸員自らが積極的に
収集しているほか、最近では、県民や官公庁からの資
料の寄贈も増えてきている。
収集した資料は、調査研究に役立てているだけでな
く、展示や教育活動、他の博物館や研究者への貸し出
しなどを通じて有効に活用している。
１９年度は４名（人文２、自然３）の文化推進員・臨
時補助員の補助を得て、資料の整理作業を進めた（人
文課の１名は鳥居記念博物館での資料整理を担当し
た）。

１．採集資料

●動物（脊椎動物）
鳴門市竜宮の磯産魚類 １式
シコクトガリネズミ １点
キジ １点
吉野川第十堰産魚類 １式
●動物（無脊椎動物）
鳴門市竜宮の磯産ウミケムシ １点
鳴門市竜宮の磯産甲殻類 多数
●動物（昆虫）
徳島市川内町小松海岸のハマベツチカメムシほか

多数
阿南市那賀川河口のハマベツチカメムシ、スナコバ
ネナガカメムシ 多数
県内各地のイチジクヒトリモドキ 多数
鳴門市・徳島市のキョウチクトウスズメ ５点
徳島市のクロメンガタスズメ １点

阿南市のアジアイトトンボ ７点
●植物
県内各地の標本 多数
海浜生植物標本 多数
●地学
県内および北海道産白亜紀動物化石 多数
鹿児島県・長崎県・高知県産第三紀～第四紀化石

多数

２．購入資料

なし
購入資料合計 ０点

３．寄贈資料

●動物（脊椎動物）
平成１８年度河川水辺の国勢調査報告書（那賀川）

１式 国土交通省那賀川河川事務所
卵生メダカ標本 ５点 吉田卓史氏
卵生メダカ標本 ２点 西山 亨氏
キツネ １点 海陽町役場
佐那河内村ナガレホトケドジョウ調査報告書

１点 徳島県徳島土木事務所
シコクトガリネズミ ２点 友成孟宏氏
ハシボソガラス １点 文化の森保安センター
カラス幼鳥 １点 石橋啓治氏
水産用炭素繊維（魚礁用） １点 高橋弘明氏
平成１３年度河川水辺の国勢調査報告書（魚類・底生
動物）および魚類標本

１式 国土交通省徳島河川国道事務所
フクロウ １点 北川小学校
平成１７年度および１８年度「園瀬川外魚類基礎踏査報
告書」 ２点 徳島県土地改良事業団体連合会
静岡県産オカメハゼ標本 ４点 北原佳郎氏
平成１８年度東環状大橋環境モニタリング調査標本お
よび同報告書 １式 徳島県都市道路整備局
静岡県産ヒナモロコ（活魚） ６点 北原佳郎氏
園瀬川水系産タウナギ（活魚）１点 曽良寛武氏
神山町産キツネ画像 ２点 東 鶴代氏
カワセミ １点 文化の森保安センター

� 資料の収集・保存と活用
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タヌキ置物剥製 １点 鈴木幹一郎氏
国営附帯経営農地防災事業 唐園地区魚類標本

１点 田代優秋氏
静岡県産サツキハゼ標本 ４点 北原佳郎氏
桑野川産アリゲーターガー（活魚）

１点 徳島県南部総合県民局
ヤマネ画像 １点 徳島新聞美馬支局
キツネ剥製 １点 駒坂仁史氏
キツネ １点 徳島県川島農林事務所
四国横断自動車道鳴門市域カワバタモロコ生息調査
報告書および魚類標本 １式

徳島大学環境防災研究センター
タヌキおよびアカゲラ ２点 遠藤憲佑氏
勝浦川田浦堰調査魚類標本 １式

徳島県徳島土木事務所
カワヨウジほか静岡県産魚類標本

４点 北原佳郎氏
キツネ・テン ２点 曽良寛武氏
タヌキ １点 筒井誉史氏
メジロ １点

徳島県鳴門藍住農業支援センター
カミツキガメ １点 南部総合県民局
岡川産色素異常ウナギ １点

農林水産省那賀川農地防災事業所
ニホンザル １点 徳島県川島農林事務所
カモシカ頭骨 １点 徳島県文化財課
●動物（無脊椎動物）
平成１５・１６年度東環状大橋（仮称）モニタリング調
査ベントス標本 １式

徳島県都市道路整備局
クチキレムシオイ １点 浜野龍夫氏
牟岐漁港の水生生物 ２０点 大林史典氏
ホタルミミズ ２点 楠本治吉氏
●動物（昆虫）
徳島県産クロバエ科標本 １６２点 吉田正隆氏
ヒラズゲンセイ １点 津田正人氏
オオキンカメムシ １点 東條善雄氏
徳島県産クワガタムシ １０９点 増田敏雄氏
鹿児島県産クロマダラソテツシジミ

多数 二町一成氏
鹿児島県産ヤシオオオサゾウムシ

４点 中峯浩司氏
●植物
徳島県産標本 多数 木下 覚氏
徳島県産標本 １点 佐治まゆみ・成田愛治氏
土地改良関連調査証拠標本 多数

徳島県土地改良事業団体連合会

徳島県産標本 １点 森本康滋氏
徳島県産標本 １点 田渕武樹氏
沖縄県産イネ科標本 ６点 川上 勳氏
東環状大橋関係アセスメント標本 多数

ニタコンサルタント株式会社
参考標本 第７集 帰化植物 ２５点

国立科学博物館植物研究部
極東ロシア産イネ科標本 ２０点 池田 博氏
ヒゲナガスズメノテッポウ １点 岡本泰典氏
ミズタカモジ １点 中村俊之氏
ムギクサ １点 稲山文雄氏
ミャンマー産イネ科標本

１９点 高知県立牧野植物園
北米産植物標本 ２６６点 オレゴン州立大学（OSC）
●地学
愛媛県産藍晶石ほか岩石・鉱物

１１点 神野裕之氏
鳴門海峡海底産化石 ２２点 小野 守氏
唐ノ浜層群産貝化石 ２５点 三本健二氏
中国産ダオネラ化石 １点 中尾賢一氏
高越山産ルチルほか岩石・鉱物・化石

２０点 阿部 肇氏
羽ノ浦・上勝・勝浦・那賀町産化石

１３点 平島 昭氏
中国澄江産カンブリア紀化石および新生代虫入りコ
ハク・コパール ４６点 両角芳郎氏
戦前の岩石・鉱物組標本 １点 喜瀬典子氏
白井憲治氏採集和泉層群産化石

２０６点 橋本寿夫氏
唐浜産クダマキガイ科化石 １点 川村政彦氏
●考古
石棒 １点 清水一史氏
●歴史
日露戦争凱旋紀念杯 ３点 福島千晶氏
近藤辰郎氏旧蔵書 ３４２点 近藤拓美氏
四国遍路関係資料 １９点 松本 修氏
板戸 １点 山西博哉氏
●民俗
日本万国博覧会 EXPO’７０関連資料

３７７点 笠井正一氏
座敷箒ほか ５点 松本 修氏
モロブタほか ９７点 矢間多恵子氏
映画『眉山』スチール写真ほか ８点 多喜田昌裕氏
神札・護符ほか ９点 桑村嘉次郎氏
能楽謡本「猩々」 １点 新居邦武氏
民俗資料 ４９５点 永井 久氏
魚籠 ２点 岡島一郎氏

資料の収集・保存と活用 ３
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生活用具一式 ６３１点 倉橋寿満子氏
遊具（スマートボール） １点 山西博哉氏
●美術工芸
狩野宴信筆 能楽図 １点

（財）徳島県母子寡婦福祉連合会

４．寄託資料

平成１９年度に新たに寄託された資料は次のとおり。
●歴史
弘法大師由来ほか ２点 武田和昭氏
梅林孝次関係資料 ２２点 梅林俊子氏
観音画像板碑 １点 浄智寺
●民俗
粟飯原家人形頭コレクション １６点 粟飯原一平氏
●美術工芸
鳴門紀行屏風 １点 兼子幸祐氏

５．資料の貸し出し

実物、レプリカ、および模型などの貸し出し資料。
学校への資料の貸し出しは「学校教育支援事業」の中
（p.３４）に記載した。
●動物
昆虫標本 ドイツ式標本箱 ２０箱

三好市教育委員会
軟体動物門腹足綱 １４点 和田賢次氏
シマドジョウ標本 １８点 洲澤 譲氏
鳥類および両生爬虫類剥製・レプリカ

２３点 四国自然史科学研究センター
●地学
カメ化石ほか ６点 三笠市立博物館
●考古
節句山１号墳・２号墳出土品

５点 徳島市立考古資料館
神山町鍋岩出土石棒 １点 神山町教育委員会
袈裟襷文銅鐸（徳島市安都真出土）２号鐸 １点

（財）徳島県埋蔵文化財センター
●歴史
四国遍礼絵図ほか １３点

国立大学法人鳴門教育大学附属図書館
徳島空襲関係資料 ４２点

徳島県立人権教育啓発推進センター
徳島空襲関係資料 １４点

徳島県立あすたむらんど子ども科学館
御国産名物見立相撲

１点 徳島市立徳島城博物館

伝三好長輝木像ほか ２点 藍住町教育委員会
三好長慶錦絵ほか ９点 徳島市立徳島城博物館
●民俗
四国遍礼霊場記ほか ３点

国立大学法人鳴門教育大学附属図書館
全国銘菓の由来（パッケージ一式）

７９点 阿波市立図書館
人形芝居映画演劇検閲書類ほか ９点

徳島県立文書館
●美術工芸
�平焼 ７点 兵庫陶芸美術館
筝 銘九江ほか ２点 徳島市立徳島城博物館
鈴木鳴門筆 川中島合戦図ほか ２点

徳島市立徳島城博物館
太刀 銘泰国作ほか ２３点

第２２回国民文化祭海陽町実行委員会

６．写真・映像の提供

フィルムなど媒体の貸し出しおよびデジタルデータ
の提供を含む。
●動物（無脊椎動物）
阿部近一氏の写真 １点 多田 昭氏
●植物
ナルトサワギクの写真

１点 財団法人河川情報センター
ハナハギ他標本写真 ６点 高知県立牧野植物園
キレンゲショウマ写真 １点

財団法人徳島地域政策研究所
●地学
チタノサウルス全身骨格写真 １枚 中日新聞
●歴史
徳島藩蒸汽船購入関係資料写真

１２枚 横田 淳氏
徳島城復元模型写真 １枚

株式会社新人物往来社
徳島藩蒸汽船購入関係資料写真

１２枚 水野浩一氏
江戸職人歌合写真 １枚 NHK大津放送局
七十一番職人歌合写真 １枚 学校法人河合塾
細川頼之画像（複製）ほか写真 ２枚

有限会社リゲル社
海部郡宍喰浦同郡伊座利浦マデ略絵図分間

１枚
美波町立日和佐図書・資料館

職人尽歌合写真 ２枚 有限会社海鳥社

４ 資料の収集・保存と活用
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１９４５年アメリカ軍撮影空中写真
１枚 徳島県立文書館

「解放令」布達文書写写真 １枚
徳島県中学校人権教育研究会

板戸写真 １枚 森本幾子氏
板碑拓本写真 １３点 岡山真知子氏
七十一番職人歌合写真 ３枚 学校法人河合塾
兵庫北関入船納帳（複製）写真 １枚

マルトキ木工有限会社
●民俗
かずら橋プリント写真 １枚 株式会社山川出版社
大江巳之助写真 １枚

財団法人とくしま地域政策研究所
●美術工芸
小野小町姫一世記デジタルデータ

１枚 三笠市立博物館
吉成葭亭筆 阿波盆踊図屏風写真

１枚 株式会社山川出版社
吉成葭亭筆 阿波盆踊図屏風ほかポジフィルム

３点 第２２回国民文化祭徳島市実行委員会
渡辺広輝筆 祖谷山絵巻写真 １点 須藤茂樹氏

７．資料の提供

●植物
徳島県産等植物標本 １４４点

オレゴン州立大学（OSC）
徳島県産等植物標本 ２４９点

東北大学（TUS）
徳島県産等植物標本 １０８点

北海道大学（SAPS）
徳島県産等植物標本 ８２点

福島大学（FUKU）

徳島県産等植物標本 １００点
神奈川県立生命の星地球博物館（KPM）

８．資料の交換

研究や展示、普及といった様々な活動に活用するた
めに国内外の標本館と標本交換を行っている。標本交
換とは、徳島県内などで採集した標本を他の地域の大
学・博物館などとの間で交換することである。
植物標本については、現在、東北大学、北海道大学、
福島大学など国内の研究機関の他、オレゴン州立大学
と定期的な標本交換を行っている（本章の「３．寄贈
資料」および「７．資料の提供」を参照）。

９．館蔵資料数

平成２０年３月末日現在の分野別収蔵資料数は下表の
とおり。
収蔵資料については、整理、標本作製等が終わった
ものから順次コンピュータ入力し、資料データベース
を作成している。

１０．資料収集委員会

館長の諮問に応じて博物館の購入資料について審査
する機関として、博物館資料収集委員会が設置されて
いる。本委員会は、平成１７年３月末での徳島県美術品
等取得基金の廃止に伴う資料購入手順の見直しによ
り、１件１００万円以上の資料について審査することに
なっている。
委員は常任委員（５名以内・任期２年）と特別委員

（３名以内）から構成されており、特別委員は、購入
資料に応じて特に必要がある場合にその都度委嘱され
る。

●分野別収蔵資料数（平成２０年３月３１日現在）

分 野 点 数
内 訳

実 物 レ プ リ カ 模型・模写 文 献
動 物（脊 椎）

（無脊椎）

（昆 虫）

２２，４０３ ２２，３２９ ５５ １３ ６

３６，９６３ ３６，９０３ ０ ５８ ２

１８７，２５９ １８６，８５５ ０ ７ ３９７

植 物 １８９，８９５ １８９，５４５ ６１ ８ ２８１
地 学 ８，２６７ ８，１７０ ９５ ２ ０
考 古 ３，７４４ ３，５９９ ７３ １３ ５９
歴 史 ９，８０９ ９，０２１ ２６ ４ ７５８
民 俗 １０，２９７ １０，２８７ ５ ５ ０
美術工芸 ９，７５７ ９，７４８ ０ ４ ５
合 計 ４７８，３９４ ４７６，４５７ ３１５ １１４ １，５０８
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１９年度は、委員会は開催できなかった。

●博物館資料収集委員会委員

（◎委員長、○副委員長）

氏 名 役 職（専門分野）

◎石田 啓祐 徳島大学総合科学部教授（地学）

米澤 義彦 鳴門教育大学学校教育学部教授（生物）

○福原 健生 元徳島市立徳島城博物館長（美術工芸）

坂本 憲一 元�徳島県文化振興財団事業部主幹（民俗）

桑原 恵 徳島大学総合科学部教授（歴史）

１１．文献資料の収集

文献資料から得られる情報は、調査研究はもちろ
ん、展示や普及教育などの博物館活動全般にわたるレ
ベルアップをはかる上で不可欠である。当館では、人
文・自然史分野の専門書や学会誌のほか、徳島県を中
心とした地方史誌類や普及教育用図書も収集してい
る。また、内外の博物館等の研究報告・年報・展示解
説書等も交換により収集している。
●購入図書冊数（データベース登録数による）
１２，３１９冊（うち平成１９年度分 １４５冊）
●購入雑誌
自然史系（２７タイトル）：生物科学、科学、日経サ
イエンス、海洋と生物、月刊海洋、遺伝、プランタ、
月刊むし、昆虫と自然、地学雑誌、月刊地球、
American Journal of Botany, Cladistics, Episodes,

Evolution, Geology, Journal of Evolutionary Biology,

Journal of Paleontology, Nature, Paleobiology, Blumea,

Canadian Journal of Botany, Kew Bulletin, Science,

Systematic Botany, The American Naturalist, Trends

in Ecology and Evolution, Lethaia, Palaeontology

人文系（３５タイトル）：美術研究、美術史、仏教芸
術、地方史研究、地理、芸術新潮、芸能史研究、月刊
考古学ジャーナル、月刊文化財、月刊文化財発掘出土
情報、季刊考古学、考古学と自然科学、古文化財の科
学、古代文化、古代学研究、国華、古文書研究、考古
学研究、考古学雑誌、九州考古学、文化人類学、日本
の美術、日本民俗学、日本歴史、日本史研究、歴史学
研究、歴史評論、歴史と地理、歴史地理学、史林、史
学雑誌、信濃、ミュゼ、環境社会学研究、考古学と自
然科学、古文化財の科学
●当館刊行物の定期発送先（平成２０年３月末現在）
博物館ニュース １，４０３カ所
博物館年報 ４６９カ所

研究報告 （国内） ５５２カ所
（国外） １５１カ所

展示解説 ２３１カ所
企画展図録（自然） １３５カ所

（人文） ２３８カ所

１２．資料の保存

●資料の燻蒸
害虫やカビは資料を劣化させる原因となる。そこで
収集した資料や貸し出し後返却された資料は、収蔵庫
への搬入や展示に先だって、原則としてすべて燻蒸を
行う必要がある。当館では資料の形態や量などによっ
て、次の�～�の３種類の燻蒸を行ってきた。

� 減圧燻蒸装置による燻蒸
小型資料の燻蒸は、資料の受け入れのつど、担当学
芸員が減圧燻蒸装置を使って行う。減圧燻蒸装置の有
効内寸は、たて１３０cm×よこ１２０cm×奥行１４０cm（約
２．３m３）である。
１７年１月からはこれまでの燻蒸剤に代わって酸化エ
チレン製剤を使用している。
１９年度は減圧燻蒸装置による燻蒸は行っていない。

� 常圧燻蒸庫での燻蒸
減圧燻蒸装置に入れることができない大型の資料
は、一時保管庫（２４時間空調）に仮収蔵し、資料が適
当な量になった時点で常圧燻蒸庫で燻蒸する。
常圧燻蒸庫は床面積２０m２×高さ３m（約６０m３）で
あり、燻蒸は文化財専門の燻蒸業者に委託している。
１７年１月からはこれまでの燻蒸剤に代わって酸化エ
チレン製剤を使用している。
１９年度は３回の常圧燻蒸庫での燻蒸を行った。

� 収蔵庫の全室密閉燻蒸
収蔵庫への出入りなどにともなって、害虫やカビな
ど資料の保存に悪影響を与えるものが侵入することが
ある。そのために、原則として３年に１回、専門業者
に委託して収蔵庫の全室密閉燻蒸を行っている。
前回は１７年度に実施したため、１９年度は実施してい
ない。次回の実施は２０年度の予定である。

●常設展示室における害虫の発生と対策
常設展示室は、収蔵庫のような密閉可能な空間でな
いため、害虫の侵入を防ぐことができず、また、展示
室全体の燻蒸が不可能である。実際にこれまでも、害
虫の発生が確認されている。
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１９年度には、部門展示室のケース内でタバコシバン
ムシの発生を確認した。発生場所は、殺虫処理が十分
ではなかったと思われる植物標本であることがわか
り、これらの資料の燻蒸を行った。その後の調査では、
生息数は激減している。
以上の燻蒸にはいずれも酸化エチレン製剤を用い
た。
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調査研究は、博物館における諸活動の根幹をなす活
動である。それは、質の高い調査研究に裏付けられて
こそ、最新の情報を盛り込んだ展示や質の高いコレク
ションの収集、内容豊かな普及活動が可能となるから
である。
当館の調査研究事業には、複数の学芸員グループ
で、必要に応じて館外の研究者も含めて、特定のテー
マを定めて年度単位で集中的に取り組む課題調査、各
学芸員がそれぞれの分野や専門とするテーマに基づい
て日常的に取り組んでいる個別調査研究、翌々年以降
に予定されている企画展のための事前資料調査などが
ある。
現在、館長を含む１３名の学芸スタッフがこの業務に
携わっている。

１．課題調査

平成１９年度は、次の３つの課題調査を行った。

� 徳島県における融和運動史の基礎資料調査
昨年度からの継続調査として、徳島県における融和
運動の実態検討や関係資料の収集を目指した。
●調査メンバー
博物館学芸員：長谷川賢二（歴史）
館外調査員：朝治 武（大阪人権博物館）、駒井忠
之（水平社博物館）関口 寛（四国大学経営情報学
部）、生駒佳也（徳島市立高等学校 ※休職）、松山
隆博（徳島県教育委員会）
●調査日程と調査地
１０月１３日～１４日：第１回調査会（徳島市）
３月２９日～３０日：第２回調査会（京都市）
●調査概要および結果
井藤正一日記の解読・検討、全国的な融和運動の情
勢と徳島県の位置づけをとらえるための資料探索・収
集を行った。とくに、立命館大学や部落問題研究所等、
県外所在機関が所蔵している資料の複写物・デジタル
データの収集や古書等の実物資料の蓄積が進んだこと
は特筆される。

� 徳島県の海岸植物群落の昆虫相
１９年度も継続して海岸周辺の昆虫相調査を行った。

吉野川河口部や那賀川河口部の干潟などを重点的に調
査した。工事等によって影響を受けやすい海浜性植物
群落や干潟、海岸林などに生息する生物相の調査は、
現状の把握と今後の変化をモニタリングするためには
できるだけ多くの情報を収集しておくべきであると考
えている。
●調査メンバー
博物館学芸員：大原賢二（動物）、山田量崇（動物）
館外調査者：林 正美（埼玉大学教育学部教授）
●調査の概要及び成果
２００７年１２月３～５日、阿南市那賀川河口、北の脇海
岸、徳島市川内町小松海岸、月見ヶ丘海岸
２００８年３月２８～３０日、淡路市海岸、那賀川河口、海
部郡美波町木岐、鳴門市里浦海岸
（館外調査者は、２００７年１２月と２００８年３月の２回参
加、そのほか大原、山田が数回の調査を行った）
・各調査地点共に、砂の中に生息する半翅目昆虫を主
な指標種として調査を行った。シバに依存するスナコ
バネナガカメムシや、ハマベツチカメムシなどを各地
点で採集できた。
・淡路島に希少種が生息しているという情報があり、
その生息環境を調査したが、本来の生息環境とは考え
られないような場所であった。
・ここ数年、調査の対象としていたウミミズカメムシ
が得られたが、これは徳島県から初めての記録とな
る。

� 鳴門海峡海底化石
渦潮で有名な鳴門海峡周辺海域からは、ナウマンゾ
ウやシカ類などの陸棲哺乳動物およびトウキョウホタ
テなどの貝化石が底曳網の漁網にかかって得られてい
る。これらは海底の地層から洗い出された化石であ
る。ともに過去数十万年以内（更新世中期～後期）に
数回あったいずれかの氷期のものであることは確かだ
が、化石を含む地層の年代や層序が不明確であるのが
難点である。現状では、それぞれの化石の年代や、陸
棲哺乳動物化石と海棲貝化石との関係など全くわかっ
ていない。
本調査では、鳴門海峡海底産化石のうち特に貝化石
について AMS法で炭素１４年代測定を実施し、地史学
的位置づけを行うことを目的とする。

� 調査研究
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●調査メンバー
博物館学芸員：中尾賢一（地学）
●調査概要および結果
トウキョウホタ３点およびヒラタヌマコダキガイ、
サルボウ各１点について年代測定を行った。このうち
サルボウはヒラタヌマコダキガイ密集層に伴うもの
で、生息年代はヒラタヌマコダキガイとほぼ同一と考
えられる。この結果、トウキョウホタテからは＞４４，０００
の未補正１４C年代が得られ、サルボウおよびヒラタヌ
マコダキガイからはこれより新しい未補正１４C年代が
得られた。これらの結果は、次年度以降に行う調査結
果と併せて、学会誌または博物館研究報告に投稿予定
である。

２．分野別（個別）調査研究

大原賢二（動物・昆虫）
�日本産ハナアブ科の分類学的研究
�アサギマダラの移動調査
アサギマダラの移動に関する標識再捕法による調
査を１９年度も行った。春期の移動記録は得られな
かった。
秋季の移動で、徳島県で再捕獲された個体は４０個
体であった。３個体は標識地などが不明である。再
捕獲された個体のうち、富山県、石川県、福井県の
北陸地方で標識されたものが８個体で、滋賀県ビワ
湖バレイからの飛来の５個体を合わせるとこの方向
からの飛来個体がこれまでになく多かった。
さらに特徴的であったのは、高知県からの個体が
６頭も再捕獲されたことである。四国の他の県でも
２００７年秋季の移動では、通常とは逆方向の北や東側
への記録がかなり出ていることから、四国内を短距
離でいろいろな方向へ動いたように見える。
２００７年秋季に徳島県で標識を付けられ、他の地域
へ移動した個体は２１個体であった。そのうち１８個体
が高知県への移動であり、愛媛県、鹿児島県、沖縄
県（竹富島）へとそれぞれ１個体ずつが移動した。
これまでの記録から見ても高知県での再捕獲記録が
非常に多く、他の県、特に九州方面への移動が少な
かった。
沖縄県竹富島への移動個体が確認されたのは、年
を越した２００８年１月７日で、１０月２３日にマークされ
て７６日後のことであった。
佐藤陽一（動物・脊椎動物）
�徳島県産淡水魚類相調査
園瀬川ほか、県内各地で採集調査を行った。

�カワバタモロコの保全生物学的研究
徳島大学環境防災研究センター「四国横断自動車
道鳴門市域カワバタモロコ生息状況に関する調査研
究」の一環として、カワバタモロコ生息環境因果モ
デルの検討を行ったほか、県外生息地として静岡、
三重、及び佐賀の生息地を視察した。
�徳島市域における魚類生息調査
徳島市からの協力依頼で、魚類標本データを提供
し、解析の助言を行った。
�那賀川水系桑野川におけるオヤニラミ保全対策の検
討
桑野川におけるオヤニラミの生息が可能な支川の
調査を行った。
山田量崇（動物・無脊椎動物）
�ハナカメムシ科の系統分類学的研究
東南アジアを中心に生物多様性保全ならびに生物
的防除の観点から本科の系統分類学的研究を行っ
た。
�南方系昆虫類の分布調査
最近徳島県で見られるようになった南方系蛾類の
県内の分布状況について調査した。
�徳島県および四国の昆虫相の解明
半翅類を中心として県内各地で調査を行い標本の
蓄積に努めた。
�県産無脊椎動物相の調査
主に海産および汽水産甲殻類の標本収集を行っ
た。
小川 誠（植物）
�美馬市「旧木屋平村」の植物相調査
平成１９年度阿波学会の調査の一環として、美馬市
「旧木屋平村」の植物相調査を行った（木下 覚氏
らと共同）。
�ヨモギ属の分布調査
日本産ヨモギ属の分化と分布の現状を探るため、
栃木県での分布調査を行った。
�インターネットでの情報公開に関する研究
インターネットで高精度画像を公開する方法につ
いて検討し、Zoomifyer EZを用いて植物標本の画
像を公開した。また、同様の手法で公開した高精度
画像による展示解説書のアクセス数を解析し、その
効果を確かめた。
�県内産絶滅危惧種の保全に関する調査
絶滅危惧種ワタヨモギの保全に関する計画を立案
し、徳島県環境局自然共生室、鳴門市などと共同し、
移植を行った。
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茨木 靖（植物）
�県産植物相の調査
神山町を中心に、徳島県の植物相の調査を行っ
た。
�ススキ属他イネ科植物の比較研究
国内外各地のイネ植物について、その異同、分布
などに関しての調査を行った。
�県内における海流種子等の漂着状況を調査した（池
渕正明氏と共同）。
中尾賢一（地学）
�浅海成鮮新統～更新統の堆積環境と貝化石相の調査
長崎県と鹿児島県で堆積構造の観察と貝化石の採
集を行った。
�美馬市旧木屋平地域の地質に関する研究
平成１９年度阿波学会の調査の一環として、旧木屋
平村地域の地質に関する野外調査を行った（石田啓
祐氏らと共同）。
�鮮新世後期以降の貝類に関する古生物地理学的研究
「大陸沿岸系貝類」とよばれている貝類群につい
て古生物地理学的検討を行った。
�鳴門海峡海底から産出する更新世貝化石の調査
群集古生態学的検討を行い、一部を放射性炭素に
より年代測定した。
辻野泰之（地学）
�上部白亜系のアンモナイト化石に関する研究
北海道蝦夷層群から産出する異常巻きアンモナイ
ト：バキュリテス類の分類学的研究。
�上部白亜系オウムガイ化石に関する研究
高知県四万十市佐田石灰岩より産出したオウムガ
イ化石の分類学的研究。
�上部ジュラ系坂州層群栗坂層に関する研究
那賀町に分布する上部ジュラ系坂州層群栗坂層か
ら産出する動物化石や地質に関する研究を行った
（佐藤 正氏・石田啓祐氏・香西 武氏らと共同）。
�美馬市旧木屋平地域の地質に関する研究
平成１９年度阿波学会の調査の一環として、旧木屋
平村地域の地質に関する野外調査を行った（石田啓
祐氏らと共同）。
高島芳弘（考古）
�若杉山遺跡を中心とする徳島県における朱採掘遺跡
の確認調査
阿南市の津乃峰山中腹の岩屋周辺の採集資料の確
認及びここと若杉山遺跡の中間地帯での、石杵の採
集を通じて、朱の採掘遺跡の広がりを追求した。
�新発見考古速報展の地域展示に係わる資料調査
『眉山周辺の遺跡群』展示資料の選定から展示の
構成に向けた資料調査を行った。

�中世城館総合調査
徳島県教育委員会の中世城館総合調査の調査員と
して阿南市を担当した。本年度は主に山城の確認調
査を行った（須藤茂樹氏、福永素久氏、向井公紀氏
と共同）。
魚島純一（保存科学・考古）
�臭化メチル燻蒸に替わる低酸素濃度処理法の研究
小型の窒素発生装置を使った中型資料までの低酸
素濃度処理法による殺虫処理の実用化を開始した。
また、昨年度改修した燻蒸装置を利用して、減圧燻
蒸庫における大型の窒素発生装置による大型資料の
低酸素濃度処理時の酸素濃度の推移の実測などを行
い、実用化を開始する準備を行った。
�展示室内等における害虫の生息調査
昨年度までに引き続き、展示室内等での害虫の生
息調査を実施し、どの時期にどの場所でどのような
害虫が捕獲できるかを調査した。これまでの調査
で、展示室内での害虫発生の場所およびサイクルの
確認ができた。今後は、調査の成果を害虫被害の防
除に役立てる予定である。
�外部依頼による調査、保存処理等
・徳島大学埋蔵文化財調査室、藍住町教育委員会、
愛媛県埋蔵文化財調査センター、香川県歴史博物
館などの依頼を受け、出土文化財の蛍光 X線分
析による材質調査、X線透過撮影による構造調査
を行った。
・阿波学会建築班の依頼を受け、棟札の赤外線 TV
カメラでの調査を行った。
・県内・外の博物館施設等からの虫害防除等に関す
る相談を受け、現地調査、アドバイス等を行った。

長谷川賢二（歴史）
�熊野信仰をめぐる「宗派」的理解の再検討
熊野信仰にかかわる宗教者の法流が「宗派」で割
り切れないことに注目することで、修験道成立史再
考の手がかりとなると考え、事例の収集を進めた。
�四国における歴史博物館発達史の調査
昨年度からの継続で、戦前・戦中の四国地方にお
ける歴史博物館の展開について、とくに郷土史研究
との関連について検討し、現時点での知見をまとめ
た。
�剣山の宗教空間の調査
幕末期の美馬市木屋平の分間図をもとに現地調査
を行い、剣山周辺の寺社等宗教施設の配置とその意
味について検討した（羽山久男氏と共同）。
�軍記における城館関係記載の調査
徳島県教育委員会による中世城館跡総合調査の一
環として、軍記における城館関係記載を抽出した。
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庄武憲子（民俗）
�神札・護符資料の整理と調査
家屋内に保管されてきた神札・護符資料を整理
し、発給元の調査を行った。
�海部地方の盆棚習俗の事例収集と整理
海部地方において、盆におけるまつりに地域的特
徴が見られるかを確認することを目的として、現行
されている盆棚習俗の事例収集、整理を行った。漁
業従事者が多数を占める地域で、無縁仏をまつる意
識が強い傾向、海部川上から那賀川上流の地域で
は、川岸でのまつりが盛んである傾向を把握した。
磯本宏紀（民俗）
�潜水漁及びイサリ漁の漁具・漁法調査
県南部の漁村を中心に、潜水漁及びイサリ漁で使
用される漁具及び漁法の調査を行った。
�伊島潜水漁民の出稼ぎ・移住に関する民俗学的研究
阿南市伊島からの近代以降の出稼ぎ・移住に関す
る調査を行った。器械潜水漁を生業とすることに
よって生じた出稼ぎ移住の実態と、それにともなっ
た文化伝播の痕跡を明らかにすることを目的として
検討した。
�からさおの地域差に関する調査
徳島県内のからさおの形態、材質、使用形態など
の特質及び仕事唄について調査した。また、これら
のデータをもとに地域差についての検討も行った。
なおこれらのデータは、県内を含む四国からさお調
査の一部をなすものである。
�徳島県内の念仏踊りの調査及び撮影
つるぎ町の踊り念仏、三好市の鉦踊りの調査及び
撮影を行った。
大橋俊雄（美術工芸）
�飯塚桃葉に関する調査
阿波藩御用蒔絵師飯塚桃葉について、作品の探索
と、漆芸史上の位置づけについて調査をおこなっ
た。
�塗師藤重に関する調査
藤重は、戦国期に奈良から上京し、桃山期に茶の
湯の塗師として栄え、江戸時代には幕府諸大名に出
入りした家である。蜂須賀家にも出入りしたため、
子孫の家がいまも徳島県下にある。藤重についてお
およその輪郭を捉えることを目指した。
�阿波における好古の思潮と藩絵師
１８世紀後半から現れる好古考証の思潮は、老中松
平定信の登場により大きな流れとなった。阿波で
も、定信のブレーンである柴野栗山、屋代弘賢が藩
主家と関わりをもったことからその気風があらわれ
た。藩絵師の渡辺広輝、守住貫魚をとおして阿波の

好古について調べた。

３．科学研究費補助金等による研究

●若手研究（B）：伊島潜水漁民の出稼ぎ・移住に関す
る民俗学的研究（平成１７年度～１９年度）
研究代表者：磯本宏紀
●基盤研究（B）：北米太平洋岸に分布する海成白亜系
の高時間精度年代層序と海生生物群の時空変遷（平成
１８～平成２０年度）
研究代表者：棚部一成

（東京大学大学院理学研究科教授）
当館の研究分担者：辻野泰之

４．他機関との共同研究

●徳島大学環境防災研究センター「四国横断自動車道
鳴門市域カワバタモロコ生息状況に関する調査研
究」
研究代表者：岡部健士（徳島大学環境防災研究セン
ター長）
当館の研究分担者：佐藤陽一

５．研究成果の公表

� 徳島県立博物館研究報告第１８号の発行
２００８年３月３１日発行、B５判９２ページ、１１００部
（＊は館外研究者）
論文
佐藤 正＊・辻野泰之・石田啓祐＊・香西 武＊・蜂矢
喜一郎＊：徳島県那賀町栗坂から新たに採集された
ジュラ紀後期アンモナイト．p.1‐２０．
三本健二＊・中尾賢一：高知県の鮮新統唐ノ浜穴内層
から新たに確認された貝類（３）．p.２１‐３３．
磯本宏紀：潜水器漁業の導入と朝鮮海出漁―伊島漁民
の植民地漁業経営と技術伝播をめぐって―．p.３５‐
５５．
調査報告・事業報告
山田量崇・大原賢二・豊� 勲：徳島県における南方
系蛾類３種の分布記録．p.５７‐６６．
大原賢二・山田量崇：アサギマダラの移動に関する徳
島県の記録（２００７年）．p.６７‐８３．
小川 誠：高精度植物標本画像のインターネットでの
公開．p.８５‐９２．
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� 公表論文・報告・記事等一覧
（＊印：館外研究者）
●動物
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
大原賢二・山田量崇（２００８．３）アサギマダラの移動に
関する徳島県の記録（２００７年）．徳島県立博物館研
究報告，（１８）：p.６７‐８３．
佐藤陽一（２００８．３）．「第２章 カワバタモロコ生息地
視察」および「第３章 カワバタモロコの生息環境
因果モデル」．国立大学法人徳島大学環境防災研究
センター編，四国横断自動車道鳴門市域カワバタモ
ロコ生息状況に関する調査研究報告書．国立大学法
人徳島大学環境防災研究センター．
☆Yamada, K. and T. Hirowatari＊（２００７．４）The genus

Physopleurella Reuter（Hemiptera : Heteroptera :

Anthocoridae）from southeastern Asia. Proceedings

of the Entomological Society of Washington, １０９
（２）：４４０‐４５３．
☆Yamada, K. and T. Hirowatari＊（２００７．６）The flower

bug genus Cardiastethus （Insecta : Heteroptera :

Anthocoridae）from the Ogasawara Islands, Japan.

Species Diversity,１２（２）：１１３‐１２０．
☆Yamada, K., T. Hirowatari＊, W. Susila＊ and S.

Okajima＊, （２００７．１０）The flower bug genus

Montandoniola Poppius（Hemiptera : Heteroptera :

Anthocoridae）from Indonesia, with descriptions of

two new species. Zootaxa,１６０４：３７‐４５．
山田量崇・大原賢二・豊� 勲（２００８．３）徳島県にお
ける南方系蛾類３種の分布状況．徳島県立博物館研
究報告，（１８）：５７‐６６．

〈普及的記事〉
大原賢二（２００７．１２）クロマダラソテツシジミ．徳島
県立博物館ニュース（野外博物館），（６９）：６．
佐藤陽一（２００７．５）さかな博士の吉野川魚図鑑 連載
第１８回：ウグイ．四国三郎吉野川，２００７年春号，２５：
６．
佐藤陽一（２００７．７）磯の生きものを飼ってみよう．徳
島県立博物館ニュース（野外自然かんさつ），（６７）：
７．
佐藤陽一（２００７．７）用水路で魚採り．［特集：水辺の
生きものたち］私たちの自然［（財）日本鳥類保護連
盟］，（５２８），p.５‐７．
佐藤陽一（２００７．８）さかな博士の吉野川魚図鑑 連載
第１９回：コイ．四国三郎吉野川，２００７年夏号，２６：
１０．
佐藤陽一（２００７．１２）絶滅危惧種の保全―環境との関
係の探り方―．博物館ニュース（情報ボックス），

（６９）：４．
山田量崇（２００７．９）カメムシのはなし―よいカメムシ・
わるいカメムシ・ただのカメムシ―．徳島県立博物
館ニュース（カルチャークラブ），（６８）：２‐３．
●植物
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
木下 覺＊・片山泰雄＊・成田愛治＊・佐治まゆみ＊・小
川 誠・茨木 靖・小松研一＊・真鍋邦男＊（２００７．７）
三好市「旧東祖谷山村」の植物．阿波学会紀要，５３：
２５‐３７．
☆藤井伸二・小林史郎・小川 誠（２００８．１）再発見さ
れた四万十川のマイヅルテンナンショウ（サトイモ
科）と国内の分布および生育環境．分類，８（１）：
７３‐７９．
小川 誠（２００８．３）高精度植物標本画像のインターネッ
トでの公開．徳島県立博物館研究報告，（１８）：８５‐
９２．
☆角野康郎＊・茨木 靖（２００７．９）岐阜県西濃地域の
湧水地に遺存分布するハイドジョウツナギ．分類，７
（２）：１４９‐１５２．
☆茨木 靖・岡本泰典＊（２００８．１）イネ科の新帰化植物
ヒゲナガスズメノテッポウ．植物地理分類研究，５５
（１）：４１‐４２．
〈普及的記事〉
小川 誠（２００７．１２）遺伝子汚染って何ですか？徳島
県立博物館ニュース（レファレンスQ&A），（６９）：７．
茨木 靖（２００７．９）ハネフクベの不思議な種子と果実．
徳島県立博物館ニュース（館蔵品紹介），（６８）：６．
茨木 靖（２００８．３）絶滅寸前!?祖谷の美味しい珍作物
ヤツマタ．徳島県立博物館ニュース（レファレンス
Q&A），（７０）：７．
●地学
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
石田啓祐＊・西山賢一＊・中尾賢一・元山茂樹＊・高谷
精二＊・香西 武＊・小澤大成＊（２００７．７）徳島県祖
谷川上流域の御荷鉾帯の地質と地形．阿波学会紀
要，（５３）：１‐１２．
☆中尾賢一（２００７．８）長崎県島原半島に分布する更新
統北有馬層の堆積相と貝化石相．第四紀研究，４６
（４）：３４１‐３５４．
石田啓祐＊・中尾賢一・東明省三＊（２００７．１２）徳島県
産国会議事堂大理石の研究―その２．採掘関連聞き
取り調査と検証―．徳島大学総合科学部自然科学研
究，２１：３３‐４６．
石田啓祐＊・西山賢一＊・中尾賢一・元山茂樹＊・高谷
精二＊・香西 武＊・小澤大成＊（２００７．１２）徳島県祖
谷川上流域の御荷鉾帯と秩父帯．徳島大学総合科学
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部自然科学研究，２１：４７‐６４．
中尾賢一（２００７．１２）九州北西部の下部～中部更新統
口之津層群産貝化石群の古生物地理学的研究．兵庫
教育大学連合大学院博士論文，�＋９９p．
三本健二＊・中尾賢一（２００８．３）高知県の鮮新統唐ノ
浜層群穴内層から新たに確認された貝類（３）．徳
島県立博物館研究報告，（１８），２１‐３３．
☆Yasuyuki Tsujino and Haruyoshi Maeda＊

（２００７．９）：Fossil bivalve assemblages and depositional
environments of the upper part of the Cretaceous

Yezo Surpergroup, Kotanbetsu-Haboro area, Hokkaido,

Japan. Paleontological Research,１１（３）：２５１‐２６４．
佐藤 正＊・辻野泰之・石田啓祐＊・香西 武＊・蜂矢
喜一郎＊：徳島県那賀町栗坂から新たに採集された
ジュラ紀後期アンモナイト．徳島県立博物館研究報
告，（１８）．１‐２０．

〈普及的記事〉
中尾賢一（２００７．５）鉱物の特徴と魅力―県立博物館「ミ
ネラルズ」展から―「水晶」．徳島新聞５月１２日朝刊．
中尾賢一（２００７．５）鉱物の特徴と魅力―県立博物館「ミ
ネラルズ」展から―「かんらん石」「ダイヤモンド」．
徳島新聞５月１４日朝刊．
中尾賢一（２００７．５）鉱物の特徴と魅力―県立博物館「ミ
ネラルズ」展から―「自然金」「ルビー」．徳島新聞
５月１５日朝刊．
中尾賢一（２００７．５）鉱物の特徴と魅力―県立博物館「ミ
ネラルズ」展から―「輝安鉱」「ルチル」．徳島新聞
５月１６日朝刊．
中尾賢一（２００７．９）化石の名前を調べるのに役立つ図
鑑を教えてください．徳島県立博物館ニュース（レ
ファレンス Q&A），（６８）：７．
中尾賢一（２００８．３）「日本の地質百選」に宍喰の漣痕
が選ばれました．徳島県立博物館ニュース（情報ボッ
クス），（７０）：４．
辻野泰之（２００７．６）高知県四万十市から発見されたオ
ウムガイ化石．徳島県立博物館ニュース（情報ボッ
クス），（６７）：４．
辻野泰之（２００８．３）世界的なアンモナイト産地：蝦夷
層群．徳島県立博物館ニュース（カルチャークラ
ブ），（７０）：２‐３．
辻野泰之（２００８．３）日本古生物学会第１５６回例会シン
ポジウム「古生物学のアウトリーチ ―博物館での
取り組みを例にして―」総合討論報告．化石，（８３）：
２０‐２１．
両角芳郎＊・辻野泰之・大野照文＊（２００８．３）古生物学
のアウトリーチ ―博物館での取り組みを例にし
て―．化石，（８３）：５

●考古
〈単行本・図書〉
高島芳弘（２００８．３）芹沢長介先生の「鳥居龍蔵論」を
読む．「芹沢長介先生追悼 考古・民族・歴史学論
叢」，芹沢長介先生追悼論文集刊行会：７１７‐７２１．

〈普及的記事〉
高島芳弘（２００７．１１）名東遺跡（徳島）発掘された日
本列島２００７５ 朝日新聞１１月２６日朝刊．
高島芳弘（２００７．１１）新発見考古速報展 発掘された
日本列島２００７〈上〉徳島新聞１１月２８日朝刊．
高島芳弘（２００７．１１）新発見考古速報展 発掘された
日本列島２００７〈下〉徳島新聞１１月２９日朝刊．
高島芳弘（２００８．３）樋殿谷の蔵骨器．徳島県立博物館
ニュース（館蔵品紹介），（７０）：６．
魚島純一（２００７．９）博物館における X線の利用．徳
島県立博物館ニュース（情報ボックス），（６８）：４．
●歴史
〈普及的記事〉
長谷川賢二（２００７．６）大般若経巻５２１．徳島県立博物
館ニュース（館蔵品紹介），（６７）：６．
長谷川賢二（２００７．１２）事例紹介：ボランティアとと
もに取り組む体験キットの開発．文化庁月報，
（４７１）：１７．
長谷川賢二（２００８．３）二つの徳島県通史によせて─書
評『徳島・淡路と鳴門海峡』『徳島県の歴史』─．
史窓，（３８）：５６‐６３．
長谷川賢二（２００８．３）東大寺写経所請経文．徳島県立
博物館ニュース，（７０）：１．
●民俗
〈単行本・図書〉
織野英史＊・磯本宏紀共編（２００７．１１）「四国のからさ
お―四国連枷調査報告集―」，四国民具研究会．

〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
庄武憲子（２００８．３）海陽町浅川，海部川上流域の盆棚．
徳島地域文化研究，（６）：４４‐５７．
磯本宏紀（２００７．７）東祖谷におけるソバウチとカラサ
オ，阿波学会紀要（５３）：１７９‐１８２．
磯本宏紀（２００７．８）問題提起 伊島漁民の潜水器漁業
出漁をめぐる「内」と「外」．地方史研究，５７（４）：
５５‐５８．
磯本宏紀（２００８．３）伝統的磯漁としてのイサリとアマ
（１）―美波町木岐・牟岐町牟岐浦の事例―．徳島
地域文化研究，（６）：３２‐４３．
磯本宏紀（２００８．３）農具市における露店の空間配置．
徳島地域文化研究，（６）：１６６‐１６８．
磯本宏紀（２００８．３）潜水器漁業の導入と朝鮮海出漁―
伊島漁民の植民地漁業経営と技術伝播をめぐっ
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て―．徳島県立博物館研究報告，（１８）：３５‐５５．
〈普及的記事〉
庄武憲子（２００７．４）とくしまの風習「鎌の魔除け」．
SALALA，（２３０），徳島新聞社：７
庄武憲子（２００７．５）とくしまの風習「猿幟」．SALALA，
（２３１），徳島新聞社：１３．
庄武憲子（２００７．６）とくしまの風習「虫送り」．SALALA，
（２３４），徳島新聞社：１０．
庄武憲子（２００７．７）とくしまの風習「七夕」．SALALA，
（２３５），徳島新聞社：１４．
庄武憲子（２００７．１２）わがやのぞうに―博物館 Vキン
グ「博物館冒険ツアー」の成果から― 徳島県立博
物館ニュース（Culture Club），（６９）：２‐３．
庄武憲子（２００８．３）新刊紹介 社団法人徳島自治研究
所編『阿波の遍路文化．徳島地域文化研究，（６），
徳島地域文化研究会：１７５‐１７７．
磯本宏紀（２００７．６）小正月の火祭りと２つのサギッチョ
（左義長），徳島県立博物館ニュース（Culture
Club），（６７）：２‐３．
磯本宏紀（２００７．９）流通した民具．徳島新聞９月１２日
朝刊．
磯本宏紀（２００７．１２）眉山山中に残る沢の祠（徳島市
八万町柿谷）．徳島県立博物館ニュース（表紙），
（６９）：１．
磯本宏紀（２００８．３）新刊紹介 武田信一著『南淡路の
民俗』．徳島地域文化研究，（６）：１７８‐１７９．
●美術工芸
〈普及的記事〉
大橋俊雄（２００８．２）特別陳列「徳島城下町の世界」
庸八焼―冨永庸八の人物像・作品．徳島新聞２月１１
日朝刊

� 学会・研究会等での発表（＊印：館外研究者）
●動物
市川俊英＊・大原賢二（２００７．７）ケヤキ樹液滲出箇所
周辺で発見されたケブカハチモドキハナアブとヒサ
マツハチモドキハナアブ．日本昆虫学会四国支部大
会（高松市）．
佐藤陽一・田代優秋＊（２００７．６）カワバタモロコの生
息環境因果モデル．GORI研究会（東京）．
田代優秋＊・佐藤陽一・上月康則（２００７．６）徳島県に
おける外来魚カダヤシの分布制限要因について．
GORI研究会（東京）．
佐藤陽一・田代優秋＊（２００７．１０）カワバタモロコの生
息環境因果モデル．２００７年度日本魚類学会年会（札
幌）．
田代優秋＊・佐藤陽一（２００７．１０）GISを用いた徳島県

における外来魚カダヤシの潜在生息域の推定．２００７
年度日本魚類学会年会（札幌）．
Uyeno， T.＊, Y. Yabumoto＊, K. Sakamoto＊, Y. Suda＊

& Y. Sato（２００８．３）Miocene marine fishes from
Tottori, Japan, with comments on the origin of some

coastal fishes of the western Pacific. International

Symposium on Systematics and Diversity of Fishes,

National Museum of Nature and Science（Tokyo）.
佐藤陽一・田代優秋＊（２００８．３）カワバタモロコ保全
のための生息可能性評価．四国魚類研究会（高知県
いの町）．
田代優秋＊・佐藤陽一（２００８．３）空間解析による絶滅
危惧種カワバタモロコの保全のためのゾーニング．
四国魚類研究会（高知県いの町）．
田代優秋・佐藤陽一・岡部健士・鎌田磨人・上月康則
（２００８．３）徳島県におけるカワバタモロコの保全に
向けたゾーンニングと“産官学と農家”による取り
組み．第５５回日本生態学会大会（福岡）．
山田量崇（２００７．４）東アジア産ハナカメムシ科の分類
学的研究．研究集会「東アジア産カメムシ類の分類
的研究の現状と展望」，（東京）．
山田量崇・石川 忠＊・W.Susila＊・岡島秀治＊（２００７．９）
インドネシアのヒメハナカメムシ族（カメムシ目：
ハナカメムシ科）．日本昆虫学会第６７回大会（神戸）．
山田量崇（２００７．９）スペシャリストからジェネラリス
トへ―学芸員への道―．日本昆虫学会第６７回大会，
昆虫分類学若手懇談会シンポジウム（神戸）．
Yamada, K., T. Ishikawa＊, K. Sumiartha＊, W. Susila＊,

& S. Okajima＊（２００７．１２）The flower bug tribe
Oriini（Heteroptera : Anthocoridae） in Indonesia.
ISSAAS International Congress , Faculty of

Agriculture, Universiti Putra Malaysia（Malaysia）.
山田量崇・小汐千春＊・大原賢二（２００８．２）徳島県に
おける南方系の蛾３種について．日本鱗翅学会四国
支部第１３回例会，愛媛県科学総合博物館（新居浜）．
●植物
小川 誠（２００７．５）徳島県産植物に関する２～３の新
知見，その４．四国植物研究会（香川）．
藤田 卓＊・小川 誠・勝山輝男＊・角野康郎＊・川窪
伸光＊・芹沢俊介＊・高橋英樹＊・高宮正之＊・藤井伸
二＊・松田裕之＊・宗田一男＊・横田昌嗣＊・米倉浩
司＊・矢原徹一＊（２００８．３）日本の絶滅危惧種の現状
について減少要因としての食害．第５５回日本生態学
会（福岡）．
●地学
石田啓祐＊・西山賢一＊・中尾賢一・元山茂樹＊・高谷
精二＊・香西 武＊・小澤大成＊（２００７．９）徳島県祖

１４ 調査研究

ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／０２　調査研究＿三校・校了  2008.08.21



谷川上流域の御荷鉾帯と秩父帯．日本地質学会第１１４
年学術大会（北海道）．
辻野泰之（２００７．６）高知県四万十市の上部白亜系佐田
石灰岩からのオウムガイ類：Aturoidea の産出とそ
の意義．日本古生物学会２００７年年会（大阪市）．
Yasuyuki Tsujino（２００７．９）Aturoidea（Nautilida）from
Upper Cretaceous Sada Limestone in Shimanto

City, Kochi Prefecture, Japan. Seventh International

Symposium Cephalopods-Present&Past（Sapporo）.
●考古
近藤 玲＊・植地岳彦＊・魚島純一（２００７．６）徳島市下
中筋遺跡から出土したガラス製勾玉の復元的研究．
日本文化財科学会第２４回大会（奈良市）．
魚島純一・森 清治＊（２００７．６）徳島県鳴門市所在ド
イツ兵俘虜慰霊碑の応急的保存処理．文化財保存修
復学会第２９回大会（静岡市）．
魚島純一（２００７．７）博物館における文化財保存―環境
のコントロールによる文化財保存―．イカリクリン
ネス大学四国文化講座（四国中央市）．
魚島純一（２００７．１１）低酸素濃度処理法による博物館
資料の生物被害防除．奈良大学保存科学研究会第１０
回記念研究会（奈良市）．
●歴史
長谷川賢二（２００８．３）徳島県立博物館における常設展
更新検討の経緯と課題；学生ボランティアとの協業
によるキット開発．第４回四国ミュージアム研究会
（徳島）．
●民俗
庄武憲子（２００８．３）海部地方の盆棚．徳島民俗学会（徳
島）．
磯本宏紀（２００７．５）伊島潜水漁民の出稼ぎ・移住にと
もなうネットワークの展開．地方史協議会徳島例会
（徳島）．
磯本宏紀（２００７．１０）伊島漁民による潜水技術の移動
と出漁地における受容―受容すること・受容しない
こと―．日本民俗学会年会（京都）．
磯本宏紀（２００７．１１）討論四国のからさお．パネル報
告「徳島県のからさお概要」．近畿民具学会・日本
民具学会・四国民具研究会合同研究会（徳島）．
磯本宏紀（２００７．１２）潜水器漁業の導入と朝鮮海出漁
―徳島県伊島の事例―．九州大学韓国研究センター
主催 国際研究集会２００７「見る・学ぶ・暮らす―比
較植民地学の樹立を目指して―」（福岡）．
●美術工芸
大橋俊雄（２００７．１１）京都藤重家の系譜．第３１回漆工
史学会総会（京都）．

調査研究 １５
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博物館の展示は、常設展と企画展から成る。
常設展は、徳島の自然、歴史、文化、自然のしくみ
等が概観でき、また、全国的・世界的なかかわりにつ
いても理解できるよう、様々なテーマを定めて展示し
ている。部分的な展示替えや資料の入れ替えは随時
行っているが、基本的な展示の構成は開館以来変わっ
ていないことから、常設展の更新（リニューアル）が
大きな課題となっている。しかし、厳しい財政状況の
もとで、開館２０周年が近づいているものの、事業化の
めどは立っていない。
企画展は、専用の企画展示室を使って年３回行うこ
とにしている。各分野・分類群の館蔵コレクションの
紹介、学芸員の研究成果に基づく地域自然誌や歴史・
文化の紹介、全国的あるいは世界的な広がりの資料の
展示など様々なテーマをおりまぜ、２、３年先までの
スケジュールをたてて計画的に取り組んでいる。しか
しながら、年々企画展予算が削減され、規模の大きな
企画展の開催は難しくなっている。

１．常設展

� 常設展の構成
博物館の常設展示は、総合展示、部門展示およびラ
プラタ記念ホールの展示の３つから構成されている。
●総合展示
「徳島の自然と歴史」を総合テーマとし、徳島の歴
史と文化、現在の自然の姿が概観できるよう、次の７
つの大テーマにそって展示が展開されている。
１．日本列島と四国のおいたち
２．狩人たちの足跡
３．ムラからクニへ
４．古代・中世の阿波
５．藩政のもとで
６．近代の徳島
７．徳島の自然とくらし
●部門展示
総合展示とはちがった角度から、分野ごとの個別
的、分類的な展示を行っている。
人文：焼物のうつりかわり／阿波の美術工芸／徳島

の歴史・民俗資料 など
自然：いろいろな岩石／鉱物／いろいろな動物／生

物の生活と自然のしくみ など
●ラプラタ記念ホールの展示
アルゼンチン共和国のラプラタ大学から寄贈された
南アメリカ特有の更新世哺乳動物化石を展示してい
る。
主な展示資料：
メガテリウム全身骨格（レプリカ）
パノクツス全身骨格及び甲羅
マクラウケニア全身骨格（レプリカ）
トクソドン全身骨格（レプリカ）
スミロドン全身骨格（レプリカ）
ヒッピディオン全身骨格（レプリカ）
ステゴマストドン頭骨（レプリカ）

� 部門展示の展示替え
部門展示（人文）では、テーマを決めて随時展示替
えをしている。平成１９年度は次の展示を行った。
●牟岐大島の考古資料
前年度～４月１日（日）
牟岐大島で実施した課題調査の成果を紹介した。
●阿波古式打毬の道具と衣装
４月３日（火）～７月１日（日）
平成１８年１１月２１日に県指定有形民俗文化財に指定さ
れた当館所蔵の阿波古式打毬の道具と衣装を通してう
かがえる、阿波古式打毬の様相を紹介した。
●流通した民具
７月３日（火）～１０月８日（月）
民具に記された墨書や焼印などに焦点を当てること
で、使用されていた当時の状況を読み解くことのでき
る民具を紹介した。
●職人絵の世界
１０月１０日（水）～１月２０日（日）
館蔵の中世・近世の職人尽絵をもとに、当時の社会
的分業と身分について紹介した。
●レントゲンでのぞいた博物館の資料たち
１月２２日（火）～３月３０日（日）
これまでの博物館資料の X線透過撮影調査結果の
一部を紹介するとともに、透過撮影以外への X線の
応用についても紹介した。

� 展示

１６
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� トピックコーナーの展示替え
未公開資料の活用を中心として、常設展に変化をつ
けるため、ラプラタ記念ホール出口に展示ケースを設
置してトピックコーナーとして、小展示を行ってい
る。平成１９年度は次の展示を行った。
●阿讃山脈から産出した和泉層群の化石
前年度～４月１日（日）
阿讃山脈から見つかったウミガメ類（オサガメ科）
やアンモナイト、二枚貝、巻貝などの化石を紹介した。
●尾崎家資料─幕末・明治の阿波金工師─
４月３日（火）～５月１３日（日）
幕末から明治にかけて活躍した金工師 尾崎保周
（おざき・やすちか）が用いたデザイン集などを展示
した（平成１３年、尾崎家から寄贈されたもの）。
●海士の突き漁と水中銃
５月１５日（火）～７月２２日（日）
牟岐町で使用されていた突き漁漁具を紹介した。
●外来種の問題（哺乳類）
７月２４日（火）～９月１７日（日）
野生生物を減少・絶滅させる要因の一つとして外来
種の問題がある。外来種のうち哺乳類に焦点を絞って
アライグマなど５種を紹介した。
●カメムシの世界
９月１９日（火）～１０月２８日（日）
カメムシの多様で魅力的な世界について標本やパネ

ルを用いて紹介した。
●徳島県のカエデ
１０月３０日（火）～１２月９日（日）
紅葉の季節にちなんで、徳島県に生育するカエデ属
の全種類を標本とパネルで紹介した。
●北上する昆虫たち
１２月１１日（火）～１月２９日（火）
近年、徳島県で見られるようになった南方系の昆虫
類について紹介した。
●銅鐸を復元する
１月３０日（水）～３月３０日（日）
復元銅鐸製作関連資料により、銅鐸の製作技法や本
来の姿を紹介した。

２．企画展

平成１９年度は、次の３回の企画展を行った。

� 第１回企画展「ミネラルズ─不思議な、き
れいな、そして意外に身近な鉱物の世界─」
当館では、平成８年度に企画展「鉱物の世界」を開
催した。当時は現在ほど鉱物が社会的に認知されてい
なかったが、近年の日本では良質の解説書や図鑑が普
及し、ミネラルフェアなどの標本即売会なども開催さ
れるようになったため、鉱物は化石と同程度に広く人

展示替え案内チラシ

展示 １７
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気のあるジャンルとなっている。この企画展では、「鉱
物の世界」で試みたコンセプトや展示手法をさらに発
展させ、まずは自然の造形のおもしろさを感じてもら
い、その上で岩石の構成要素、さまざまな性質、天然
資源など、鉱物の持つさまざまな面を紹介した。
●主催 徳島県立博物館
●期間 平成１８年４月２７日（金）～６月３日（日）

（３３日間）

●会場 博物館企画展示室
●展示構成
�鉱物とは
岩石と鉱物／岩石をつくる鉱物
�鉱物のもつさまざまな性質
色／形／光沢／蛍光性／硬さ／割れ方／磁性 その
他
�身のまわりの鉱物
金属などの鉱石／工業原料／宝飾品・飾り石／合成
鉱物
�生物・化石と鉱物
生物がつくる鉱物／鉱物化した化石
�四国の鉱物
ギャラリー
●展示資料点数 ６６５点
●観覧料 一般２００円／高校・大学生１００円／

小・中学生５０円
●期間中の観覧者数 ９，８６３人
●展示解説
第１回：４月２９日（日）１４：００～１４：３０

参加者約１００人
第２回：５月６日（日）１４：００～１４：３０

参加者２０９人
臨 時：６月３日（日）１０：００～１０：４５

参加者５２人

「ミネラルズ」展 チラシ

「ミネラルズ」展 配置図

１８ 展示
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� 第２回企画展「世界の甲虫─石田コレクショ
ンのビートルズ─」

すべての生物の中で、もっとも種数の多いのは昆虫
のなかまで、その種数は１００万種とも１５０万種ともいわ
れる。その中でも、約４０万種が知られ、形や色の多様
性に富んでいるのが、甲虫（こうちゅう）のなかま
（beetles ビートルズ）である。
今回の企画展は、甲虫類に魅せられ、一生を甲虫類の
研究に捧げられた故石田正明氏の７万個体にも及ぶコ
レクションの一部を紹介し、甲虫類の魅力を紹介した。
石田正明氏は、大正９年に京都府福知山市に生ま
れ、東京大学文学部教育学科を卒業後、昭和２４年から
同５２年まで東京大学教育学部附属中学・高校教諭、そ
の後平成５年まで東京経済大学教授を務め、同１１年に
逝去された。
石田氏のおもな研究対象は、日本産のコガネムシの
なかまであった。しかし、それだけにとどまらず、フ
ンコロガシのなかまは特に多くの標本を集めていた。

また大型のカブトムシやクワガタムシなどもほとんど
の地域のものが揃っており、これらのグループなども
かなり力を入れて集めていたようである。氏が集めた
これらの甲虫のいろいろなグループの世界各地の標本
を用いて甲虫の色や形の多様さ、美しさを紹介した。
●期間 平成１９年７月２１日（土）～９月２４日（日）
●会場 博物館企画展示室

「世界の昆虫」展 配置図

「世界の昆虫」展 チラシ

展示 １９
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●展示構成
�甲虫類（鞘翅目）の分類学的位置づけ…甲虫類の系
統関係や形の特徴などを紹介した。
・形態…形態学的な特徴の紹介
�世界の甲虫…石田正明氏が研究したさまざまな世界
の甲虫達を紹介した。
・各分類群ごとの概要と標本展示
・カブトムシ、クワガタムシ
・フンを食べる虫たち など
�トピックコーナー…甲虫の世界のおもしろいテーマ
を紹介した。
�大型模型で体のつくりを見てみよう…大きな模型を
使って体のつくりを紹介した。
●展示資料点数 合計約６０，０００点
●観覧料 一般２００円／高校・大学生１００円／

小・中学生５０円
●期間中の観覧者数 ２４，１４４人

●展示解説
第１回：８月５日（日）１４：００～１４：３０参加者８０人
第２回：８月１９日（日）１４：００～１４：３０参加者６８人

� 第３回企画展「発掘された日本列島２００７―
新発見考古速報展―」
新発見考古速報展は文化庁の主催により、平成７年
から行われており、日本列島各地で発掘された新たな
資料が、毎年各地を巡回して紹介されてきた。当館で
は、平成１１年にこの考古速報展を開催し、それから８
年が経過した１９年度に再度の開催となった。全国各地
から出土した最新の代表的資料を目の当たりにでき、
極めて有意義だった。
また、全国展示にあわせて、地域展示（開催地に関
係した考古資料の展示）も行った。今回は、（財）徳島
県埋蔵文化財センターの協力を得て、文化の森の周
辺、園瀬川や鮎喰川流域など眉山周辺の遺跡群の調査

「発掘された日本列島２００７」展 配置図

２０ 展示
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によって得られた出土資料を紹介した。
●主催 文化庁・徳島県立博物館
●共催 全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会・全

国埋蔵文化財法人連絡協議会
●特別協力 朝日新聞社
●協力 （財）徳島県埋蔵文化財センター、インター

ネットミュージアム事務局
●後援 NHK

●協賛 （株）ジャパン通信情報センター、（株）東都文
化財保存研究所

●期間 平成１９年１１月１３日（火）～１２月９日（日）
（２７日間）

●会場 博物館企画展示室・二十一世紀館多目的活動
室

●展示構成
�全国展示
�地域展示 眉山周辺の遺跡群
●展示資料数 全国展示９７０点 地域展示２２０点
●観覧料 一般２００円／高校・大学生１００円／

小・中学生５０円
●期間中の観覧者数 ４，２５６人
●企画展関連行事
�記念講演会
日 時 １１月１８日（日）１３：３０～１５：００
講 師 禰�田佳男氏（文化庁記念物課調査官）
演 題 ここが見どころ「発掘された日本列島

２００７」―銅鐸の謎を探る―
会 場 文化の森・二十一世紀館イベントホール
参加者 １０９名
�歴史体験「勾玉をつくろう」
日 時 １１月２５日（日）１３：３０～１６：００

参加者 ２９名
�展示解説
日 時 １２月２日（日）１４：３０～１５：３０

参加者 １４７名
�歴史体験「トンボ玉をつくろう」
日 時 １２月９日（日）１３：３０～１６：００

参加者 ２３名

３．特別陳列

� 徳島城下町の世界
徳島県教育委員会による阿波歴史体感ネットワーク
「いにしえ夢街道」推進事業に協賛して開催した。館
蔵の阿波国絵図、徳島城下町絵図、城下の二軒屋で焼
かれた庸八焼など、これまで展示する機会の少なかっ
た資料を公開した。

●期間 平成２０年１月１７日（木）～平成２０年３月２日（日）
（４５日間）

●会場 博物館企画展示室
●展示の構成とおもな資料
�絵図をみる
阿波国大絵図
阿波国徳島城絵図
渭津城絵図
徳島城下絵図
徳島御城下絵図
�街の陶匠 冨永庸八
楽瓢花入
寿老人置物
蛙香合
梅画水指
富士画赤茶碗
�庸八の素顔
庸八画 天神図
守住貫魚画 焼物道具描留
守住貫魚 和漢書目録
コラム：須木一胤、徳島城図をえがく

須木一胤画 旧徳島城図
一胤画徳島城図写真
徳島城風景写真

特別陳列「徳島城下町の世界」 チラシ

展示 ２１
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●展示資料数 合計６６点
●観覧料 無料
●期間中の観覧者数 ５，１６８人
●展示解説
平成２０年２月３日（日）１３：００～１４：００
参加者４１名

� ２００７年度文化の森人権問題啓発展
文化の森５館と徳島県教育委員会（生涯学習政策
課・人権教育課）との共催で、人権問題啓発展（識字
学級生の作品展）を行った。
●主催 文化の森５館・徳島県教育委員会
●期間 平成１９年１２月４日（火）～９日（日）
●入場者数 ５８９人

４．企画展示室の会場提供

� 第２２回国民文化祭
第２２回国民文化祭（国文祭）が平成１９年１０月２７日～

１１月４日の会期で開催され、文化の森（博物館・美術
館・二十一世紀館）は美術展の会場となった。博物館
では、企画展示室を美術工芸部門の展示室として提供
した。
会期中、延べ７１，２４４人の入場者があった。

５．館外での展示

� 展示パッケージの貸し出し
県内博物館の支援及び収蔵資料の展示機会の増加を
図るため、展示パッケージ（テーマに応じた展示資料
及びパネル、ラベルのセット）の貸し出しを行ってい
る。１９年度には、県内博物館施設のほか、市町村教育
委員会等に貸し出しの案内チラシを配布し、活用の促
進を図った。
１９年度の貸し出し実績は、次のとおりである（パッ
ケージ名称、貸し出し先、期間の順に記載）。
・徳島大空襲（徳島県立あすたむらんど子ども科学館）
平成１９年６月２６日～平成１９年９月１２日
・徳島大空襲（徳島県立人権教育啓発推進センター）
平成１９年６月２７日～平成１９年７月３１日
・全国銘菓の由来（阿波市立阿波図書館）
平成１９年８月３１日～平成１９年１０月２４日

� 移動展
収蔵資料の活用を促進するため、展示パッケージの
貸し出しとあわせて、当館が主体となって展示を企
画・構成する移動展にも重点的に取り組むことにして
いる。１９年度は、次のような実績があった。

■移動展「牟岐大島の考古資料」
●主催 牟岐町教育委員会・牟岐町文化財保護審議

会・徳島県立博物館
●会期 平成１９年４月２６日（木）～５月１５日（火）

特別陳列「徳島城下町の世界」 配置図

２２ 展示
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●会場 牟岐町海の文化センター
●展示品 牟岐大島で採集した陶磁器及び瓦
●入場者数 ３５３人

■移動展「阿波の板碑」
●主催 阿南市立阿波公方・民俗資料館・徳島県立博

物館
●会期 平成１９年６月５日（火）～７月２２日（日）
●会場 阿南市立阿波公方・民俗資料館
●展示品 板碑の拓本及び写真
●入場者数 １９７人

■移動展「中世阿波の板碑」
●主催 藍住町歴史館・藍の館・徳島県立博物館
●会期 平成１９年８月２日（木）～８月２７日（月）
●会場 藍住町歴史館・藍の館
●展示品 板碑の拓本及び写真
●入場者数 ４，５４０人

■移動展「くらしの中の藍染め」
●主催 徳島県立博物館
●共催 東かがわ市教育委員会
●会期 平成１９年１０月２０日（土）～１１月１８日（日）
●会場 東かがわ市歴史民俗資料館
●展示品 藍染織品
●入場者数 ２９１人

� 共催展
徳島県教育委員会による阿波歴史体感ネットワーク
「いにしえ夢街道」推進事業「室町ロマンから藩政へ
のみち」のメイン事業である展示「天正の落日と曙光
─守護町勝瑞から城下町徳島へ」の企画検討に参画
し、当館からも資料を出品した。

■特別企画展「天正の落日と曙光─守護町勝瑞から城
下町徳島へ」
●主催 徳島県教育委員会・徳島県立博物館・徳島市

教育委員会・徳島市立徳島城博物館・藍住町
教育委員会・財団法人徳島県埋蔵文化財セン
ター

●共催 徳島大学埋蔵文化財調査室
●後援 文化庁
●会期 平成１９年１２月４日（火）～平成２０年１月２７日（日）
●会場 徳島市立徳島城博物館
●入場者数 ４，０２１人

６．常設展の更新及び活性化に向け

ての取り組み
� 常設展更新に向けての取り組み
当館では、開館１０周年をめどに常設展の全面更新を
実現したいと考え、開館５年目にあたる平成７年度か
ら９年度にかけて館内での検討を行ってきたが、事業
化は実現しなかった（年報７号参照）。その後、開館
１５年目に当たる１７年度にリニューアル・オープンする
計画で、事業規模を縮小した基本計画案の見直しを行
い、予算積算などを行ったが、事業化は認められなかっ
た。
開館２０年（２２年度）が近づくが、厳しい財政状況の
もとで、やはり常設展更新の実現可能性は乏しいが、
できるだけ早い時期での更新が実現するよう、望まし
い展示のあり方を絶えず検討することが求められる。
１９年度は、現段階で有効かつ現実的と考えられる常設
展更新の方向性を議論し、新たな基本計画案をまとめ
る作業を行った。今回策定した基本計画案は本章末（p.
２５）に掲げるとおりである。
また、最近開館した博物館や展示のリニューアルを
行った館に対する調査も継続してきており、１９年度に
は次の調査を行った。
・島根県立古代出雲歴史博物館：新設館の展示状況の
調査

� 常設展の活性化に向けての取り組み
常設展の全面更新が困難な状況にあることから、現
行常設展の手直しなどを進め、より利用しやすく、ま
た、より変化の見えるかたちへと変えていくよう取り
組みを進めている。
しかし、購入による資料収集ができなくなっている
ことから、テーマ性をもったコレクションづくりが困
難になっているため、展示替えを継続していくことも
容易ではない。そのため、トピックコーナーや部門展
示（人文）の運営を大幅に見直していくことも視野に
入れた検討を始めた。
１９年度の取り組みは、次のようなものである。
�トピックコーナーの展示替えの周知
トピックコーナーは小規模だが、展示替えを広く
伝えるため、資料提供や文化の森内の案内掲示に努
めた。
�部門展示（人文）の計画的運営と広報
年度当初に年間展示替え計画を明確にし、案内チ
ラシを配布して広報に努めた。
�展示解説の促進
・部門展示（人文）における展示解説

展示 ２３
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「阿波古式打毬の道具と衣装」「職人絵の世界」
で展示解説を実施した。
・「びっくり箱」を使用した展示解説や体験活動を
行った。
・常設展示室内数箇所で、手作りのセルフガイドを
設置・配布した。

�部門展示（人文）、トピックコーナーの活用
展示替えしたコーナーに関する内容を、定例のク
イズラリーの設問に取り入れた。

７．展示関係出版物

■企画展図録・解説書
●第１回企画展解説書「ミネラルズ─きれいな、不思
議な、そして意外に身近な鉱物の世界─」
２００６年４月２７日発行、A４判４８ページ（全カラーペー
ジ）、７００部＋友の会増刷３００部
■企画展パンフレット
●第２回企画展「世界の甲虫─石田コレクションの
ビートルズ─」パンフレット
２００６年７月２１日発行、A４判２ページ（全カラーペー
ジ）、１０，０００部
●第３回企画展「発掘された日本列島２００７─新発見考
古速報展─ 地域展示」パンフレット「眉山周辺の
遺跡群」
２００６年１１月１２日発行、A４判６ページ（全カラーペー
ジ）、５，０００部

２４ 展示
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常設展更新基本計画（案）

平成２０年１月

徳島県立博物館

１ 趣 旨
徳島県立博物館は平成２年１１月３日に開館し、現在、開館から１８年目に入っている。この間、９０数万人の
常設展観覧者を迎え、徳島県の中核博物館としての役割を果たしてきた。しかしながら、ここ数年は、観覧
者が年間３～４万人程度で推移しており、部分的な展示替えなどによる一定の努力を重ねているにもかかわ
らず、「いつ行っても変わらない展示」とみられていることは否めず、常設展の全体的な新鮮さが保てなく
なってきているのが実状である。
そこで、これまでの調査研究・資料収集活動の成果、各種の展示・普及教育活動の経験、最近の各地の博
物館の展示傾向等をふまえ、県民に親しまれる博物館としての性格をより打ち出す方向で、全面的な常設展
の更新（リニューアル）を目指すこととし、本計画（案）を作成した。

（※） 当館では、開館１０周年（平成１２年）を目処とした更新に向けて、平成７～９年の間、検討を重ね、常設展更新基本計画（案）

を作成した。だが、更新が実現しなかったため、開館１５周年（平成１７年）における更新などを目指し、数度にわたって基

本計画（案）を改訂しながら実現のタイミングを狙ってきたが、見通しが得られないまま今日に至っている。

この間、財政状況や当館の力量（学芸員の退職補充がなされていないことや、資料収集予算の減少と実質的な凍結など

による総体的な力量低下が生じている）、全国の博物館展示の動向、社会意識等が大きく変化しており、それらを踏まえ

ると、もはや平成９年の段階に基礎を置く基本計画（案）は、現実的ではないと判断できる。そこで新たに全面的な検討

を経てまとめたのが本計画（案）である。

２ 常設展の更新の必要性
� 実施設計からの年数の経過
現在の常設展は平成２年１１月の一般公開ではあるが、内容は昭和５９～６１年度の資料収集展示委員会におけ
る討議に基づき、６１年度に実施設計が行われたもので、基本的にはおよそ２０年前の学問水準に基づく展示で
ある。当時は学芸員が３、４名しかおらず、限られた主体的力量で作られた展示といえる。

� 資料収集展示委員会の提言
「徳島県立博物館資料収集展示委員会のまとめと提言」（平成２年５月）では、「博物館の展示は、常設展
示といえども一度できたらおしまいというものではなく、…（中略）…少なくとも１０年をめどに、展示テー
マの組み替えを伴う大幅な展示更新を行うよう要望する」と述べられている。

� 開館以来の調査研究・資料収集活動の蓄積
開館以来、学芸スタッフによる調査研究活動や、種々の企画展の取り組み等により、県内の自然・歴史・
文化に関する知見も増し、収蔵資料も大幅に増えた（平成２年１２月末７１，２６２点、１８年度末４７１，７４６点）。これ
らの成果を常設展にも盛り込むことで、より広く深い内容を展開することが望まれる。

� 最近の全国の博物館における展示動向
かつての常設展は、一方的に「見せる」かたちをとるところが多かったが、近年は利用者による調査成果
を反映させたり、ハンズオンの導入により資料を身近に感じてもらう工夫をしたりするなど、多様な参加体

展示 ２５
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験的要素を導入する館が増えている。また、バブル期に流行した大規模造作物により圧倒するような展示よ
りは、豊富な資料に出会うことで学びのきっかけを得る場としての展示の意義が見直されていることにも留
意したい。

� 入館者（観覧者）の動向
博物館の常設展観覧者は、平成１８年３月末で累計９３９，２４４人となった。しかしながら、平成３年度の年間

１３７，１１７人をピークに減少傾向が続いたが、近年は３万人台後半～４万人前後で安定している。統計を検討
すると、企画展の動員力や閑散期のイベント開催などに依存しているところが大きいことが分かり、部分的
な手直しや PRの努力にもかかわらず、常設展が全体的な新鮮さを保てなくなっているためであると考えら
れる。

� アンケート調査における意見
これまでたびたび行ってきた常設展示室等における利用者調査によると、「固定化していてかわりばえが
しない」という意見が多数見られる。また、部門展示室（人文）やトピックコーナーなどといった常設展示
室内の展示替えが、リピーターには一定の認知がなされているが、認知度と満足度が相関しておらず、部分
的な展示替えでは、利用者のニーズに応えられないことがうかがえる。

３ 常設展の現状と問題点

� 現行の常設展の概要
現在の常設展は、総合展示・部門展示・ラプラタ記念ホールから構成されている。
●総合展示：「徳島の自然と歴史」の総合テーマのもと、７つの大テーマで構成。内容は次の３つに区

分できる。
ａ．四国島の成立を中心とする地史を扱う「日本列島と四国のおいたち」
ｂ．人類の登場以降の歴史と文化を扱う通史展示「狩人たちの足跡」「ムラからクニへ」「古代・中世
の阿波」「藩政のもとで」「近代の徳島」
ｃ．空間別（山地・吉野川流域・海）の生物と民俗を扱う「徳島の自然とくらし」
●部門展示：総合展示を補うための分野ごとの個別展示や分類展示。
●ラプラタ記念ホール：ラプラタ大学附属博物館から寄贈された南アメリカ特有の哺乳類化石を展示。

� 特色の不明確さ
現行展示においては、全体を通じて、特色があまり明瞭ではない。とくに人文系では焦点が絞りきれてい
ない憾みがある。地域の生活文化を扱い、とくに資料の蓄積が増した民俗分野の展示の拡充を機軸にしつつ、
生活史重視の地域史展示をつくりあげるなどの工夫が必要である。ラプラタ記念ホールのような全国的に誇
れる展示資料もあるものの、その性格づけがあいまいなのも惜しまれる。

� 発見や学びを導く工夫の不足
博物館の展示には、新しい知識の獲得のきっかけとなることが期待される側面があるが、現在は慨して資
料数が少なく、発見の仕掛けとしては弱い。おもに自然史系を中心として、多種多様な資料を公開し、博物
館特有のモノ（資料）を介した発見や学びの喜びを伝える取り組み、参加体験型要素の増加などが求められ
る。

２６ 展示
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４ 常設展更新の基本方向

� モノ（資料）が語る展示
博物館が他の社会教育機関や研究機関と大きく異なる点は、学術的背景をもってモノ（資料）を収集し、
コレクションを形成することである。同時に、利用者に提供すべき展示も、コレクションの公開が原則とい
える。当館の過去１７年にわたる蓄積をもとに、モノにこだわった展示を展開することで、地域の多様な自然・
文化資産に学ぶ場としたい。

� 地域の特色を解き明かす展示
「徳島」という土地の特色を人文系・自然史の各分野による、それぞれのアプローチから提示する展示と
したい。大まかには、地学、人文系、動物・植物の３ブロックから構成する総合展示を中心とする。

� 学習に活用しやすく、馴染みやすい展示
当館の展示は、県民の日常的な利用を念頭に置いてつくられており、遠足や余暇の楽しみなどに利用され
ている。一方で、夏の阿波おどり期間などを中心に、県外からの観光・帰省客も多い。そうした利用を踏ま
えると、誰もが馴染みやすい展示構成をとる必要があり、時間軸に沿った通史的構成を基本として考え、時
代区分の基準などは、地域レベルでの特色を考慮して設定することとしたい。

� 展示替えが容易で、誰にもやさしい展示室
現在の展示では、展示替えをしてもあまり目立たないし、小規模な展示替えスペースがなく、かなりの資
料がないとテーマをもった展示がむずかしい。また、ハードの設計が古く、展示ケースの構造など、障害者
への配慮に欠けている。展示ケースの新設部分などで、こうした問題を多少なりとも改善し、快適な空間づ
くりに努めたい。

� 参加体験型要素の追求
展示室では、資料そのものを見る楽しみだけでなく、資料をより身近に感じてもらうための楽しみ方の創
出も必要である。各地で行われているハンズオンの事例に学びながら、新たな参加体験型要素の導入を図る
とともに、県民による調査成果を展示に取りこめるような、「利用者とともに創る展示」を考えていきたい。

展示 ２７
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次期常設展テーマ一覧
●総合展示「徳島の自然と歴史」

大テーマ 中テーマ 小テーマ 内 容 備考

地球の誕生と生命の進化 地球の誕生 隕石、アカスタ片麻岩

古生代の生物 エディアカラ生物群、SSF、
澄江動物群、三葉虫、紡錘虫、
徳島県と四国の古生代化石

中生代の生物 恐竜、魚竜、アンモナイト、
三角貝など、徳島県と四国の
中生代化石

新生代の生物 ビカリア、パレオパラドキシア、
徳島県と四国の新生代化石

第四紀の自然環境と人間 氷期の生物と旧石器人 ナウマンゾウ、トウキョウホ
タテ、旧石器（石材の流通）など

縄文海進と徳島平野の形成 貝化石、縄文土器、縄文海進
高頂期の古地理図

活断層と地震活動 パネル、実体鏡、断層破砕岩

クニの誕生とくらし
（弥生・古墳）

弥生のムラ 米づくり

辰砂の採掘

銅鐸

クニと古墳

律令制とくらし
（古代）

律令国家の支配と生活 地方制度の整備 地方編成と古代氏族、戸籍、
徴税、条里制

神と仏 寺院、延喜式

都への道 特産物、官人

動乱とくらし
（中世）

荘園公領と生活 交流と生活 列島内外の交流・交易
日常生活（生産など）
分業の発達（職人）

祈りの世界 経塚、板碑、写経
寺社参詣、聖の旅

戦うさむらい 剣山系の国人・土豪
細川・三好、長宗我部
阿波公方

藩政とくらし
（近世）

徳島城と城下町

海の道・陸の道 交通・経済の発達
大名、商人、民衆の旅

近世の文化 美術資料（絵画、陶磁器） 展示替えコーナー

激変する社会とくらし
（近現代）

近代の社会と生活 維新変革と徳島 徳島県の誕生

生活の諸相 公害、部落差別も含む

戦争と生活 戦時体制と民衆

徳島空襲

復興から現代への道のり 生活の変化

徳島の風物 くらしぶり
（生産・生業）

藍 陸（畑）

漁撈 海、川

木地 山

芸能とまつり 人形浄瑠璃

門付け芸

祭礼

２８ 展示
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徳島の自然 山 剣山周辺標本、亜高山帯植物
レプリカ、シコクシラベ他、
剣山周辺ジオラマ

川 平野＋川の生物、水草、田畑
の生物、渓流沿い植物

（里山？） （照葉樹林の生物？）（暖温
帯下部？）

海 海中ジオラマ、干潟ジオラ
マ、魚

干潟は川
でも可

絶滅危惧種 各種標本あり タヌキノショ
クダイ等

●部門展示（自然）

大テーマ 中テーマ 小テーマ 内 容 備考

四国の地質 領家帯 花崗岩、和泉層群の化石、サ
ヌカイト

三波川帯とみかぶ帯 結晶片岩類、キースラガー、
緑色岩、エクロジャイト

秩父帯 黒瀬川古期岩類、紡錘虫石灰
岩、放散虫電顕写真など

四万十帯 生痕化石、はんれい岩、チャー
トなど

分類＋形態 脊椎動物

無脊椎動物

植物

生態 脊椎動物

無脊椎動物

植物

●トピック展示

大テーマ 中テーマ 小テーマ 内 容 備考

（随時展示替え）

人文系大型資料の展示
分野を限定しないで展示替え
にあてる（企画展に準じた位
置付け）

●ラプラタ記念ホール

大テーマ 中テーマ 小テーマ 内 容 備考

（現状維持） スペースの利用の仕方には工
夫が必要

展示 ２９
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普及教育事業、とくに普及行事は「開かれた博物館」
をめざし、館員が県民と直接交流できるよい機会であ
り、力点をおいて取り組んでいる。
平成１９年度は台風の影響による中止などが５回あ
り、年間６１回の普及行事実施となった（他にクイズラ
リーを２４回を行った）。
普及行事は県民のあいだにかなり定着してきてはい
るが、やはり参加者は徳島市内とその近郊在住者に片
寄っている。そのため、歴史散歩、野外自然かんさつ、
移動講座等において、郡部での開催を増やすなどさら
に工夫する必要があると考える。
徳島市以外での行事に対しては、地元やその近隣の
町からの参加者の割合が増えるが、徳島市、鳴門市、
板野郡からの参加者も多い。今後、広報の仕方等、さ
らに工夫が必要である。

１．普及行事

■歴史体験
昔の人々の生活に関係のある体験を通じて、ものの
性質や当時の人々の生活の知恵を学ぶシリーズ。
６月１０日（日） トンボ玉をつくろう� １７人
６月１７日（日） トコロテンをつくろう� １４人
７月２２日（日） 火おこし� ２８人
８月２６日（日） 勾玉をつくろう� ５０人
９月９日（日） 土器づくり� ２４人
１０月７日（日） 土器づくり� ２２人
１０月１４日（日） 火おこし� ２１人
１１月２５日（日） 勾玉をつくろう� ２９人
１２月９日（日） トンボ玉をつくろう� ２３人
１月２０日（日） ベーゴマをまわしてみよう ３１人
２月３日（日） 七輪で鍛冶ごっこ １５人
２月１７日（日） 古代の乳製品をつくろう ５人

■歴史散歩
県内の主な遺跡、町並み、建造物などを見学してま
わるシリーズ。
５月１３日（日） トコロテンをつくろう�（出羽島を

歩こう） ３５人
５月２０日（日） 古墳見学� ４７人
１２月９日（日） 眉山山麓寺社めぐり ２４人

１２月１６日（日） 縄文の谷ハイキング １８人
３月１６日（日） 古墳見学� ３４人
３月３０日（日） 伊島を歩こう 雨天中止

■野外自然かんさつ
野外に出かけて行う、季節に応じた動植物の観察や
地質の見学会。１９年度は文化の森周辺のほか、徳島市、
鳴門市、阿南市、上勝町、美波町、海陽町、四国中央
市、まんのう町などで実施した。
５月２０日（日） 磯のいきもの ６０人
５月２７日（日） 浜辺の植物かんさつ １０人
６月３日（日） 鳴門の地層見学 ２０人
７月８日（日） 貝化石を調べよう� 中止
７月１５日（日） 川魚かんさつ 中止
７月２９日（日） 漂着物を探そう！ ４１人
８月４日（土） 水生昆虫の観察 中止
８月５日（日） セミの抜け殻を調べよう ３１人
８月５日（日） 地質ハイキング？ 上勝編 ３０人
９月８日（土） 鳴く虫の観察 ２０人
９月９日（日） 河口の生きもの ３５人
９月１６日（日） ざくろ石を探そう！ １０人
１０月７日（日） アサギマダラを探そう １６人
１０月１４日（日） 白亜紀の地層見学 ９人

■室内実習
主に実習室で行う各種の観察会、講習会。内容に応
じて実体顕微鏡、電子顕微鏡等の機器も併用して観察
を行っている。
「標本の名前を調べる会」は、毎年８月下旬に行う
恒例の行事で、学芸員のほか７名の外部講師の応援を
得て実施した。単に名前を教えるだけにならないで、
いっしょに調べる姿勢で取り組むよう留意している。
４月２２日（日） 春の野草かんさつ １９人
５月２０日（日） 木の葉化石の発掘体験� ３０人
７月１５日（日） 貝化石を調べよう� １９人
７月２９日（日） 化石のレプリカをつくろう ３１人
８月２２日（水） 標本の名前を調べる会 ５２人
９月３０日（日） ミクロの世界─電子顕微鏡で植物を

見よう� １８人
１０月２８日（日） 秋の野草かんさつ １５人
１２月２日（日） 木の葉化石の発掘体験� ３３人

� 普及教育

３０
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１月２７日（日） ミクロの世界─電子顕微鏡で昆虫を
見よう� ８人

２月１０日（日） アンモナイト標本をつくろう ３６人
２月１７日（日） ミクロの世界―電子顕微鏡で植物を

見よう� １９人
３月２日（日） ミクロの世界―電子顕微鏡で昆虫を

見よう� 中止

■みどりの工作隊
自然の材料を使い、遊びの要素を取り入れた実習。
７月２２日（日） 押し花カルタで遊ぼう １０人
８月１９日（日） 葉っぱのスタンプをつくろう ２７人
１１月１１日（日） どんぐりごまとウツギの笛を作ろう

１６人
１２月１６日（日） リースを作ろう ４４人

■ミュージアムトーク
土曜日の午後に、学芸員が各自の研究テーマや身近
な話題について話をするシリーズ。申し込み不要・定
員先着５０名。
６月３０日（土） 絶滅危惧種カワバタモロコ １０人
９月８日（土） みやびの世界―阿波のやまと絵画

家― ６人
１月１９日（土） 写経が語る中世の世界 １５人

■歴史文化講座（移動講座）
移動博物館の試みとして行っているもので、学芸員
が講師をつとめ、館外の社会教育施設と共催で行う講
座。１９年度は５～７月に阿波海南文化村で実施した。
５月２７日（日） 牟岐大島の歴史 ３２人
６月２４日（日） 災害から文化財をまもる １５人
７月２２日（日） 移住した漁民の話 ２４人

■企画展・特別陳列等関連行事
企画展や特別陳列等の開催中に、展示解説等を行っ
た。
●企画展「ミネラルズ」展示解説
第１回：４月２９日（日） 参加者 １００人
第２回：５月６日（日） 参加者 ２０９人
●企画展「世界の甲虫」展示解説
第１回：８月５日（日） 参加者 ８０人
第２回：８月１９日（日） 参加者 ６８人
●企画展「発掘された日本列島２００７─新発見考古速報
展─」関連行事
１１月１８日（日）記念講演会 １０９人
●企画展「発掘された日本列島２００７─新発見考古速報
展─」展示解説

１２月２日（日） 参加者 １４７人
●特別陳列「徳島城下町の世界」展示解説
２月３日（日） 参加者 ４１人
●部門展示「阿波古式打毬の道具と衣装」展示解説
４月１５日（日） 参加者 ３人
●部門展示「職人絵の世界」展示解説
第１回：１０月２１日（日） 参加者 １０人
第２回：１２月２日（日） 参加者 １８人

■クイズラリー
毎月第２・第４土曜日に、小・中・高校生を対象に
クイズラリーを実施している。この行事は、常設展の
活用と入館者の獲得を目的に始めたもので、参加者が
展示資料に関する簡単な問題を解きながら観覧するこ
とで、新しい発見につながることを期待している。参
加者全員に記念品を贈呈している。
４月１４日（土） ６９人（小 ６５・中４・高０）
４月２８日（土） ６２人（小 ５７・中５・高０）
５月１２日（土） ７５人（小 ７４・中１・高０）
５月２６日（土） ７０人（小 ６７・中３・高０）
６月９日（土） １５２人（小１５０・中２・高０）
６月２３日（土） １３９人（小１３７・中１・高１）
７月１４日（土） １１人（小 １０・中１・高０）

台風の影響
７月２８日（土） １５７人（小１５０・中２・高５）
８月１１日（土） １３６人（小１３４・中２・高０）
８月２５日（土） １１３人（小１０５・中８・高０）
９月８日（土） １１１人（小１１０・中１・高０）
９月２２日（土） ９１人（小 ８９・中２・高０）
１０月１３日（土） ７１人（小 ７１・中０・高０）
１０月２７日（土） ９６人（小 ９６・中０・高０）
１１月１０日（土） ９２人（小 ９２・中０・高０）
１１月２４日（土） １０２人（小 ９９・中３・高０）
１２月８日（土） ９３人（小 ９３・中０・高０）

発掘された日本列島展示解説

普及教育 ３１
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１２月２２日（土） ６３人（小 ６３・中０・高０）
１月１２日（土） ６４人（小 ６２・中２・高０）
１月２６日（土） １１３人（小１１０・中３・高０）
２月９日（土） ７７人（小 ７７・中０・高０）
２月２３日（土） １０５人（小１０５・中０・高０）
３月８日（土） １００人（小 ９９・中１・高０）
３月２２日（土） ７５人（小 ７３・中０・高２）
参加者合計 ２，２３７人（小２１８８・中４１・高８）

■その他の普及行事
●博物館こどもの日フェスティバル ５月５日（土）
小中学生を対象にクイズラリーを実施した。また、
体験コーナーとして、「米つきや粉ひきをしてみよう」
「シカ皮でつくった衣服を着てみよう」「化石のレプ
リカをつくってみよう」「昆虫のからだや花のつくり
を顕微鏡で見てみよう」を行った。クイズラリーに参
加した子どもたちには記念品を贈呈した。
参加者：７７８人
●夜の博物館 ドキドキ体験ツアー ８月４日（土）
夜間の常設展示室と考古収蔵庫、企画展示室を解説
付きで見学した。常設展示室では、チラノサウルスの
頭部を間近に観察できるようにしたり、夏の昆虫や植
物についての解説を行ったりした。
参加者：４６人
●準昆虫分類学者養成講座ジュニア

８月７日（火）・８日（水）
昆虫の採集法や標本の作り方などを、北海道大学と
伊丹市昆虫館などの講師に学び、身につけることをめ
ざして実施した。
参加者：１５名
●博物館文化の日フェスティバル １１月３日（土）
幼児から小中学生を対象に、クイズラリーを実施し
た。また、体験コーナーとして、「土器パズル」「かん
たん拓本」「古代の衣服」「動物標本タッチング」「ミ
クロの博物館」「化石標本クリーニング」を行った。
クイズラリーに参加した子どもたちには記念品を贈呈
した。
参加者：９８２人
●博物館Vキング ２月１１日（月）
平成１９年度文化庁芸術拠点形成事業「ヤングボラン
ティアとの協働による体験キット開発事業」によっ
て、博物館ボランティアのメンバーが中心となって企
画した体験キットのワークショップをイベントとして
行った。内容は次のとおり。「どんな顔になる
KASHIRA」（人形頭をモチーフにした福笑いゲー
ム）、「かたどって似たものさがし」（展示資料の模型
の型どり）「スタンプで展示づくり」（スタンプラリー

でオリジナルの展示室のレイアウト）「徳島城へよう
こそ」（徳島城鷲の門をイメージしたポップアップカー
ドづくり）。
参加者：１，３１３人

２．学校教育支援事業

博物館は本来、実物資料に基づく体験的な学習がで
きる場であり、学校教育にとって遠足での博物館見学
以外にも様々な活用ができる場であるはずである。ま
た、教育改革に伴う学校完全週５日制や「総合的な学
習の時間」とも関連し、博物館等の社会教育機関に対
して積極的な学校教育への支援が要請されるように
なった。
当館でも、平成１２～１３年度に「博物館と学校との連
携に関する研究会」を組織し、博物館と学校との連携
のあり方等について模索した。それを踏まえ、１４年度
から学校教育支援事業として、学校の授業での博物館
利用への支援、学校の授業への講師派遣（出前授業）、
学校への博物館資料の貸出し、職場体験の受け入れ等
を積極的に行っている。
学校へ案内パンフレットなどを配布することにより
博物館の学校教育支援事業が周知されつつあり、利用
が増えている。

「博物館Vキング」 チラシ

３２ 普及教育

ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／０４　普及教育＿三校・校了  2008.08.21



� 学校の授業での博物館利用への支援
理科や社会科の授業や「総合的な学習の時間」での
活動と関連して、クラスやグループ単位で博物館を利
用する例が増えてきた。受け入れに当たっては、展示
資料だけでなく、必要に応じて収蔵資料を見てもらっ
たり、学芸員が助言したりするなどの支援を行った。
�淡路市立生穂第一小学校 ５月１０日（木）
５年生 ２１名
化石のレプリカ 辻野
②淡路市立生穂第一小学校 ５月１０日（木）
６年生 ２１名
火おこし 魚島
③城ノ内中学校 ８月１７日（金）
１～３年生 １９名
トンボ玉製作 魚島
④一宮小学校 ９月１２日（水）
４年生 １５名
昔のくらし 庄武
⑤八万南小学校 ９月２０日（木）
４年生 １０３名
昔のくらし 庄武
⑥日和佐小学校 １０月１１日（木）
６年生 ２７名
火おこし 魚島
�一条小学校 １１月１３日（火）
６年生 ３８名
大地のつくり 辻野

� 学校の授業への講師派遣（出前授業）
学校からの依頼に応じて、学校での授業に学芸員を
派遣した。授業では教員と協同し、持参した博物館資
料を活用するなどして、児童・生徒の理解を助けるよ
う工夫した。

�加茂名小学校（徳島市） ５月９日（水）
６年生 ８１名
火おこし（講師：魚島）
�一宮小学校（徳島市） ５月１４日（月）
１～６年生 ９７名
水辺教室（水生生物観察会）（講師：大原・山田）
�林崎小学校（鳴門市） ６月２２日（金）
４年生 ７３名
磯の生き物観察事前学習（講師：佐藤）
④林崎小学校（鳴門市） ６月２８日（木）
４年生 ７３名
鳴門の浜の植物（講師：茨木）
⑤林崎小学校（鳴門市） ７月３日（火）
４年生 ７３名
磯の生き物観察（講師：佐藤）
�大松小学校（徳島市） ７月１７日（火）
５年生 ５７名
校庭の草木について（講師：小川）
�大松小学校（徳島市） ８月８日（水）
５年生 ５７名
学校付近の植物について（講師：小川）
�鴨島小学校（吉野川市） ９月１８日（火）
４年生 ８０名
昔のくらし（講師：磯本）
�新野西小学校（阿南市） １０月１６日（火）
１～６年生 ６名
オヤニラミの放流について（講師：佐藤）
�大松小学校（徳島市） １１月７日（水）
５年生 ２８名
学校付近の用水路の魚観察（講師：佐藤）
�大松小学校（徳島市） １１月１３日（火）
５年生 ５４名
徳島市の絶滅危惧種について（講師：佐藤）
�川内北小学校（徳島市） １１月２８日（水）
６年生 １１３人
大地のつくり（講師：中尾・辻野）

３館授業「昔のくらし」

出前授業「化石」
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�橘小学校（阿南市） １１月２９日（木）
６年生 ２８人
大地をさぐる（講師：中尾）
�富岡小学校（阿南市） １２月１４日（金）
４年生 １２３名
昔のくらし（講師：磯本）

� 博物館資料の学校への貸出し
小・中・高校の授業等で活用してもらうため、平成

１０年度から博物館資料の学校への貸出しを行ってい
る。学校貸出用資料リストを学校に配布して利用を呼
びかけているが、まだ利用は少ない。
貸出用資料の一層の利用促進を図るため、平成１５年
度末に学校貸出用資料解説シートを印刷し、小中学校
および高校に配布した。また、来館した教職員には、
必要に応じて解説シートを配布し利用を勧めた。
�北島中学校（北島町） ５月２日～１２日
貸出資料：石鏃・トロトロ石器・復元青銅器・ナウ

マンゾウ化石複製
利用目的：社会科
�徳島北高校（徳島市） ６月２日～７月４日
貸出資料：徳島空襲関係資料
利用目的：LHR（人権）
�徳島県立牟岐少年自然の家 ８月１０日～８月２７日
貸出資料：火おこし道具１５組
利用目的：自然の家体験活動
�城東高校（徳島市） ８月２１日～９月２日
貸出資料：徳島空襲関係資料
利用目的：
�岡山市立操山中学校（岡山県）１０月５日～１１月３０日
貸出資料：飛ぶ種子ほか、種子・果実類
利用目的：理科（中四国理科研）
�渋野小学校（徳島市） １０月２５日～１１月２日
貸出資料：ナウマンゾウ臼歯レプリカ・勝浦川流域

白亜紀化石・アンモナイト・三葉虫
利用目的：理科
�千松小学校（徳島市） １１月２日～１４日
貸出資料：コダイアマモ・アンモナイト・三葉虫・

勝浦産植物化石・香川産異常アンモナイ
ト・岡山県産二枚貝（モノチス）化石

利用目的：理科
�小松島中学校（小松島市） ２月７日～１９日
貸出資料：徳島空襲関係資料
利用目的：総合（平和学習）

� 職場体験の受け入れ
中学校・高校での職場体験事業の受け入れを行い、
生徒に博物館業務を体験してもらうことによって、博
物館に対する認識を高めることができた。
�八万中学校 ７月１０日～１１日 ５名
資料の計測（美術工芸）、化石標本の作製（地学）、
八万町の昔探し（民俗）、植物標本の画像入力（植物）
②徳島工業高校 ９月２５日～２６日 ２名
博物館の概要説明・施設案内、歴史資料整理、資料
の X線撮影、脊椎動物資料の整理

� 教員のための研修
徳島県教育委員会等からの依頼により、教員対象の
研修会を実施し、当館職員が指導に当たった。
�平成１９年度教職１０年経験者研修
○７月３１日（火） 参加者２６名
・歩いて地図づくり（講師：辻野）
・道ばたの植物観察（講師：茨木）
○８月１日（水） 参加者１７名
・石器づくり（講師：高島）
・粉ひきとだんごづくり（講師：庄武）
○８月２日（木） 参加者１２名
・八万町石造物ウオッチング（講師：磯本）
・歴史・美術品等資料の取り扱い方（講師：大橋）

�長崎県南島原市教育研究会理科部会
８月１７日（金） 参加者２０名
北有馬層の化石について―概要と調べ方―

（講師：中尾）

� その他
博物館での授業、講師派遣、資料の貸出しに限らず、
学校の授業やクラブ活動等で自然観察、生活体験、歴
史学習等をしようとする場合、どんなことをしたらお
もしろいか、どんな資料が活用できるかなどについ
て、学芸員が博物館での普及行事等の経験を踏まえて
教員の相談に応じることにしている。

１０年研「道ばたの植物観察」

３４ 普及教育
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３．博物館友の会

●会員（平成１９年度末）
個人会員（年会費２，０００円） １１０人

（半年会費１，０００円） ３人
家族会員（年会費３，０００円） ７２組 ２８０人

（半年会費１，５００円） ２組 ９人
賛助会員（年会費１０，０００円） ２人
●役員（平成１９年度）
会 長：石原 侑
副会長：和田賢次・関眞由子・大原賢二（博物館長）
幹 事：多田精介・大杉洋子・澤祥二朗・南部洋子

行成正昭・森本嘉訓
監 査：石尾和仁・川下浩子
●事業
�博物館出版物の増刷・頒布
１９年度博物館企画展の図録の印刷・頒布を行った。
また、企画展関連の図録を委託販売した。
�広報活動
１９年度会員に対し、博物館ニュース、企画展チラシ、
月間行事案内、年間催し物案内などを送付した。また、
友の会会報「アワーミュージアム」No.３４～３６を発行
し、会員に送付した。
�野外活動等
会員を対象とした行事を９行事実施（計画は１１行
事）した。
○「新緑の高丸山を歩こう」
日 時：５月２０日（日）
場 所：高丸山（勝浦郡上勝町／那賀郡那賀町）
参加者：２３名
○海藻採集会「海藻を集めよう」
日 時：６月３日（日）
場 所：鳴門市竜宮の磯
参加者：（雨天のため中止）

○「淡路日帰り研修の旅」
日 時：６月１７日（日）
場 所：兵庫県南あわじ市 洲本市 淡路市
参加者：４４名
○「地引き網を引こう」
日 時：７月２２日（日）
場 所：阿南市北の脇海水浴場
参加者：中止（最少催行人数に満たなかったため）
○「草花と昆虫の観察会」
日 時：９月２日（日）
場 所：徳島市八万町 園瀬川河川敷
参加者：１０名
○「草で虫をつくろう」
日 時：９月１６日（日）
場 所：徳島県立博物館 ３階実習室
参加者：１７名
○「南予一泊研修の旅」
日 時：９月２９日（土）～９月３０日（日）
場 所：愛媛県内子町 大洲市 西予市 宇和島市
参加者：３６名

友の会「南予一泊研修」

友の会「高丸山」

友の会「草花＆昆虫の観察会」

普及教育 ３５

ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／０４　普及教育＿三校・校了  2008.08.21



○「八万町の昔を探ろう」
第４回 柿谷・福万谷―信仰の道を辿る―
日 時：１１月１８日（日）
場 所：徳島市八万町柿谷～福万谷
参加者：２７名
○「鳥居龍蔵・モラエスゆかりの地を歩こう」
日 時：１２月２４日（月）
場 所：徳島市東船場町・寺町・伊賀町など
参加者：３２名
○「海藻おしばポストカードをつくろう」
日 時：１月１３日（日）・２０日（日）
場 所：徳島県立博物館 ３階実習室・分析室
参加者：１１名
○「こんにゃくをつくろう」
日 時：２月２４日（日）
場 所：徳島県立博物館 ３階実習室
参加者：２６名

４．普及教育関係出版物

■博物館ニュース
館の広報誌で、内容は、学芸員の研究の一端を紹介
する“Culture Club”、館蔵品紹介、野外博物館、企
画展案内、情報ボックス、レファレンス Q&A、普及
行事の案内と記録などから構成されている。A４判・
８ページ（全ページカラー）で６，０００部を印刷してい
る。
平成１９年度には次の４号を発行した。また、当館ホー
ムページでも公開している。
●No.６７（２００７年６月２５日発行）

Culture Club

「小正月の火祭りと２つのサギッチョ（左義長）」

館蔵品紹介 大般若経巻５２１
企画展 「世界の甲虫」
情報ボックス
高知県四万十市から発見されたオウムガイ化石
野外自然かんさつ 磯の生きものを飼ってみよう
●No.６８（２００７年９月１５日発行）

Culture Club

「カメムシのはなし―よいカメムシ・わるいカメ
ムシ・ただのカメムシ―」
館蔵品紹介 ハネフクベの不思議な種子と果実
企画展
「発掘された日本列島２００７―新発見考古速報展―」
情報ボックス 博物館における X線の利用
レファレンス Q&A

化石の名前を調べるのに役立つ図鑑を教えてくだ
さい。

●No.６９（２００７年１２月１日発行）
Culture Club

「わがやのぞうに─博物館 Vキング『博物館冒険
ツアー』の成果から─」
野外博物館 クロマダラソテツシジミ
特別陳列 「徳島城下町の世界」
情報ボックス
絶滅危惧種の保全―環境との関係の探り方―
レファレンス Q&A 遺伝子汚染って何ですか？
●No.７０（２００８年３月２５日発行）

Culture Club

「世界的なアンモナイト産地：蝦夷層群」
館蔵品紹介 樋殿谷の蔵骨器
企画展「郷土の発見─小杉榲邨と郷土史研究の曙─」
情報ボックス
「日本の地質百選」に宍喰の漣痕が選ばれました
レファレンス Q&A

絶滅寸前!? 祖谷の美味しい珍作物ヤツマタ

■その他
●年間催し物案内
１年間の普及行事予定を掲載した B４判４つ折の
リーフレット。１３万部印刷し、県内の小・中・高校生
及び教職員全員に配布した。また、博物館ニュースと
ともに発送するほか、展示室入り口に置いて来館者に
自由にとってもらったり、普及行事の参加者に配布し
たりしている。
●月間催し物案内
各月の普及行事の実施要領、申し込み方法等の案内
を印刷した B４判のビラ。報道関係機関等に配布する
ほか、来館者にも提供している。

友の会「八万の昔を探ろう」
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●博物館引率の手引き
学校の遠足などの利用に役立つよう、博物館の入館
案内、見学に当たっての留意点、観覧料減免申請手続
きなどについて説明した印刷物。年度初めに県内各学
校に送付している。
●博物館の学校支援事業案内
博物館が行っている学校への支援事業を、内容別に
紹介したパンフレットを改訂した（２０年度当初に県内
各学校教職員に配布予定）。

普及教育 ３７
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博物館は、博物館活動を通じて様々な資源（資料、
情報、学芸員の知識・経験）を蓄積している一種のシ
ンクタンクである。これらの資源を活用して地域社会
等に貢献する活動を行うことは、博物館の重要な役割
であると考え、博物館の他の事業に差し支えない範囲
で積極的に取り組んで行くことにしている。

１．レファレンス業務

一般の県民や児童・生徒・学生、教職員、行政職員、
マスコミ、企業などから寄せられた質問や問い合わせ
に対応する業務を当館ではレファレンス業務と呼んで
いる。問い合わせ方法としては、来館、電話、Eメー
ル、文書によるものなどがある。当館ではこれらの問
い合わせを、対応の記録や博物館に対するニーズを把
握する目的でデータベース化している。
平成１９年度に行ったレファレンス件数の分野別内訳
は下表のとおり。この記録は博物館レファレンス記録
データベースに記録されたデータに基づいている。た
だし、同様の問い合わせが集中したときなど、すべて
を記録できているわけではないので、実際の件数はこ
れより２～３割程度多いと考えられる。

●分野別レファレンス件数（平成２０年３月３１日現在）

分 野 件 数
動物（脊椎）

（無脊椎）
（昆虫）

５３
１９
４５

植 物 ３５
地 学 ６５
考 古 ６
歴 史 ４８
民 俗 ２６
美術工芸 ０
保存科学 ０
そ の 他 ５
合 計 ３０２

２．各種委員会委員等の受諾

平成１９年度に博物館職員が委嘱を受けた各種委員会
委員、学会役員等は次のとおり。

大原賢二
日本博物館協会評議員（平成１９．４．１～１年間）
徳島県博物館協議会会長（平成１９．４．１～１年間）
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー（平成１６．８．１６～）
徳島県田園環境検討委員会委員
（平成１８．１．１７～２年間）
マリンピア沖洲環境調査検討委員会委員
（平成１８．２．１～２０．１．３１）
環境省希少野生動植物種保存推進員
（平成１８．７．１～２１．６．３０）

佐藤陽一
とくしま川づくり委員会委員
（平成１２．１２．１５～１９．１２．１４）
徳島県ビオトープアドバイザー
（平成１４．４．１１～２０．３．３１）
環境省希少野生動植物種保存推進員
（平成９．７．１～２１．６．３０）
国土交通省四国地方整備局「河川・渓流環境アドバ
イザー」（平成１９．４．２６～２０．３．３１）
国土交通省四国地方整備局「吉野川学識者会議」委員
（平成１９．５．２８～２０．３．３１）
日本魚類学会標準和名検討委員会副委員長
（平成１５．４．１～）
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー（平成１６．８．１６～）
徳島県土木工事環境配慮アドバイザー
（平成１９．４．１～２０．３．３１）
独立行政法人水資源機構「河川水辺の国勢調査アド
バイザー（ダム湖）」（平成１９．５．１８～２０．３．３１）
徳島県農林水産部環境配慮アドバイザー
（平成１９．６．２７～２０．３．３１）
国土交通省四国地方整備局「那賀川学識者会議」委員
（平成１８．１１．５～２０．３．３１）
中国四国農政局那賀川農地防災事業所「那賀川地区
環境検討委員会」委員（平成１９．１２．６～２０．３．３１）
中国四国農政局四国東部農地防災事業所「吉野川下
流域農地防災事業に係る環境検討委員会」委員
（平成１９．１２．２０～２０．３．３１）

� シンクタンクとしての社会貢献
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小川 誠
徳島県ビオトープアドバイザー
（平成１８．４．１１～２０．３．３１）
環境省希少野生動植物種保存推進員
（平成１５．７．１～２１．６．３０）
徳島県土木工事環境配慮アドバイザー
（平成１９．４．１～２０．３．３１）
高知県立牧野植物園評価委員
（平成１９．６．１～２０．３．３１）

中尾賢一
日本第四紀学会博物館連絡委員
（平成１９．８．１～２１．７．３１）

茨木 靖
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー（平成１６．８．１６～）
徳島県田園環境検討委員会委員
（平成１８．１．１７～２年間）

高島芳弘
徳島市立考古資料館協議会委員
（平成１８．７．１～１９．６．３０）
いにしえ夢街道推進委員会協力者（平成１８～１９年度）
徳島県中世城館跡総合調査調査員
（平成１９．６．１～２１．３．３１）

長谷川賢二
日本博物館協会常務委員
（平成１８．４．１～２１．３．３１）
いにしえ夢街道推進委員会協力者（平成１８～１９年度）
徳島県中世城館跡総合調査調査員
（平成１９．６．１～２１．３．３１）
徳島県人権教育啓発推進委員会専門委員
（平成１９．５．１～）
文部科学省「これからの博物館の在り方に関する検
討協力者会議」学芸員の養成に関するワーキング
グループ委員（平成１９．９．１～２０．３．３１）
日本山岳修験学会理事（平成１９．１１月～２１．１１月）
魚島純一
文化財保存修復学会運営委員（平成１８．４月～２０．３月）
庄武憲子
松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館資料
館協議会委員（平成１９．４．１～２０．３．３１）
第２２回国民文化祭徳島県実行委員会吉野川文化探訪
フェスティバル企画委員会委員
（平成１７．１０．３～２０．３．３１）

磯本宏紀
第２２回国民文化祭徳島県実行委員会人形浄瑠璃企画
委員会委員（平成１７．８．４～２０．３．３１）

３．講師の派遣

館外からの依頼を受けて行った講師派遣等を、月
日・担当者・依頼者・内容・場所の順に記す（内容に
依頼者・場所が表現されている場合は依頼者・場所を
省略）。なお、小・中・高校からの依頼による出前授
業については、「IV普及教育」の「２．学校教育支援
事業」に記載している（p.３３）。

４月４日 長谷川賢二
徳島県自治研修センター「平成１９年度新規採用職員
研修 人権問題 II（同和問題［歴史］）」で講演「部
落史と私たちの課題」（徳島県職員会館）
５月９日 佐藤陽一
四国横断自動車道鳴門市域カワバタモロコ生息調査
平成１８年度調査報告会で講演「カワバタの生息に影
響を及ぼす環境要因」（徳島大学工学部）
５月１０日 長谷川賢二
歴文クラブ例会で講演「中世の仏教と地方寺院」（徳
島県立総合福祉センター）
６月１７日 長谷川賢二
徳島ユネスコ協会研修会で講演「四国遍路の歴史を
遡る」（徳島市ふれあい健康館）
６月２３日 長谷川賢二
松茂町歴史民俗資料館「阿波・徳島ふるさと歴史講
座」で講演「修験道史入門」
６月２７日 長谷川賢二
阿波市史談会６月例会で講演「阿波忌部の歴史」（阿
波市久勝公民館）
７月１２日 魚島純一
イカリクリンネス大学四国文化講座で講演「博物館
における文化財保存―環境のコントロールによる文
化財保存―」（愛媛県紙産業研究センター）
７月２１日 佐藤陽一
吉野川交流推進会議「さかな博士の川魚かんさつ」
講師（徳島市鮎喰川）
８月１日 魚島純一
徳島県立文書館「古文書保存講座」で講演「文書資
料の保存科学」
８月１８日 長谷川賢二
２００７NHKとくしま文化講座「『風林火山』とその時
代セミナー」で講演「戦国武将の信仰」（徳島県郷
土文化会館）
９月６日 魚島純一
四国地区博物館協議会総会で講演「博物館における
資料保存―IPMによる環境のコントロール―」（高
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知県立県民文化ホール）
９月１５日 大橋敏雄
徳島県立男女共同参画交流センター「フレアとくし
ま土曜博物館」で講演「阿波のやまと絵」

１０月１日 長谷川賢二
文部科学省「これからの博物館の在り方に関する検
討協力者会議」学芸員の養成に関するワーキンググ
ループで意見発表「学芸員養成をめぐる私見」（学
術総合センター）

１０月１７日 長谷川賢二
シルバー大学校大学院歴史・文化講座で講演「熊野
信仰の広がり」「阿波の熊野信仰」（徳島県立総合福
祉センター）

１０月１８日 佐藤陽一
徳島県農山村整備課「経営体育成基盤整備事業段関
地区地元説明会」で講演「徳島県鳴門市のカワバタ
モロコ」（JA大津）

１０月２０日 高島芳弘
徳島県立男女共同参画交流センター「フレアとくし
ま土曜博物館」で講演「土器文様の不思議」

１０月２０日 佐藤陽一
阿南市中野島公民館「岡川の魚かんさつ」（中野島
公民館前）

１０月２４日 長谷川賢二
シルバー大学校大学院歴史・文化講座で講演「四国
遍路の成立」「戦国軍記の歴史意識」（徳島県立総合
福祉センター）

１１月１３日 長谷川賢二
徳島県立人権教育啓発推進センター指定管理者職員
研修で講義「親しまれる施設づくりのために」

１１月１７日 長谷川賢二
徳島県立男女共同参画交流センター「フレアとくし
ま土曜博物館」で講演「中世の女性のくらし」

１１月２８日 小川 誠
独立行政法人水資源機構職員研修で講演「吉野川の
帰化植物について」（徳島県立博物館）

１２月２２日 長谷川賢二
徳島県教育委員会「『天正の落日と曙光』連続講座」
で講演「中世の民衆文化」（徳島市立徳島城博物館）
１月２４日 長谷川賢二
人権問題研修で講演「部落史と私たちの課題」（徳
島県自治研修センター）
１月２７日 長谷川賢二
オンリーワンとくしま県民カレッジ「ふるさと再発
見」講座で講演「一宮城とその歴史」（徳島県立総
合教育センター）

２月１５日 長谷川賢二
徳島県立人権教育啓発推進センター「あいぽーと徳
島出前講座」で講演「戦争と人権」（徳島市応神公
民館）
２月２０日 長谷川賢二
文化庁平成２０年度芸術拠点形成事業募集説明・事例
発表会で事例発表「親しまれる博物館への道程」（京
都国立博物館）
２月２７日 長谷川賢二
徳島県自治研修センター人権問題職場研修で助言
「人権問題研修のあり方について」
３月１４日 山田量崇
徳島県地球温暖化防止活動推進委員会の研修会で講
演「南方系昆虫類の分布拡大とその要因」（徳島県
職員会館）

４．大学教育への寄与

� 大学非常勤講師の受諾
平成１９年度に博物館職員が委嘱を受けた大学非常勤
講師は次のとおり。
佐藤陽一
徳島大学総合科学部非常勤講師（流域圏環境生態学）
（平成１９．７．２５）
小川 誠
徳島大学総合科学部非常勤講師（科学と人間）
（平成１９．６．１５）
中尾賢一
徳島大学総合科学部非常勤講師（現代 GP体験ゼミ）
（平成１９．５．１２）
長谷川賢二
鳴門教育大学嘱託講師（博物館特論）
（平成１９．４．９～２０．３．３１）
徳島大学非常勤講師（全学共通教育）
（平成１９．１０．１５）
高知女子大学非常勤講師（生涯学習概論）
（平成２０．２．２１）
磯本宏紀
四国大学非常勤講師（博物館実習１）
（平成１９．４．１～１９．９．３０）

� 博物館実習生の受け入れ
博物館実習は、博物館法施行規則第１条において学
芸員となる資格を取得するために「大学において修得
すべき博物館に関する科目」と規定されているものの
ひとつで、登録博物館または博物館相当施設における
実習で修得することになっている。
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当館では、大学からの依頼により、原則として県出
身の学生を受け入れることにし、夏休み期間中に実習
を行っている。４月１日～５月１５日が受付期間で、希
望者が多い場合は調整を行い、２０数名をめどに受け入
れることにしている。
平成１９年度は、８月２０日（月）～２４日（金）に実習生の
受け入れを行った。実習生は２１人で、大学別の内訳は
次のとおりである。
鳴門教育大学 ７人 四国大学 ５人
徳島大学 １人 高知大学 １人
愛媛大学 ４人 四国学院大学 １人
東京学芸大学 １人 広島大学 １人
カリキュラムは上の表のとおりである。学芸員と普
及課職員が指導にあたり、資料の整理や調査などにつ
いての実習を行った。

� 学生・院生の指導
平成１８～１９年度に研究課題の指導のために受け入れ
た学生・院生は次のとおり。所属、学年、人数、およ
び研究テーマを記す。
徳島大学大学院先端技術科学教育部博士前期課程、
１年（１名）、徳島県産トンボ類に関する調査研究

５．学会・研究会等の運営への寄与

� 学会・研究会等の開催
１９年度に当館学芸員が担当し、当館および文化の森
の施設を会場として開催された学会・研究会等は次の
とおり。
●みどりクラブ（旧称：植物談話会）例会

開催日：毎月土曜日（不定）
会 場：博物館講座室
参加者：１５名程度
●徳島地域文化研究会・連続講座（第２回）
開催日：８月１７日（金）
会 場：博物館講座室
参加者：８名
●近畿民具学会・日本民具学会・四国民具研究会合同
研究会
開催日：１１月２３日（金）
会 場：博物館講座室
参加者：１２名

� 当館が事務局等を引き受けている学会・研
究会等

●みどりクラブ（旧称：植物談話会）
植物に関心のある県内同好者が、毎月１回（土曜日
の１８：３０から）、博物館実習室で植物分類の勉強会や
採集情報等に関する意見交換を行っている。
会員は約２５名で、毎回１０～１５名の参加者がある。
●四国中世史研究会
四国地域をフィールドとしている中世史研究者に
よって構成されており、研究会・史料見学（年２回）、
機関誌『四国中世史研究』の刊行（隔年１冊）を行っ
ている。
●徳島地域文化研究会
主として徳島県域をフィールドとする民俗学・文化
人類学研究者によって構成されており、研究会やシン
ポジウム（年３回程度）、機関誌『徳島地域文化研究』
の刊行（年刊）等を行っている。

博物館実習カリキュラム（平成１９年度）

月／日 午前（９：３０～１２：００） 午後（１３：００～１６：００）

８／２０
（月）

ガイダンス（辻野）
実習室＋
講座室 全員

博物館資料のX線透過撮影（魚島） 講座室＆
X線撮影室 A班

博物館の管理と運営（大原館長） 民俗資料の整理（磯本） 考古収蔵庫 B班
館内施設見学（辻野） 化石資料の写真撮影法（辻野） 地学収蔵庫 C班

８／２１
（火）

歩測実習（辻野） 文化の森公園内 A／B班 博物館の情報提供（小川） 講座室 A／B班

貝化石のクリーニングと整理（中尾） 実習室＆
地学収蔵庫 C班 魚類の採集と標本作製（佐藤） 実習室 C班

８／２２
（水）

博物館資料の保存と IPM（魚島） 作業室 or 分析室＆
歴史収蔵庫 A／B班 美術品の取り扱い・調査整理法（大橋）資料鑑定室 A／B班

標本の名前を調べる会・補助（茨木） 講座室＆
実習室 C班

８／２３
（木）

瓦の拓本（高島） 作業室 A／B班
資料の整理（長谷川） 歴史収蔵庫 A班

資料の整理（庄武） 考古収蔵庫 B班

昆虫標本作成と同定（山田） 実習室 or 分析室 C班 植物標本の作製と整理（茨木） 分析室 C班

８／２４
（金） 利用者調査の意義と方法（長谷川） 講座室 全員 発送作業・展示解説（豊崎・鈴木） 実習室＆

常設展示室 全員

シンクタンクとしての社会貢献 ４１

ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／０５　シンクタンクとしての社会＿三・校



６．博物館ネットワーク

� 四国地区博物館協議会および日本博物館協
会四国支部
四国地区博物館協議会及び日本博物館協会四国支部
は、四国地区の博物館及び相当施設の連絡・協議組織
で、現在８６館（園）が加盟している。４県が持ち回りで
２年ずつ事務局をつとめることになっており、１８・１９
年度は高知県立歴史民俗資料館が事務局館をつとめて
いる。当館は徳島県幹事館になっている。
１９年度の役員会及び総会は次のとおり高知市で開催
された。はじめ８月２日に開催予定であったが、台風
の接近ということで急遽予定が変更された。
●１９年度役員会・総会
日時：９月６日（木）１０：３０～
会場：高知県立県民文化ホール
議事：平成１８年度事業報告及び決算報告について

役員改選について
平成１９年度事業計画及び予算について
その他（会費の見直しについての調査報告）

講演：魚島純一氏（徳島県立博物館主任学芸員）「文
化財の保護について」

●研修・視察
日時：９月７日（金）１０：００～１２：３０
場所：高知県立歴史民俗資料館 AVホール
内容：日本博物館協会からの本部報告

視察 高知県立歴史民俗資料館

� 徳島県博物館協議会
徳島県内の博物館施設が相互協力して博物館活動の
振興をはかるため、平成８年２月２７日に設立された。
加盟館は、設立時は３１館であったが、その後、年々増
え、平成１９年３月末現在では５１館になっている。当館
が事務局をつとめている。
●１９年度事業
・役員会の開催
６月７日（木）、徳島県立博物館応接室にて開催した。
・総会の開催
日時：６月７日（木）１４：３０～１６：３０
場所：徳島県立博物館講座室
議事：１８年度事業報告及び決算報告

１８年度監査報告
１９年度役員選出
１９年度事業計画及び会計予算
その他

講演：山木朝彦氏（鳴門教育大学教授）
「博物館（美術館）と学校教育の連携について」

・加盟館園の職員状況と入館者数一覧を作成して配布
した。
・徳島県博物館協議会ニュースの発行
No.２５、２６、２７を発行・配布した。
・研修会の開催 参加者１５名
日時：２０年２月２６日（火）１３：００～１６：３０
場所：那賀町「相生森林美術館」
内容：講演会と施設見学
講演：庄武憲子氏（徳島県立博物館主任学芸員）

「博物館ボランティア活動─徳島県立博物館
の場合─」
：東浦博史氏（相生森林美術館学芸員）
「地域社会と美術館─相生森林美術館の取り
組み─」

・先進地の博物館施設の調査 参加者１６名
日時：１９年１２月５日（水）８：１５～１９：００
訪問先：愛媛県松山市「坂の上の雲ミュージアム」、

愛媛県立美術館

� 人権資料・展示全国ネットワーク
人権資料・展示全国ネットワーク（略称「人権ネッ
ト」）は、人権確立のための研究、教育、啓発に寄与
することを目的に、人権に関する資料の収集保管、調
査研究、展示等を行う博物館、資料館、人権センター、
研究所等により、平成８年に結成された。現在、３７機
関・団体が加入している。
平成１９年度は、第１２回総会（７月１７～１８日）が大阪
府堺市で開催され、２１機関・団体から２８名の参加が
あった。
当館は発足時から加入しており、総会に職員を派遣し
てきたほか、加入機関・団体との個別的な協力を行っ
ている。また、１７年度総会以降、事務局構成団体に入っ
ており、人権ネットの運営についても参画している。

� 西日本自然史系博物館ネットワーク
１２・１３年度に文部科学省の委嘱を受けて行われた環
瀬戸内地域自然史系博物館ネットワーク推進事業の継
承と発展をはかるため、大阪市立自然史博物館および
兵庫県立人と自然の博物館の主導により、個人参加に
よるゆるやかな連携組織として NPO法人西日本自然
史系博物館ネットワークが１６年４月２７日付けで設立さ
れ、３４館園・団体の学芸員が参加している。
１９年度（事業年度は１月～１２月）は、自然系博物館
における収蔵品データ整備に関する助成事業、自然史
系博物館における標本情報の発信に関する研究会の開
催、「凍結乾燥機技術交流会」、「標本救済ネット（仮
称）ワークショップ」の開催等の事業が行われた。

４２ シンクタンクとしての社会貢献
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博物館を有効に活用する利用者が増えるよう、博物
館活動に関する様々な情報を発信していくことは博物
館にとって非常に重要な活動である。最近はインター
ネットによる情報発信も重要な手段になっている。
博物館の事業の広報に留まらず、様々なメディアを
通じて積極的に情報を発信するよう努めている。

１．博物館の広報活動

博物館ニュース・企画展ポスター・年間催し物案内
リーフレット・月間催し物案内等の定期的発行と配
布、県庁だよりへの掲載、県庁記者クラブを通じての
資料提供、催し物案内の電子メールサービス等によ
り、博物館の事業の広報活動を行っている。
●博物館ニュース、ポスター等の主な県内定期発送先
小学校 ２２３カ所
中学校 ９３
高等学校・その他学校 ５３
学会・研究所・同好会等 １０２
県および県教育委員会各課・機関 ６０
市町村教育委員会 ２４
公民館・隣保館 ２２６
市町村および大学図書館 ３２
博物館施設 ５０
宿泊施設 ３８
報道関係機関等 ７７
●催し物案内の電子メールサービス
登録者 （１９年３月末現在の登録者２６５名）
●報道機関への資料提供
１９年度は次のような資料提供を行った（各月の催し
物あんない以外）。
４月 「博物館こどもの日フェスティバル」の開
催について
４月１９日 移動展「牟岐大島の考古資料」の開催につ
いて
５月２２日 移動展「阿波の板碑―石造供養塔が語る中
世の信仰の世界―」の開催について
６月２０日 部門展示「流通した民具」の開催について
６月２０日 「博物館 Vキング」（ボランティア企画型
イベント）スタッフ募集の案内について
７月１２日 企画展「世界の甲虫―石田コレクションの

ビートルズ―」の開催について
８月２９日 トピックコーナー「カメムシの世界」の展
示について
９月１９日 部門展示「職人絵の世界」の開催について
１０月３日 企画展「発掘された日本列島２００７―新発見
考古速報展―」の開催について

１０月１７日 「博物館文化の日フェスティバル」の開催
について

１１月２７日 トピックコーナー「北上する昆虫たち」の
展示について

１２月２５日 特別陳列「徳島城下町の世界」の開催につ
いて
１月 「博物館 Vキング」の開催について
１月２５日 部門展示「レントゲンでのぞいた博物館の
資料たち」の開催について
３月１１日 部門展示「和泉層群の化石」の開催につい
て
３月２５日 企画展「郷土の発見―小杉榲邨と郷土史研
究の曙―」の開催について
●企画展の新聞広告
企画展の広報として、徳島新聞に広告を出した。（各
１回）
●文化の森橋への懸垂幕の設置
企画展の広報として、県に都市公園占用許可申請を
して、企画展の期間中、文化の森橋に懸垂幕を設置し
た。

２．テレビ・ラジオへの出演等

博物館事業の PR等のためのテレビ・ラジオへの出
演等を、月日・出演者・内容の順に記す。
４月２０日 小川 誠 四国放送テレビ「おはようとく
しま」（合体木について）
５月３１日 庄武憲子 エーアイテレビ「テレビミュー
ジアム」（部門展示「阿波古式打毬の道具と衣装」
の解説）
６月２０日 山田量崇 四国放送テレビ「おはようとく
しま」（クビキリギスについて）
７月１８日 庄武憲子 四国放送ラジオ（博物館 Vキ
ングボランティアスタッフ募集について）
８月７日 佐藤陽一 四国放送テレビ「５３０フォーカ

� 情報の発信と公開
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ス徳島」（シュモクザメについて）
８月８日 山田量崇 四国放送テレビ「四国放送 あ
さ６３０」（カブトムシの採り方について）
８月２７日 佐藤陽一 NHKテレビ（徳島放送局）（ア
ゴヒゲアザラシについて）
９月２０日 山田量崇 四国放送ラジオ（この時期に見
られる危険なハチについて）
９月２７日 佐藤陽一 四国放送テレビ「５３０フォーカ
ス徳島」（桑野川で捕獲されたアリゲーターガー）

１０月１０日 茨木 靖 四国放送テレビ（サクラの返り
咲きについて）

１１月１１日 茨木 靖 ケーブルネットおえ（紅葉につ
いて）

１１月２４日 高島芳弘 NHKテレビ（松山放送局）カ
ルナビ（企画展「発掘された日本列島２００７」につい
て）

１２月１２日 山田量崇 NHKテレビ（徳島放送局）（ト
ピックコーナー「北上する昆虫たち」について）
１月７日 山田量崇 四国放送テレビ（トピックコー
ナー「北上する昆虫たち」について）
３月２日 博物館 Vキングスタッフ 四国放送テレ
ビ（オンリーワン徳島「博物館を楽しもう」）

３．インターネットによる情報提供

� 電子メール
希望者には電子メール（以下メール）による催し物
案内を毎月行っている（２０年３月末現在の登録者２６５
名）。
また、ホームページ等を見た人からの質問もメール
で寄せられており、各担当より回答を行っている。平
成１９年度には記録されたものだけでも３２件の問い合わ
せが寄せられている。

� ホームページ
A．概要
インターネット利用者の増加に伴い、博物館でもその
技術を活用した情報提供の可能性を探ってきた。１１年７
月よりホームページhttp://www.museum.comet.go.jp/
を開設した。１８年３月からは、ネットワーク回線が徳
島県教育情報ネットワークに移管されたためにホーム
ページは http : //www.museum.tokushima-ec.ed.jp/
に変更された。
ホームページの内容は下記のとおりである。
・博物館の紹介（開館日・交通案内など）
・展示案内（企画展、常設展）
・催し物、普及行事の案内

・調査研究活動の紹介
・収集保存活動（データベース）
・学校等への利用案内
・出版物（展示解説、研究報告、博物館ニュースなど
の案内）
・関連活動紹介（友の会、博物館協議会など）
・学芸員関連のページ
・特別メニュー（子供向けメニュー、映像コーナーなど）
ホームページには内容の全文検索やサイトマップを
設置し、閲覧者が目的の内容にたどり着きやすくして
いる。
データベースによる検索では、資料データベースで
は人文、動物、植物、地学の各分野ごとに収蔵資料を
検索でき、資料の写真や動植物の分布図などが表示で
きる。また、当館に収蔵している図書についても、図
書データベースを公開している。情報提供する項目の
テキストデータおよび画像情報を専用フォルダーに入
れておけば、夜のうちに自動的に情報提供用のデータ
ベースに取り込まれる仕組みになっている。
ホームページの更新や追加は毎月の催し物案内のよ
うに定期的に行うもののほか、各担当により随時行っ
ている。平成１９年度の主な追加内容については下記の
とおりである。
・平成１９年度 文化庁芸術拠点形成事業「ヤングボラ
ンティアとの協働による体験キット開発事業」の様
子を掲載した。

図１ 展示解説書「ミネラルズ」のホームページ

４４ 情報の発信と公開
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・ブロードバンドに対応した高精度画像の試みとして
ブラウザ上で画像の拡大縮小が任意にできるツール
を利用し、植物写真や標本画像を公開した。またそ
の技術を応用し、展示解説書「ミネラルズ―不思議
な、きれいな、そして意外に身近な鉱物の世界―」
をホームページに加工し、写真を拡大して見られる
ようにした（図１）。

B．アクセスについて
トップページのアクセス数の累計および１日あたり
のアクセス数は図２のとおりである。どちらも順調に
増加しており、１９年度１年間でトップページに約
４７，５００件のアクセスがあった。
１８年度に高精度画像をつけてホームページで公開し
た展示解説書「徳島の自然と歴史ガイド No.３化石―
常設展の中の四国周辺地域の化石」（http://www.
museum.tokushima-ec.ed.jp/bb/chigaku/fossils/index.html）
のアクセス等を調べ、どのくらい活用されているかを
調査した。この展示解説書は１ページに一つの資料が
掲載されているので、２００８年２月４日に資料名を
googleの検索サービスに入力し、検索結果の総数と、
そのうち何番目になるかを記録した（表１）。全般的
に検索エンジンで上位に来ていることがわかる。２００７
年５月４日から２００８年２月５日までのWEBサーバ
（Apache）のアクセスログを解析したところ、当該ペー
ジに４８９５人のアクセスがあり、そのうち３，４２４人が
googleや yahooなどの検索ページから入って来てい
た。約７０％の閲覧者が検索サービスを利用しているこ
とがわかる。検索エンジンで検索しても数件しかヒッ
トしないものもあり、よく活用されていることがうか
がえる。

４．外部ネットワークとの連携

当館では、文部省の補助事業の一つとして、平成１２
年度および１３年度に環瀬戸内自然史系博物館ネット
ワーク推進事業に参加し、博物館の横断検索やいきも
のマップなどの外部とのネットワーク連携事業を行っ
てきた。
１８年度より国立科学博物館が行っている自然系博物
館における収蔵品データ整備事業に参加し、さらなる
連携を深めている。事業の内容は全国の科学系博物館
のホームページの内容の横断検索で、サイエンス
ミュージアムネット（http://science-net.kahaku.go.jp/）
で１６０館以上のホームページを一度に検索することが
できる。また、収蔵品データの検索も準備されており、
当館からは徳島県産維管束植物のデータを整備し提供

した。日本語の検索および GBIF（Global Biodiversity
Information Facility：地球規模生物多様性情報機構）
のデータとしても横断検索できるようになった。

５．情報システムの概要

平成１７年度には４期目となる COMET（徳島県文
化・学習情報システム）のコンピュータシステム更改
が行われた。平成１９年度はその運用開始２年目にあた
る。システムの構成は下記のとおりである。

図２ トップページへのアクセス累計と１日当たりのアクセス数

表１ Google での検索結果

和 名
検索結果
総 数

順位 備 考

ホモミア １ １
プリューログラマトドン ３ １
オキシトマ ８ １
プロトバーギュラリア １０ １
プテリネラ １７ １
クリソコルス ２６ １
フィロパキセラス ４１ １
ダオネラ ４３ １
カケハタアカガイ ４５ １
ニルソニア ５０ １
ランダイコウバシ ５０ １
プラビトセラス ６０ １
キイキリガイダマシ ９４ １
クサリサンゴ １，２５０ １
ゴードリセラス ２，０１０ １
トウキョウホタテ ２，１８０ １
六放サンゴ ２，６６０ １
ピンナ ８，７７０ １
ヤーディア ３５ ２
ディディモセラス ６５ ２
コダイアマモ ２８０ ２
パキディスカス １，２１０ ２
クラドフレビス １，２２０ ２
ハチノスサンゴ １，１８０ ３
ナノナビス ８８ ４
イノセラムス ４，４５０ ４
ビカリア ５，７２０ ７
トリオニクス １，３２０ ８ 地学関係では１位
モノチス ６３２ ９
マリエラ ３９，５００ ９ 地学関係では１位
プテロトリゴニア ９３ １５
ナウマンゾウ ２８，２００ １７
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博物館のコンピュータシステムは、職員が日常的に
使う業務用、来館者や館外者が利用する情報提供用の
２つに大別できる。４期目の博物館システムの更改に
ついては次のような方針で臨んだ。
・博物館の業務システムは基本的に現状をベースに改
良を加える。
・情報提供はインターネットを用い、ブロードバンド
（大容量通信）や携帯電話等の新しい通信手段に対
応する。
その結果、次のような構成で４期システムを運用す
ることになった。

a）業務用システム
業務用システムでは、コンピュータ室・研究室・作
業室・収蔵庫・事務室等をイーサーネット（１０００BaseT）
の LANでつないだ。ファイルサーバ（MacOSXサー
バ）とデータベースサーバ（FileMaker Server 8）の
２台のサーバを設置した。サーバのデータは、２１世紀
館に常駐する SE（システムエンジニア）によって毎
日バックアップがとられている。職員１人に１台の端
末を配置し、データベースやファイルを共有してい
る。これらの端末は、作業の内容に応じた仕様となっ
ており、たとえば収蔵庫では常設の端末ではなくノー
ト型パソコンを活用している。

b）情報提供用システム
情報提供用としては、Linuxサーバを用いて、WWW
サーバと資料データベースを構築した。また、文化の
森で共通で使用する全文検索用サーバを１台設置し

た。さらに、柔軟なデータベース公開ができるように
MacOSXサーバと FileMaker Server 8 Advancedに
よるWebデータベースを構築し、新聞記事データ
ベースを公開した。インターネットの回線が徳島県総
合教育センターに集約されたために、これらの情報提
供用サーバを２組用意し、館内用は文化の森のコン
ピュータ室に、外部（インターネット）用は教育総合
センターに設置し、館内用サーバから自動的にデータ
が更新される仕組みを用意した（図３）。

図３ 徳島県立博物館の情報システムの構成
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ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／０６　情報の発信と公開＿三校・校了  20



１．組織・職員

� 組織図（平成２０年５月１日現在）

館長� 副館長� 普及課�
（事務職員２、臨時補助員１、
文化推進員１）

自然課�（学芸員６、文化
推進員２）

人文課�（学芸員６、文化
推進員２）

博物館協議会

� 職員名簿（平成２０年５月１日現在）
館 長 大原 賢二
副 館 長 林 正明

〈普及課〉
普 及 課 長（林 副館長の兼務）
主査兼係長 豊� 勲
事 務 主 任 向原 敬夫
臨時補助員 藤本 誉世
文化推進員 小川 裕加

〈自然課〉
自 然 課 長 佐藤 陽一（動物）
専門学芸員 小川 誠（植物）
主任学芸員 中尾 賢一（地学）
〃 茨木 靖（植物）

学 芸 員 辻野 泰之（地学）
〃 山田 量崇（動物）

文化推進員 近藤さえ子
〃 三木田友紀

〈人文課〉
人 文 課 長 高島 芳弘（考古）
専門学芸員 長谷川賢二（歴史）
〃 大橋 俊雄（美術工芸）

主任学芸員 魚島 純一（考古・保存科学）
〃 庄武 憲子（民俗）

学 芸 員 磯本 宏紀（民俗）

文化推進員 武田美千代
〃 坂島美津子

� 人事異動
〈平成２０年４月１日付、カッコ内は前職〉
転出：鈴木 康司・事務主任、牛島小学校教頭へ
転入：向原 敬夫・事務主任（牟岐中学校教諭）
昇格：大橋 俊雄・専門学芸員（主任学芸員）

� 平成１９年度非常勤・臨時職員
●臨時補助員
柴山 祐子（平成１９．４．１～２０．３．３１）
小川 裕加（平成１９．４．１～２０．３．３１）
●文化推進員（非常勤特別職）
武田 佳子（平成１７．４．１～２０．３．３１）
市原 孝江（平成１８．５．１～２０．３．３１）
近藤さえ子（平成１９．４．１～ ）
武田美千代（平成１９．４．１～ ）
坂島美津子（平成１７．４．１～ ）

２．予算

２月補正後の予算を下記に示す
●平成１９年度博物館費（２月現計予算額）（単位：千円）

１９年度予算 管理運営 展覧事業 調査研究 収集保存 普及教育

４７，６９５ １４，２４９ １６，８６２ ５，１１２ ８，９５５ ２，５１７

３．博物館協議会

博物館協議会は、博物館の運営に関し館長の諮問に
応ずるとともに、館長に対して意見を述べる機関で、
博物館法及び徳島県文化の森総合公園文化施設条例の
規定に基づき設置されている。
１９年度は協議会を１回開催した。
●１９年度博物館協議会
日時：平成１９年９月２１日（金）１３：３０～１５：２０
会場：博物館講座室
議事 � 平成１８年度事業の実施状況について

� 平成１９年度事業計画について
� その他

� 管理運営・マネージメント

４７
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●徳島県立博物館協議会委員名簿
（平成２０年３月３１日現在）

区 分 氏 名 役 職 等

学校教育

岩佐 茂美 県小学校教育研究会理科部会吉野川市
理事 種野小学校長

土岐 昭典 県中学校校社会科教育研究会会長
木屋平中学校校長

結城 孝典 県高等学校教育研究会地歴学会副会長
池田高等学校教頭

社会教育

澤田 英敏 徳島市立徳島城博物館館長

一山 典 徳島市考古資料館館長

大石 雅章
（副会長） 鳴門教育大学教授

学識経験

中村 昌宏
（会長） 徳島文理大学教授

佐野佳代子 四国放送報道制作局美術部部長代理

友滝 洋子 藍住町国際交流協会会長

田中 育代 車いすテニスサークル「フィフ
ティー・ラブ」選手

４．県民参加の仕組みづくり、博物館
運営支援組織のあり方等の検討

� ボランティア企画型行事の実施
平成１７～１８年度における公募ボランティアと職員と
の共同でのイベント企画・実施の経験を踏まえ、１９年
度もボランティアを公募した。別に進めていた文化庁
芸術拠点形成事業による学生ボランティアの活動と並
行して、独自の活動を展開してもらう予定だったが、
芸術拠点形成事業の遂行の必要から、学生グループに
合流して活動を進めることとした。体験キットの開発
及び活用機会としてのイベント「博物館 Vキング」
の実施に当たった。詳細については、次項を参照され
たい。

� 平成１９年度文化庁芸術拠点形成事業「ヤン
グボランティアとの協働による体験キット
開発事業」の実施
この事業は、平成１６年９月に策定した中期活動目標
をもとに当館で取り組んできた博物館評価、平成１７年
度文化庁芸術拠点形成事業「元気な博物館づくりプロ
ジェクト」によって見えてきた課題、平成１７～１８年度
に取り組んできた公募ボランティアによるイベント企
画運営の成果と課題を踏まえて、若者との連携による
親しまれる博物館づくり、とくに人文系資料をもとに

した子ども向け体験キットの開発・活用を目指して実
施した（事業期間：平成１９年７月～平成２０年３月）。
当館が事業主体だが、館外から指導者として、一森
勇人氏（阿南工業高等専門学校）、吉野達也氏（徳島
文理大学）、松下師一氏（松茂町歴史民俗資料館／徳
島博物館研究会）、友井伸一氏（徳島県立近代美術館）、
金原祐樹氏（徳島県立文書館）を迎え、地域連携型の
事業として行った。
事業の大まかな内容は次のとおりである。
�大学生等、２０歳前後の若者によるボランティアチー
ムの編成
徳島文理大学４名、阿南工業高等専門学校５名によ
り活動を始めた。しかし、若者だけではキット開発が
うまく進まなかったため、公募により集まった一般ボ
ランティアに支援を要請し、学生を中心としながら
も、合同で活動するかたちとした。体制が固まってか
らは、学生・一般を一体として、開発キットの対象年
齢別に３グループに分けて作業を進めていった。
�体験キットの開発
・就学前児童向け「どんな顔になる KASHIRA」
…人形浄瑠璃の頭をモチーフにした福笑いキット。
・小学校低学年向け「かたどって似たものさがし」
…埴輪や瓦など、常設展示室に展示されている資
料の模型から型取りしたシリコン型、資料の写真
と簡単な説明の載っているカード、キーホルダー
で構成されたキット。
・同 「スタンプで展示づくり」…常設展示室の展示
資料をイメージしたゴム印、スタンプシートで構
成されたキット。
・小学校高学年向け「徳島城へようこそ」…常設展
示室にある徳島城鷲の門の原寸大模型をイメージ
したポップアップ模型キット。

�合同ワークショップ「博物館 Vキング」
開発・制作してきたキットを楽しんでもらう機会と
して実施した（２月１１日）。名称は、これまでのボラ
ンティア企画運営イベントを踏襲した。参加者１，３１３
人。
�評価とまとめ
指導者会議を３回開催し、その時点での進行状況や
評価、課題の確認等を行った。また、事業最終段階で
ボランティア自身による総括も行った。これらを通じ
て、今後の事業の方向性を検討する素材を得た。また、
事業終了時点で、大まかな経緯と成果・課題をまとめ
た報告書（A４判、６ページ）を作成した。
�事業実施状況の情報発信
当館のホームページに、事業の状況を紹介するペー
ジを開設し、日誌風の紹介を継続した。

４８ 管理運営・マネージメント

ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／０７　管理運営・マネージメント＿三・校



� 昆虫パラタクソノミスト養成講座「ジュニ
ア編」の実施
北海道大学の「準自然分類学者養成講座」の一環と
して、当館との共同事業の第３回目は子ども向けの昆
虫採集や体のつくりなどを見ながら昆虫分類を体験さ
せるコースを実施した。
日時：８月７日（火）～８日（水）９日３０分～１６時
場所：博物館実習室及び文化の森総合公園内
内容：昆虫の採集から、かんたんな分類、標本作り

などを学ぶ。
どのような昆虫が、どんなところにいるの
かを見ながら、ネットの使い方や、毒ビン、
吸虫管の使い方なども覚える。
いろいろなトラップを、どのように使い、
どのようなものが採れるのかをみる。
二日目は昨日採集した昆虫の、かんたんな
見分け方と、標本の作り方をグループごとに
実際に作った。

参加者：１５名

５．視察等博物館関係来訪者

５月２７日 松阪市教育委員会 杉本喜一氏
６月２２日 福岡市博物館 堀本一繁氏ほか ３名
８月２日 奈良文化財研究所 西村康氏ほか ２名
１０月２日 東京大学史料編纂所 菊地大樹氏ほか ３名
１１月１０日 伝統芸能研究千町の会 川元祥一氏
１２月２２日 愛媛県歴史文化博物館 平井 誠氏
２月２１日 鳥取県立博物館 深川博美氏
３月６日 岐阜県博物館 山田政春氏

キット開発中の様子

キット「徳島城へようこそ」

キット「どんな顔になるKASHIRA」

Vキング「かたどって似たものさがし」

管理運営・マネージメント ４９
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博物館活動の改善・活性化を図る目的で、平成１６年に中期活動目標を事業ごとに定め、年度ごとに点検と評価を
行っている。中期活動目標はおおむね５年ごとに改訂することとし、本年度で４年目となる。平成２０年から改訂作
業に入る予定である。なお、評価指標等の軽微な見直しは、毎年度行っている。

１．中期活動目標（平成１６年９月９日策定）

� 中期活動目標の目的
徳島県立博物館（以下「県博」という）は、「徳島県立博物館基本構想」（昭和５９年１月）に基づいて設置された。
この基本構想には県博の基本理念と基本的性格が次のように示されており、これらが活動の目標・指針となってき
た。
これらの「基本理念」及び「基本的性格」は今でも県博の指針であることには変わりない。しかしながら、生涯
学習社会の進展等に伴う最近の博物館をとりまく状況の急速な変化に伴い、博物館に対して学校教育支援、社会貢
献、博物館活動への県民参画等の新たな課題への取り組みが求められるようになった。その一方で、財政状況の悪
化による運営予算の削減、事業評価、公的施設の運営の見直し等も進められている。こうした状況を踏まえ、「博
物館の望ましい姿」についての議論に基づき今後５年間（平成１６年度～平成２０年度）に推進すべき活動の目標（中
期活動目標）を明確にするとともに、活動の点検・評価を行う際の評価指標を示して共有することとした。この目
標に沿って計画的に活動を推進し、点検・評価を行うことにより、博物館活動の改善・活性化を図ることとしたい。
〈基本理念〉
・郷土に根ざし世界に広がる博物館―徳島の自然、歴史、文化の資料を総合的に展示し、全国的・世界的なかかわ
りについても理解できる施設
・開かれた博物館―博物館の活動に県民のだれでもが参加でき、楽しみながら学び、考え、豊かな知識を高めるこ
とのできる施設
・研究を大切にする博物館―学術的な調査研究、資料の収集を通して、常に新しい展示と情報を広く提供する施設
・文化財を守り自然の保全をめざす博物館―県民の貴重な文化的資料を永久に保管するとともに、文化財と自然の
保護に努める施設

〈基本的性格〉
・人文科学（考古、歴史、民俗、美術［近代美術を除く］）と自然科学（動物、植物、地学）が有機的に結びつい
た総合博物館とします。
・収集保存、調査研究、展示、普及教育の４つの機能を備え、本県の文化、学術、教育及び生涯学習センターとし
ての役割を果たします。
・国内外の博物館、研究機関等と緊密な協力体制をとります。また、文化の森総合公園に建設が予定されている民
家資料展示場、植物園等の施設はもちろん、県内の博物館、博物館相当施設、類似施設等と相互協力し、その中
核的博物館としての性格をもつものとします。

� 中期活動目標の構成
中期活動目標では、県博の果たすべき機能を従来の４つ（資料収集保存、調査研究、展示、普及教育）に新たに
社会貢献、情報の発信、マネージメント（経営）を加えた７分野に整理・区分し、それぞれに数項目の活動目標を
掲げるとともに、活動を評価する際の指標と目標値を設定した。各評価指標には、年次あるいは計画年度（５年）
を通じての目標値を設けることが望ましいが、博物館評価には必ずしも数的評価にはなじまない内容も含まれるこ
とから、全ての評価指標に目標値を設けるには至っていない。今後、順次改訂して行きたい。

� 中期活動目標と自己点検・評価

５０
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� 中期活動目標の推進方法
・中期活動目標は、博物館協議会での協議を経た上で公表する。
・それぞれの活動目標に基づき、館内で具体的な取り組みの年度・年次計画を立てて活動を行う。
・年度末に活動実績の評価指標に基づく自己点検・評価を行い、結果を年報やホームページに掲載するとともに、
次年度以降の活動計画に反映させる。
・活動実績および自己点検・評価の結果を博物館評議会に報告して議論していただき、外部評価意見として年報や
ホームページに掲載するとともに、次年度以降の活動の改善に役立てる。

１．資料の収集・保存と活用
資料の収集・保存は、博物館の最も基本的な機能です。様々な方法で徳島及び関連する地域の自然や歴史、文化に関する資料の継続的な収集を行います。また、収蔵資料は公
共的な財産として安全に保管し、次世代に伝えるとともに、その活用を図ります。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考

１‐１ 継続的な資料の収集 資料収集方針に基づき、採集・購入・寄
贈等による継続的な収集を進め、バラン
スのとれた特色あるコレクションづくり
を行います。

収蔵資料点数 当該年度における収蔵資料の
総数

２００８年度末で
５０万点

対前年度増加点数 当該年度の資料点数―前年度
の資料点数

９，０３０点

対前年度増加率 （当該年度の資料点数／前年
度の資料点数）×１００

１０２．０％

新規寄贈件数 当該年度において寄贈された
資料の件数

８０件/ 年

新規受入図書冊数
（雑誌類以外）

購入図書数 ４００冊/ 年

１‐２ 寄託資料の受け入れ促
進

県内の貴重な資料の安全な保管と展示公
開の促進を図るため、資料の寄託の受け
入れを促進します。

総寄託件数 当該年度に寄託されている資
料の総件数

新規寄託件数 当該年度に新たに寄託された
資料の件数

１０件/ 年

１‐３ 収蔵資料データベース
の整備

収蔵資料の整理・登録を進めるととも
に、収蔵資料データベースの整備を図り
ます。

収蔵資料 DB登録点数
収蔵資料 DB登録率 （DB登録点数／収蔵資料点

数）×１００
H２０年度まで
に５０％

１‐４ 収蔵資料の活用の促進 貸出しなどによる収蔵資料の活用を図り
ます。

資料特別利用等件数 特別利用（閲覧、貸出、撮影、
出版物掲載など）およびそれ
以外の利用記録を含む
小・中・高への学校貸し出し
を除く

５０件/ 年 学校への貸出は「普及教育」参照．

１‐５ 資料の適切な保管 収蔵庫や展示室の点検や資料の燻蒸等に
より、収蔵資料の安全な保管を図りま
す。

１‐６ 常設展示室の資料保存
環境の改善

常設展示室での安全な資料の保存環境を
確保するため、空調に除湿機能を付加す
るよう関係方面に働きかけます。

１‐７ 収蔵スペース確保 将来の収蔵資料の増加に備え、収蔵ス
ペースの確保に向けた方策を探ります。

２．調査研究
調査研究は、博物館活動の学術的基盤となる重要な機能です。徳島及び関連する地域の自然や歴史、文化に関する基礎的な調査研究、資料の保存や展示、普及教育活動等に関
する博物館学的調査研究を行うとともに、成果の博物館の諸活動へのフィードバックを図ります。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考

２‐１ 調査研究活動の強化 調査研究方針に沿って課題調査及び分野
別調査研究等を積極的に行い、徳島県に
おける自然史・人文科学及び博物館学の
中核を担う水準を維持します。

課題調査実施状況

個別調査研究の実施
状況

２‐２ 調査研究成果の公表 研究報告の出版のほか、学術論文、著述、
学会発表等により調査研究成果を公表す
るとともに、展示や普及教育活動を通じ
て成果の活用を図ります。

学術論文数 すべての論文および報告をこ
こに編入し、そのうち査読付
き論文の数を付記している。

２５本/ 年（査
読付き５）

指標の定義の変更に伴い、今回よ
り目標値を変更した。

図書・雑誌等の一般
著述

４０本/ 年 目標値は本および雑誌などでの一
般むけ解説。指標の定義の変更に
伴い、今回より目標値を変更した。

学会・研究会での発
表

各種学会や研究会でのオーラ
ル、ポスターセッション等の
講演の合計。

２５回/ 年

２‐３ 外部研究機関等との連
携の推進

他の博物館や大学、研究団体、学会等と
の連携による共同研究等を積極的に進め
ます。

共同研究プロジェク
ト数

大学等、職業的研究者との共
同研究数。

１０件/ 年 人的・予算的規模の大小は問わな
い。科研費の研究分担はここに含
める。

２‐４ 県民参画型調査研究の
推進

調査研究活動にも県民が参画できるよ
う、県民参画型調査等のプロジェクトを
企画します。

県民参画型調査の実
績

一般市民（アマチュア研究
者、コレクター等含む）との
共同研究。

２件/ 年 とくに不特定多数を相手するもの
だけをカウントしている。

２‐５ 外部資金の獲得による
研究活動の推進

科学研究費補助金や民間の研究助成金等
の外部資金を獲得し、研究活動の推進と
レベルアップを図ります。

科研費申請・採択数 文部科学省・独立行政法人日
本学術振興会の科学研究費補
助金。

申請６・採択
１件/ 年

種目等は問わない。今回より、学
芸員の人数の減少（１５→１３）に伴っ
て、指標の目標値（７→６）を変
更した。

民間研究助成金獲得
状況

藤原ナチュラルヒストリー振興財
団、日本科学協会「科学研究助成
制度」など。

中期活動目標と自己点検・評価 ５１
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３．展示
実物資料や最新の情報に基づき、徳島及び関連する地域をはじめ世界の自然や歴史、文化について幅広く展示し、楽しく学べ、新しい発見や家族のふれあいのきっかけとなる
場を創出します。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考

３‐１ 常設展の改善・充実 新しい資料の追加、研究成果の反映、展
示技法の改善などにより、常設展の改
善・充実を図ります。

常設展観覧者数 年間の総観覧者数 ４０，０００人/ 年

観覧者のリピーター
率

アンケート回答者のうち、複
数回利用者の占める割合

過去１年以内の利用有無でとらえ
るよう指標の再定義が必要か

観覧者の満足度 アンケートで展示の総合評価
（５点満点）を４～５点とす
る回答の占める割合

７０％

展示改善の実施状況 定期的に展示替えするコー
ナーは対象外

３‐２ 多様なテーマの企画展
の計画的開催

収蔵資料の特色や調査研究成果を活かす
とともに、県民のニーズを反映しなが
ら、多様なテーマの企画展を計画的に開
催します。

企画展観覧者数 年間の総観覧者数 １５，０００人/ 年

観覧者の満足度 アンケートで展示の総合評価
（５点満点）を４～５点とす
る回答の占める割合

８０％

企画展の検討状況

３‐３ 収蔵資料の公開促進と
企画展示室の有効利用

企画展のほか、特別陳列、部門展示（人
文）、トピックコーナー展示等の多様な
展示を行うことにより、収蔵資料の公開
促進と企画展示室の有効利用を図りま
す。

特別陳列等の開催回
数

企画展として位置付けられて
いるもの以外の各種の展示の
取り組み回数

１０回（特３・
部４・ト３）

常設展ロビーにおける資料紹介な
ども含む。

企画展示室活用回数 企画展以外の事業（他機関が
主体となった共催の展示を含
む）での活用回数

企画展以外に
１回/ 年

３‐４ 館外での展示の促進 移動展、パッケージ展示の貸出等によ
り、館外での展示を促進するとともに、
県内の博物館施設を支援します。

移動展等の実施状況 文化の森外の博物館等におけ
る当館を主催者に含む展示の
開催件数

１回/ 年

パッケージ展示の貸
出数

他博物館等への貸出用展示メ
ニューの利用件数。該当する
展示が当館を主催者に含む場
合は、移動展と見なす

１件/ 年

３‐５ 展示解説等の推進 図録や解説書の発行、学芸員や受付案内
員による展示解説等により、観覧者が展
示を理解し楽しめるよう手助けします。

図録等の発行状況 年間の刊行件数

展示解説等の実施状
況

展示の理解を支援する各種の
活動の実施回数

３‐６ 常設展のリニューアル
に向けての取り組みの
推進

開館２０周年（平成２２年）での常設展のリ
ニューアルを目標に、館内での検討を進
めるとともに、関係方面の理解が得られ
るよう努力を継続します。

リニューアルに向け
ての進捗状況

リニューアルに向けての協議
や施設調査等の取り組み

４．普及教育
収蔵資料や学芸員の能力を活かし、自然や歴史、文化について体験したり、楽しく学ぶことができる多様な学習機会を提供することにより、県民の生涯学習を支援します。ま
た、学校教育を積極的に支援します。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考

４‐１ 県民のニーズを反映し
た多様な催しの開催

県民のニーズに対応した多様な普及行事
を企画し、多様な学習機会を提供しま
す。また、移動講座等のアウトリーチ活
動にも積極的に取り組みます。

普及行事実施回数 ７０回/ 年

普及行事参加者数 ３，０００人/ 年

参加者の満足度 事後アンケートにおける満足
回答者の割合

満足した者の
割合８０％

アウトリーチ活動数 館外での普及行事（展示を除く） ３回/ 年

４‐２ 学校教育支援事業の推
進

学校への資料貸出や出前授業、また博物
館での授業や教員研修、職場体験、遠足
等を受け入れ、学校教育を支援します。

学校教育支援事業件
数

出前授業１５件
/ 年
資料貸出１５件
/ 年
館での授業
教員研修
職場体験
遠足

１８年度より、その他の項目を館で
の授業、教員研修、職場体験、遠
足の４項目に分けて記すことにし
た。

教員・生徒の満足度 出前授業等実施後の満足度 ８０％

４‐３ ガイドブックの出版等
の促進

身近な自然や歴史、文化に関する理解を
手助けするため、ガイドブックの出版
や、新聞・雑誌等への解説記事の執筆を
進めます。

ガイドブック出版状
況

１冊/ 年

普及記事の執筆数 ２０件/ 年

４‐４ 友の会活動の充実と活
性化

友の会の指導・育成に努めるとともに、
自主的な活動を支援し、友の会活動の充
実、活性化を図ります。

友の会会員数 友の会（個人・家族）の会員
総数

５００人/ 年

会員の継続率 当該年度会員に占める前年度
会員の割合

前年度会員の
７０％

友の会行事実施回数 １０回

常設展・企画展観覧
者率

観覧者として入館した会員の
割合

５０％

５２ 中期活動目標と自己点検・評価
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５．シンクタンクとしての社会貢献
博物館は、博物館活動を通じて様々な資源（資料・情報・学芸員の知識）を蓄積しているシンクタンクです。これらを活用し、自治体や地域社会、学会等の事業推進に貢献し
ます。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考

５‐１ レファレンス利用者の
拡大

来館による相談のほか、手紙や電話、メー
ルでの質問等に親切に対応し、「何でも
相談にのってもらえる博物館」との評価
の定着を図ります。

レファレンス件数 レファレンス記録 DBにおけ
る記録件数

３００件/ 年

５‐２ 講師派遣等の推進 他機関が主催する講演会、研修会等に学
芸員を講師として派遣します。

講師派遣等件数 小中高への出前授業を除いた
講師派遣等の件数

１５件/ 年 小中高への出前授業は「４．普及
教育」に記載

講演会等の受講者数

５‐３ 自治体等の政策課題へ
の提言

各種検討委員会委員等として、自然環境
保全や文化財保護等に関する自治体等の
政策課題への提言を行います。

委員等受託数 自治体・大学などの各種委員
会委員の受諾数（学会・博物
館関連団体の委員等を除く）

１５件/ 年

５‐４ 大学教育への寄与 大学の非常勤講師の受諾、学生・院生の
研究指導、博物館実習生の受け入れ等に
より、大学教育に寄与します。

非常勤講師受諾数 ３件/ 年

博物館実習生受入人
数

２０人/ 年

学生・院生指導人数

５‐５ 学会・研究会の運営へ
の寄与

学会・研究会を博物館で開催するほか、
役員や各種委員等を引き受けるなど、学
会等の活動に貢献します。

学会等開催数 学会・研究会の大会・例会・
シンポジウム等の開催数

学会等役員受託数 学会・研究会における役員・
委員等の受託数

学会等事務局受託数 当館が引き受けている学会・
研究会の事務局数

今年度新たに指標を設けた

５‐６ 民間団体等への専門知
識の提供

博物館が蓄積した専門知識を幅広く活か
すため、各種民間機関・団体等との連携
を進めます。

各種機関・団体等と
の連携の状況

５‐７ 博物館施設の連携強化
への貢献

県内の中核的博物館として、博物館施設
への助言を行うとともに、県博物館協議
会の活動等を通じて博物館施設の連携強
化のために尽力します。

博物館関連団体委員
等受諾数

博物館関連団体や他館の委
員・役員等の受託数

博物館関連団体加入
数

当館が加入している博物館関
連団体の数

今年度新たに指標を設けた

連携事業の実施数 移動展・移動講座や他館との
共催事業などの実施回数

６．情報の発信と公開
博物館の催し物案内等だけではなく、博物館活動に関連する様々な情報をより多くの人に知ってもらい、博物館を有効に活用する利用者が増えるよう、インターネットや様々
なメディアを通じて積極的に情報を発信します。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考

６‐１ 積極的な資料提供の推
進

企画展や普及行事の案内だけでなく、博
物館に関する情報を積極的に資料提供す
るよう努めます。

資料提供件数 当該年度にマスコミに対して
資料提供を行った数

３０件/ 年

マスコミ取材報道件
数

当該年度に新たに新聞が取材
し、報道した数

６‐２ 様々なメディアの活用
による広報活動の強化

広報関係出版物の内容改善、配布ルート
の開拓、マスコミ出演や新聞・雑誌への
寄稿を行うなど、様々なメディアを活用
して広報活動を強化します。

広報手段の新規開拓
状況

当該年度に新たに開拓した広
報手段

マスコミ出演等件数 当該年度に学芸員がマスコミ
に出演した数

１５件/ 年

Eメールサービス登
録件数

当該年度末時点の Eメール
サービスの登録件数

２５０人/ 年

６‐３ インターネットによる
情報発信の推進

インターネットによる情報発信を推進す
るため、学芸員による積極的な情報発信
を促し、ホームページの充実を図ります。

HPアクセス数 当該年度のトップページへの
アクセス総数

３２，０００件/ 年

新規コンテンツ数 当該年度に新たに作られた
ぺージの数

３０ページ/ 年

内容の更新頻度 当該年度に内容が更新された
回数

月３回以上

７．マネージメント（経営）
利用しやすい博物館とするための施設の改善、博物館活動への県民参画の仕組みづくりの検討、職員の意識改革と資質の向上、適切な博物館評価システムの確立等により、博
物館活動の改善と活性化、利用者の増大を図ります。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考

７‐１ 利用しやすい博物館を
めざす施設の改善

わかりやすい案内表示、バリアフリー化
や安全対策等に配慮し、高齢者や障害者
にとっても快適で安全な利用しやすい施
設となるよう、日常的な点検・改善を行
います。

点検・改善の状況

７‐２ 博物館認知度の向上と
利用者層の拡大

博物館活動の活性化と広報の強化によ
り、県内及び近隣地域での博物館の認知
度を高め、博物館利用者の範囲の拡大と
利用者増に結びつけます。

県民の博物館利用状
況

県外利用者の割合

７‐３ 県民参画の仕組みづく
り、博物館運営支援組
織のあり方等の検討

友の会会員やボランティア等による様々
な博物館活動への県民参画の仕組みづく
りの検討を行うとともに、友の会を母体
とした博物館の運営支援組織のあり方に
ついて、NPO法人設立も含めて検討し
ます。

ボランティア導入事
業数

ボランティア活動参
加者数

運営支援組織の検討
状況

中期活動目標と自己点検・評価 ５３
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中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考

７‐４ 設置者による理解の獲
得

博物館の使命、当館が果たしている幅広
い役割等に対する県及び県教育委員会の
理解を得るとともに、財政的支援等が得
られるよう努力します。

博物館予算の状況

７‐５ 防災意識の向上と危機
管理体制の強化

地震等の自然災害や火災、盗難、けが人
の発生等に備え、文化の森他館と協力し
て防災意識の向上と危機管理体制の強化
を図ります。

防災訓練の実施状況

危機管理マニュアル
の整備状況

７‐６ 職員の意識改革と資質
の向上

職員が博物館の社会的役割及び当館の使
命を認識し、博物館活動の活性化と健全
な経営に主体的に取り組めるよう、意識
改革と資質の向上を図ります。

７‐７ 博物館評価システムの
構築

博物館活動の中期活動目標に基づく自己
点検評価、博物館協議会による外部評
価、結果の公開という適切な博物館評価
システムを確立し、博物館活動の改善に
役立てます。

中期活動目標の状況

自己点検評価の状況

外部評価の状況

「博物館の評価と改善」の手順

使命・理念 （館の存在理由や目的）

●博物館法
●徳島県立博物館基本構想報告書
●徳島県文化の森総合公園文化施設条例
☆使命書（ミッションステートメント）
＊現時点では、新たに作成するのではなく、基本構想に謳われている「４つの基本理念」及び「３つの
基本的性格」を県立博物館の「使命」と位置づける。

活動目標・計画 （使命を達成するための活動目標・計画）

●資料収集方針
☆調査研究方針
●中期活動目標
＊博物館活動においては、評価指標の数的目標値の設定が難しく、また、数的評価になじまない項目も
多い。
●年間事業計画

活 動 （博物館の諸活動）

自己点検・評価 （館員による評価指標に基づく活動実績の評価）

☆自己点検・評価（各担当、各委員会）→会議での報告
＊博物館の評価は、入館者数や費用対効果などの外形的数値のみの評価では不十分であり、質的評
価も重要になる。
☆自己点検・評価報告書→公表（年報、HP）

外部評価

●外部評価委員会（博物館協議会）→議事録の公表（年報、HP）
●アンケート調査→結果の公表
☆各種会合等での外部意見の聴取

業 務 改 善 （事業計画・活動目標の見直し、施設・設備、組織、財政等の見直し）

５４ 中期活動目標と自己点検・評価
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２．１９年度実績と自己点検・評価

� 資料の収集・保存と活用
●中期活動目標および１９年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

１‐１ 継続的な資料の収集

収蔵資料点数
対前年度増加点数

H２０年度末で５０万点
９，０３０点/年

４６８，２９４
６，１２０

４７１，７４６
３，４５２

４７８，３９４
６，６４８

対前年度増加率 １０２．０％ １０１．３％ １００．７％ １０１．４％

新規寄贈件数 ８０件/年 １１１ ８７ ８６

受入図書冊数
（雑誌類以外）

４００冊/年 １０８ １１６ １４５

１‐２
寄託資料の受け入れ促
進

総寄託件数 ６５ ６６ ６２

新規寄託件数 １０件/年 ５ １ ５

１‐３
収蔵資料データベース
の整備

収蔵資料 DB登録点数 １９２，７４０ ２２５，５４７ ２３５，４１９

収蔵資料 DB登録率 H２０年度までに５０％ ４１．２０％ ４７．８０％ ４９．２１％

１‐４ 収蔵資料の活用の促進 資料特別利用件数 ５０件/年 ４５ ６７ ７１

１‐５ 資料の適切な保管 収蔵庫等の点検回数

１‐６
常設展示室の資料保存
環境の改善

常設展示室空調改善
の検討状況

１‐７
収蔵スペース確保の検
討

収蔵スペース確保の
検討状況

●自己点検・評価
資料の活用促進についてはやや改善傾向にあるものの、博物館機能の根幹である資料の収集状況は明らかに鈍化
している。また、収集した資料は適切に整理・保管されてこそ、次代に継承し活用も可能となるが、それもここ数
年で困難な状況になってきている。これらは予算と人員の削減によるものが大きく、今のところ改善の兆しはない。
よりいっそうの効率化・工夫が求められるが、それも限界に近づきつつある。

〈１‐１〉
・平成１９年度における資料点数は、前年度に比べて６，６４８点増加したが、増加点数の目標値９，０３０点を２，３８２点下回っ
た。対前年増加率は１０１．４％であり、体前年度増加率の目標値１０２．０％まで０．６ポイント及ばなかったものの、前
年度に比べて０．７ポイント改善された。その理由として、欠員となっていた無脊椎動物担当学芸員１名が新たに
採用されたこと（歴史［近世］担当学芸員１名は依然として欠員）、一部の分野で整理作業がやや進んだことが
挙げられる。しかし、予算不足から資料の購入ができなかったこと、および規模の大きなコレクションの受入が
なかったことが、資料点数の伸びを鈍化させており、この傾向は近年続いている。そのため平成２０年度における
５０万点の目標達成は困難と思われる（目標達成には H２０年度に２１，６０６点の増加が必要で、これは H１９年度におけ
る増加点数の３．３倍に相当する）。
・寄贈資料件数は、目標値８０件を６件上回った。平成１４年度以降に経年的傾向は見られず、平均は９０．３件（標準偏
差１２．６）であることから、ほぼ平年並みと考えられる。
・受入図書冊数（購入図書）は１４５冊で、前年度に比べて２９冊多かったものの、目標値４００冊にはるかに届かず、依
然として低調である。これは予算額に依存しているためで、予算額が縮小している中では、今後とも目標達成は
困難である。当館における図書購入は分野ごとの専門図書が多く、研究の進展に伴い常に最新の図書を揃えてお
く必要があるが、このような状況下では困難であり、結局、学芸員個人の負担による購入に頼らざるを得ない状
態となっている。文献も博物館資料であるという観点からは、中～長期的には大きな損失になると思われる。

〈１‐２〉
・平成１９年度末における総寄託件数は６２件で、ほぼ平年並みであった。

中期活動目標と自己点検・評価 ５５
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・平成１９年度の新規寄託受入件数は５件で、昨年度の１件より増加したものの、目標値の１０件を５件下回った。
〈１‐３〉
・平成１９年度の DB登録資料点数は、前年度に比べて９，８７２点増加し、DB登録率は４９．２％で、昨年度に比べて１．４
ポイント上昇した。しかし、１‐１で述べたように、収蔵資料点数の延びが低調であることから、今後、DB登
録率は見かけ上は上昇していく可能性もある。その一方で、登録作業の重要な戦力である自然課の臨時補助員１
名が今年度より削減されたため、その分、登録率の伸びは相殺されている部分もあると考えられる。

〈１‐４〉
・平成１９年度の資料特別利用件数は７１件で、目標の５０件を２１件上回り、達成率は１３９％であった。昨年度と比べて
も４件多く、資料の利用が促進されつつある。

〈１‐５〉
・収蔵庫等の点検は、収蔵庫や展示室を利用したときに日常的に行っている。
・常設展示室は、収蔵庫のような密閉可能な空間でないため、害虫などの侵入を防ぐことができない。実際、平成
１８年度に引き続き、１９年度も害虫が確認されたため、発生源の資料を特定し、それらの資料の燻蒸を行った（p.６
参照）。

〈１‐６〉
・常設展示室内の空調は温度設定のみ可能で、湿度のコントロールができない。そのため、時期によってはカビの
発生が懸念される。
・常設展示室の構造的・設備的な問題であるので、現時点では抜本的な対策およびその検討はなされていない。
〈１‐７〉
・鳥居記念館博物館の文化の森総合公園三館棟への移転に伴い、収蔵庫をどうするかが問題となっていたが、平成
１９年度末に博物館保存処理室１を転用することで決定された（検討委員会答申は平成１９年１２月９日）。しかし、
改装や資料の整理に掛かる人員の確保など、予算措置が不透明であること、また、たとえ予算措置がなされたと
しても、博物館学芸員がこれに係る作業でかなりの負担が予想され、博物館の人文系資料の収集・保存作業が遅
れることが懸念される。
・不定形で大型の資料の多い民俗分野では、すでに収蔵スペースがなく、考古収蔵庫の一部を借用している状況で
ある。
・民俗分野以外でも、収蔵スペースに余裕がなくなりつつあることから、収納方法を工夫するなどして対応してい
る。

� 調査研究
●中期活動目標および１９年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

２‐１ 調査研究活動の強化

課題調査実施状況
４件

（外部との共同２）
４件

（外部との共同２）
３件

（外部との共同２）

個別調査研究の実施
状況

２‐２ 調査研究成果の公表

学術論文数
２５本/年

（査読付き５）
２９本

（査読付き５）
２２本

（査読付き５）
２６本

（査読付き８）

図書・雑誌等での一
般著述

４０本/年 ２９本
５０本

（普及記事含む）
４０本

（普及記事含む）

学会・研究会での発表 ２５回/年 ２１回 １７回 ２８回

２‐３
外部研究機関等との連
携の推進

共同研究プロジェク
ト数

１０件/年
１４件

（課題調査以外）
１７件

（課題調査以外）
１４件

（課題調査以外）

２‐４
県民参画型調査研究の
推進

県民参画型調査の実
績

２件/年

アサギマダラの
マーキング調査、
貝化石調査、漂着
物の調査

アサギマダラの
マーキング調査、
漂着物の調査

アサギマダラの
マーキング調査、
漂着物の調査

５６ 中期活動目標と自己点検・評価
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中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

２‐５
外部資金の獲得による
研究活動の推進

科研費申請・採択数
申請６・

採択１件/年
申請４・採択１

申請３・採択０
（継続１）

申請２・採択０
（継続１）

民間研究助成金獲得
状況

１件 ２件 ０件

●自己点検・評価
〈２‐１〉
・課題別、分野別に調査研究を実施し、それぞれ成果をえた。
〈２‐２〉
・分野および学芸員ごとに多少の偏りがあり、成果の公表数では自然系については論文・調査報告数が多く、人文
系では普及的記事が多い傾向がある。
・平成１７年度から学術論文数と図書・雑誌等での一般論述の振り分けを変更したため、今年度より目標値を再設定
した。
・前年度は欠員であった無脊椎動物担当学芸員が１９年度に新たに採用されたこともあり、学術論文数および学会・
研究会での発表数が昨年と比較して増加した。一方、図書・雑誌等での一般著述は少数に留まっている。昨年度
多かった雑誌や機関誌への記事が今年度はあまり多くなかったため、全体的な減少につながったと考えられる。

〈２‐３〉
・昨年より減少し、平成１７年度と同程度となった。
〈２‐４〉
・アマチュア研究者（または研究グループ）との共同研究のうち、とくに不特定多数の県民を巻き込んで行ってい
る研究をカウントしている。特定のアマチュア研究者との継続的な共同研究も多いが、その件数は不明である。

〈２‐５〉
・今年度は、文部科学省および日本学術振興会による科学研究費補助金（科研費）および民間の研究助成金は新規
獲得できなかった。この数年来、課題調査や消耗品・備品等の予算も大幅に削減されている。学芸員の自主的な
発想に基づく研究を行うためには、これらの競争的資金や研究助成金の獲得が必要になっていくと考えられる。
外部資金の獲得に関しては、今後はとくに積極的に取り組む必要がある。

� 展 示
●中期活動目標および１９年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

３‐１ 常設展の改善・充実

常設展観覧者数 ４０，０００人/年 ３５，６３７人 ４１，４７５人 ４０，６３２人

観覧者のリピーター
率

４７．８％（４～５月）
７１．４％（８～１０月）

５７．５％（７～８月） ４９．５％（７～８月）

観覧者の満足度 ７０％ ８７％（４～５月）７６．１％（７～８月） ７９．９％（７～８月）

展示改善の実施状況 準備１件 ２件 １件

３‐２
多様なテーマの企画展
の計画的開催

企画展観覧者数 １５，０００人/年
１８，４４４人（３回）＋
７，３２３人（特陳）

２３，２８５人（３回）＋
７，２００人（特陳）

３８，２６２人（３回）＋
５，１６８人（特陳）

観覧者の満足度 ８０％ ６９％（縄文）
８７．４％（種と実）、
７１．４％（海人）

８０．２％（ミネラル
ズ）、８１．７％（考古
速報展）

企画展の検討状況
１９年度以降の計画
の協議

２０年度以降の計画
の協議

２１年度以降の計画
の協議

３‐３
収蔵資料の公開促進と
企画展示室の有効利用

特別陳列等の開催回
数

１０回
（特３・部４・ト３）

２１回
（特４・部６・ト６・共２・他３）

１５回
（特３・部６・ト６）

１６回
（特２・部５・ト８・他１）

企画展示室活用回数
企画展以外に１回/
年

２回（特陳） １回（特陳）
２回

（国文祭、特陳）

中期活動目標と自己点検・評価 ５７

ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／０８　中期活動目標と自己点検＿再校・責



中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

３‐４ 館外での展示の促進

移動展等の実施状況 １回/年
５回（移動展＝藍
住町図［２回］・出
羽島・牟岐・松茂）

１回（海陽）

５回（移動展＝牟
岐・阿南・藍住・
東かがわ、共催展
＝徳島城）

パッケージ展示の貸
出数

１件/年
２件

（松茂・ガレ）
０件

３件（あすたむ・あ
いぽーと・阿波図）

３‐５ 展示解説等の推進

図録等の発行状況
企画展図録３＋自
然と歴史ガイド２
（空襲・銅鐸）

企画展図録３＋特
陳パンフ（鳴教大
との共編。経費は
鳴教大負担）

企画展図録１＋パ
ンフ２

展示解説等の実施状況

企画展解説 ４回
特陳解説 ３回
部門展示解説５回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
受付案内員による
常設展解説 １４回
常設展示室活用イ
ベント ２回
（当初計画外分。
全体では４回）

企画展解説 ７回
特陳解説 ３回
部門展示解説７回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
びっくり箱を使っ
た解説 １回
受付案内員による
常設展解説 ３回
常設展示室活用イ
ベント ２回
（当初計画外分。
全体では４回）

企画展解説 ６回
特陳解説 １回
部門展示解説３回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
びっくり箱を使っ
た解説 ７回
常設展示室活用イ
ベント １回
（当初計画外分。
全体では３回）
セルフガイドの設置

３‐６
常設展のリニューアル
に向けての取り組みの
推進

リニューアルに向け
ての進捗状況

先進館調査２館
（九博、大阪人権
博）

先進館調査５館
（長崎、山梨、九博、
科博、国立新美）
展示のイメージの
再検討着手

先進館調査１館
（島根県古代出雲
博）
基本計画（案）の
全面改訂

●自己点検・評価
〈３‐１〉
・常設展観覧者数は４０，６３２人で、目標を上回った（前年度比８４３人減）。１８年度と同様、２月にボランティア企画イ
ベントを実施したところ、当該月の観覧者数の伸びが大きかった。
近年、常設展示室では、職員だけで運営するフェスティバルが年２回、ボランティアとの協働イベントが年１～
２回の開催となっている。展示を見るとか、資料に関心があるとかというのとは違って、イベントを楽しむこと
だけが目的となっている利用者が定着しつつあるように見える。表面的には常設展に入場すれば、「観覧者数」
として扱うが、質の異なった利用の増加をどう位置付けるのか、また、博物館にふさわしいあり方なのか、検討
すべきでことであろう。
・１９年度の利用状況調査（７～８月実施）では、リピーター率は４９．５％であった。夏期は観光客などが多いことも
あり、やや低めの数字になるが、１９年度はとくに低かった。映画「眉山」の公開による徳島への観光客の増加、
企画「世界の甲虫」がこれまでにない利用者層を誘引したためとも思われる。
なお、新規利用者が絶えず得られることも必要であるため、リピーター率が高いほどよいというものではない。
・展示の改善（部門展示［人文］の展示替えを除く）は、ハード面での取り組みができない上、新規の資料購入が
できなくなっていることもあり、低調だった。今の展示に理解を深めてもらうための工夫として、セルフガイド
の設置・配布などが始まった。
・１８年度に続き、１９年度の観覧者調査でも、部門展示（人文）やトピックコーナーにおける展示替えの認知状況を
問い、その回答と利用頻度との関係、満足度との関係を検討した。回答時の来館以前から知っている者が２４．５％、
当日初めて知った者が４２．１％だったが、３１．１％が認識しておらず、室内の表示などに工夫が必要だと思われる。
利用頻度が高まるほど、展示替えの認知度は高くなる傾向にあるが、認知度と満足度は関連しておらず、展示替
えが満足度を高める効果をもたらしているとはいえないようである。この点は昨年度と同じであり、現状で常設

５８ 中期活動目標と自己点検・評価
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展の変化・鮮度の維持、満足度を両立するにはどうすればよいかということになるが、妙案は得られていない。
なお、展示替えの継続を評価する意見が見られることから、１５年度から始めた、部門展示（人文）の計画的な展
示替え、トピックコーナーの設置・展示替えが定着し、その意義を認める利用者がいることも確かである。した
がって、満足度に直結しないからといって清算主義的な評価をするのは避けるべきである。

〈３‐２〉
・企画展観覧者数は３８，２６２人で、前年度と比べて１５，０００人近い増加である。
・企画展は、テーマとタイミングがうまくマッチすれば大量動員が可能になるが、その見極めは難しい。娯楽性、
新規性、学術性等の諸要素を取り合わせた計画的運営が求められるところだが、予算の見通しが立たない状況の
もと、将来的な開催計画についての検討はあまり進んでいない。
・観覧者の満足度を調査したのは「ミネラルズ」、「新発見考古速報展」の２回。総合的に満足感を示した観覧者の
割合は、前者で８０．２％、後者で８１．７％であった。概して満足度が高かったようである。

〈３‐３〉
・特別陳列等の開催回数は１６回あり、目標の１０回を大きく超えている。ただし、そのうち１回は近代美術館ギャラ
リーを会場とする文化の森人権啓発展、１回は国民文化祭である。これらを差し引いた博物館独自の取り組み回
数は１４回となる。

〈３‐４〉
・財政状況が深刻になっているせいか、移動展・パッケージ展示貸出の希望が多かった。中には、東かがわ市歴史
民俗資料館のように、県外の施設への協力もあった。
移動展について、小規模な施設では、展示ケース等の設備もなく、当館からケースを持ち込んで展示を行うこと
があった一方、ケースの搬入がむずかしいことから、先方の希望テーマでは展示できなかったこともあった。

〈３‐５〉
・展示解説等については、「びっくり箱」の活用など、ミニワークショップの試みが繰り返され、成果を得ている。
年間計画外の常設展活用イベントがボランティアとの協働により行われたほか、セルフガイドの設置も進み始め
た。取り組みに偏りがあるが、今後、こうしたソフト面での充実を図ることが必要になると思われる。

〈３‐６〉
・常設展リニューアルの実現は厳しいが、常設展を通じて博物館の目指すものを体現していくという考えに立て
ば、リニューアルに向けた検討を「改善」に反映させることも可能であり、絶えず議論が求められるところであ
る。そのような考えから、これまでに作成したリニューアル案を全面的に再検討し、常設展更新基本計画（案）
を新たに作成した。

� 普及教育
●中期活動目標および１９年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

４‐１
県民のニーズを反映し
た多様な催しの開催

普及行事実施回数 ７０回/年 ９０回 ８０回 ６１回（中止５回）

普及行事参加者数 ３，０００人/年 ５，９４４人 ６，１４３人 ５，１４０人

参加者の満足度 満足した者の割合８０％ ９０．８％（１５行事） ８６．６％（１３行事） ９３．６％（１５行事）

アウトリーチ活動数 ３回/年 移動講座３回 移動講座５回 移動講座４回

４‐２
学校教育支援事業の推
進

学校教育支援事業件
数

出前授業１５件/年 ２１件 ２２件 １５件

資料貸出１５件/年 ４件 ９件 ７件

その他 ２０件/年 １９件

・館での授業 ６件 ７件

・教員研修 ６件 ７件

・職場体験 ２件 ２件

・遠足 １１７（園）校 １０７（園）校

教員・生徒の満足度 ８０％ ８割強 ８割強 ９３．３％

中期活動目標と自己点検・評価 ５９
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中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

４‐３
ガイドブックの出版等
の促進

ガイドブック出版状況 １冊/年 ２冊 ０冊 ０冊

普及記事の執筆数 ２０件/年 １７件 ４５件 ３４件

４‐４
友の会活動の充実と活
性化

友の会会員数 ５００人／年 ４８３人 ４３１人 ４０４人

会員の継続率 前年度会員の７０％ ６９％ ６６％ ７１％

友の会行事実施回数 １０回 １０回 ９回 ９回

常設展・企画展観覧者率 ５０％ ３８．６％（３９４件） ５３．３％（４７８件） ５１．９％（３９９件）

●自己点検・評価
〈４‐１〉
・普及行事は台風や雨天による中止などが５回あったことも含め、実施回数は前年の８０回から６１回（計画は６６回）
に減ったことで参加者数は減少したものの、１回あたりの参加者平均数は増加した。
・普及行事参加者数５，１４０人のうち、こどもの日・文化の日フェスティバルとボランティアが中心になって行った
博物館 Vキングでは、それぞれ７７８人、９８２人、１，３１３人と参加者数が特に多く、年々増加傾向にある。
・普及行事への参加者の満足度は、前年に比べて高くなっており、１５行事で行ったアンケート結果からは９３．６％と
好評であった。

〈４－２〉
・出前授業数は前年より７件減り、１５件であった。その内訳は、徳島市内の小学校が７校と全体の約半数を占めて
おり、その他の学校についても近郊の小学校が多い。出前授業の内容で多いのは、人文分野においては「昔のく
らし」に関するもの、自然分野においては「水生生物」・「地層」に関するものである。
・出前授業については、新しくつくったアンケートでの評価項目から、教員・生徒の授業に対する満足度を調べた。
その結果、９３．３％の高評価を得ることができた。
・資料貸し出し等、事業件数が増えていないのは、博物館が学校教育支援事業を実施していることを知らない教職
員が多いと推察される。そこで、学校向けのパンフレットを新しく作成し、次年度当初に各学校教職員に配布す
ることにした。
・その他の「館での授業」「教員研修」「職場体験」「遠足」の実績は、前年度と大差はなかった。
〈４－３〉
・新聞・雑誌の普及記事執筆については、目標値を大きく上回っており、今後も機会あるごとに執筆を働きかけて
いきたい。

〈４‐４〉
・友の会では、会員数が４３１人から４０４人に減少したが、継続率は６６％から７１％に増加した。これは、個人会員の継
続が比較的多く、家族会員の継続や新規加入会員が少ない現状を表している。
・会員が自主的に行事を立案・企画し、実施できているものもある。
・友の会会員の常設・企画展観覧者率は５１．９％で、目標値を上回った。

� シンクタンクとしての社会貢献
●中期活動目標および１９年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

５‐１ レファレンス利用者の拡大 レファレンス件数 ３００件/年 ３５７ ３０３ ３０２

５‐２ 講師派遣等の推進
講師派遣等件数 １５件/年 １２ １８ ２８

講演会等受講者数 未計数 未計数

５‐３
自治体等の政策課題へ
の提言

委員等受諾数 １５件/年 ２８ ３４ ２９

６０ 中期活動目標と自己点検・評価
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中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

５‐４ 大学教育への寄与

非常勤講師受諾数 ３件/年 ３ ２ ７

博物館実習生受入人数 ２０人/年 ２４（８大学） １７（７大学） ２１（８大学）

学生・院生指導人数 １ １ １

５‐５
学会・研究会の運営へ
の寄与

学会等開催数 １６ １６ １４

学会等役員受託数 ５ ５ ４

学会等事務局受託数 ４ ４ ３

５‐６
民間団体等への専門知
識の提供

各種機関・団体等と
の連携の状況

５‐７
博物館施設の連携強化
への貢献

博物館関連団体委員
等受諾数

３ ６ ６

博物館関連団体加入数 ５ ５ ５

連携事業の実施数 ８ ７ ９

●自己点検・評価
〈５‐１〉
・レファレンス件数は昨年度に比べて１件減少したが、目標値を２件上回っていた。ただし、電話での問い合わせ
など記録として残されていないものもあるため、実数はこれより多い。分野別の件数では、今年度は地学がもっ
とも多い６５件で、昨年度より２０件増加した。次いで、動物（脊椎）５３件、歴史４８件、動物（昆虫）４３件であった。
以上の４分野で全体の７０％占めていた（p.３８参照）。

〈５‐２〉
・今年度の講師派遣は２８件で、昨年度に比べて１０件増加し、目標値の１５件を１３件上回った。ただし、昨年度と同様
に、特定分野に集中する傾向が顕著で、歴史分野が１７件、全体の６１％を占めた。
・派遣先の受講者数は現在のところ計数できていない。講演終了後に派遣先に問い合わせるなどの記録方法を検討
したい。

〈５‐３〉
・各種の委員会などの委員等の受諾数は昨年度より５件減少したが、目標値の１５件を１４件上回っている。これらの
うち２１件（７２％）は動物・植物分野における自然環境の評価に係わるもので占められており、県や国における公
共事業における環境配慮や希少野生生物の保全対策事業に対応している。

〈５‐４〉
・今年度の大学における非常勤講師の受諾数は昨年度より５件増加し、目標値の３件を４件上回った。
・今年度の博物館実習生の受入人数は２１人で、昨年度に比べて４人増加し、目標値の２０人を１人上回った。
・学生や院生の指導のための受入人数については、今のところとくに目標値は定めていない。大学側の要望に応じ
て若干名を受け入れている。今年度は、昨年度に引き続き１名のみであった。

〈５‐５〉
・今年度の学会や研究会の当館における開催数は昨年度より２件減少した。これらには毎月例会が開催されるみど
りクラブ（旧称：植物談話会）が含まれている。目標値は定めていない。
・学会等役員受託数は昨年度より１件減少した。目標値は定めていない。
・学会等の事務局受託数は昨年より１件減少した。目標値は定めていない。
〈５－６〉
・民間団体等への博物館の有する専門知識の提供は、主として日常的な個別のレファレンス業務の中で行われてお
り（例えば、環境調査コンサルタントに対する調査方法、調査結果とりまとめなどの指導。ほとんどは行政担当
者の立ち会いの下に実施）、民間団体への組織的な支援は行っていないし、これまでのところその必要性は認め
られない。今後はレファレンス業務内容の分析を行い、そちらの指標とし、本項目は削除することが考えられる。

中期活動目標と自己点検・評価 ６１
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〈５－７〉
・博物館関連団体の委員等受託数は昨年度と同様に６件であった。目標値は定めていない。
・博物館関連団体加入数は５件で、ここ５年間は内容に変化がない。これらのうち１件は当館が事務局を引き受け
ている。目標値は定めていない。
・他館等との連携事業数は、昨年度より２件増加した。目標値は定めていない。移動展４回および共催展１回のほ
か、四国地区博物館協議会・日本博物館協会四国支部の講演会への講師派遣、徳島県博物館協議会講演会および
研修会の実施、先進地博物館施設調査のための見学会も行った。

� 情報の発信と公開
●中期活動目標および１９年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

６‐１
積極的な資料提供の推
進

資料提供件数 ３０件/年 ２５件 ３１件 ２８件

マスコミ取材報道件数 ５５件 ５９件 ８６件

６‐２
様々なメディアの活用
による広報活動の強化

広報手段の新規開拓
状況

ちらし配布場所の
新規開拓及び増数

新規雑誌への催し
物案内の提供

ちらしやポスター
配布場所の新規開
拓

マスコミ出演等件数 １５件/年 ９件 １７件 １５件

Eメールサービス登
録件数

２５０人/年 ２５１人 ２６０人 ２６５人

６‐３
インターネットによる
情報発信の推進

HPアクセス数 ３２，０００件/年 ３５，６００件/年 ４９，３００件 ４７，５００件

新規コンテンツ数 ３０ページ/年 ２２４ページ/年 １８０ページ/年 ５０７ページ/年

内容の更新頻度 月３回以上
４．６回/月
（５６回/年）

３．３回/月
（３９回/年）

３．６回/月
（４３回/年）

●自己点検・評価
〈６‐１〉
・資料提供件数は２８件と目標の３０件/年に達しておらず、前年より減少している。博物館からのより効果的な情報
発信として、マスコミに対する資料提供を今後とも積極的に続けていく必要がある。
・マスコミ取材・報道件数については、新聞のみの数であるが８６件となっており、活発な取材や報道が行われてい
ることが伺える。

〈６‐２〉
・広報手段の新規開拓としては、コンビニエンスストアへのちらしとポスターの配布、空港へのチラシの配布（以
前はポスター掲示のみ）を行った。限られた予算内で効果的な広報媒体の開発の改善努力を今後とも続けていく
ことが望まれる。
・マスコミ出演等件数は前年よりやや減ったものの、目標値を達成した。
・電子メールサービス登録件数は目標値をやや上回った。
〈６‐３〉
・インターネットによる情報発信はすべて目標値に達しており、良い状態である．特に、１８年度にインターネット
で公開した展示解説書「徳島の自然と歴史ガイド３ 化石」のサイトを解析したところ、良質な情報が発信でき
ていることがうかがえた。１９年度末にも同様の手法で展示解説書「ミネラルズ―不思議な、きれいな、そして意
外に身近な鉱物の世界―」を公開したので同様の活用が期待される。ただ、全体的に見ると、発信している情報
に偏りがある点については改善の余地があり、より広い内容での発信が求められる。

６２ 中期活動目標と自己点検・評価
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� マネージメント
●中期活動目標および１９年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １７年度実績 １８年度実績 １９年度実績

７‐１
利用しやすい博物館を
めざす施設の改善

点検・改善の状況

７‐２
博物館認知度の向上と
利用者層の拡大

県民の博物館利用状
況

「元気な博物館づ
くりプロジェク
ト」事業によるア
ンケート調査

常設展・企画展に
おけるアンケート
調査

常設展・企画展に
おけるアンケート
調査

県外利用者の割合
「縄文の美」１０．０％、
「絶滅」 １４．０％

「種と実」１１．３％、
「海人の見た世界」

１９．８％

「ミネラルズ」７．０％、
「発掘された日本
列島２００７」１２．４％

７‐３
県民参画の仕組みづく
り，博物館運営支援組
織のあり方等の検討

ボランティア導入事
業数

２回
（９/２３、１１/３）

２回
（２/１２、３/２１）

１回
（２/１１）

ボランティア活動参
加者数

１９人 １８人 １６人

運営支援組織の検討
状況

文化庁芸術拠点形
成事業「元気な博
物館づくりプロ
ジェクト」の実施

文化庁芸術拠点形
成事業「ヤングボ
ランティアとの協
働による体験キッ
ト開発事業」の実
施

７‐４
設置者による理解の獲
得

博物館予算の状況
２月補正後
１０２，３９２千円

２月補正後
６５，５２６千円

２月補正後
４７，６９５千円

７‐５
防災意識の向上と危機
管理体制の強化

防災訓練の実施状況
自衛消防隊総合訓練

６月、１２月
自衛消防隊総合訓練

６月、１２月

自衛消防隊総合訓練
６月、１２月；文化
財防火デー １月
２８日

危機管理マニュアル
の整備状況

７‐６
職員の意識改革と資質
の向上

７‐７
博物館評価システムの
構築

中期活動目標の状況

自己点検評価の状況
１６年度事業自己点
検・評価を年報、
HPに掲載

１７年度事業自己点
検・評価を年報、
HPに掲載；自己
点検・評価の再検
討に着手

１８年度事業自己点
検・評価を年報、
HPに掲載；自己
点検・評価の再検
討

外部評価の状況
博物館協議会

８月
博物館協議会

８月８日
博物館協議会

９月２１日

●自己点検・評価
〈７‐１〉
・１９年度は特段の取り組みは行われなかった。
〈７‐２〉
・県外利用者の割合は、２つの企画展で調査した。
〈７‐３〉
・１７及び１８年度に続きボランティアを公募し、ボランティア主体の企画イベントを２月１１日に実施した。これは、
平成１９年度文化庁芸術拠点形成事業「ヤングボランティアとの協働による体験キット開発事業」の一環として行っ
たものである。１６名が準備及び当日の運営に参加した。

中期活動目標と自己点検・評価 ６３
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〈７‐４〉
・厳しい財政状況を反映し、館運営予算は１８年度より約１７，８００千円減少した。企画展開催経費の削減や、執行保留
が主なものである。
・これまで博物館資料の購入に充ててきた美術品等取得基金が１６年度末で廃止された。それに伴い、１７年度から博
物館費（一般会計予算）に１３，０００千円の資料購入費が計上されたが、１９年度は１００万円となり、さらに執行保留
のため１点の購入もできず、２月補正予算での全額減額を余儀なくされた。

〈７‐５〉
・年２回の防災訓練は、３館合同で実施された。また、文化財防火デーに関係した特別防災訓練を実施したが、こ
れは博物館を中心とし、３館棟の全職員を動員して徳島市消防局の全面的な協力の下、大がかりな訓練となった。
・停電、盗難、けが人や病人の発生等に備えた防災マニュアルも整備していく必要がある。
〈７‐６、７‐７〉
・１６年９月に策定した「徳島県立博物館の中期活動目標」に基づき、１９年度事業の自己点検・評価を行い、その内
容を年報やホームページに掲載した。また、９月の博物館協議会において討議いただいた（外部評価）。
・中期活動目標を、活動目標に基づく実践、自己点検・評価をきちんと行い、博物館活動の改善・活性化に結びつ
けるために、全職員がいま一層の意識統一を図ることが大切であり、すでに現状での目標見直し等も行っている。

６４ 中期活動目標と自己点検・評価
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� 観 覧 者 統 計

平成１４年度から小・中・高校生の土曜、日曜、祝日及び長期休業中は、常設展、企画展とも無料になったため、
無料観覧者数が大きく増えている。そのために、１３年度までの無料入館者とまったく同質の表示はできなくなった。
累計表においてはすべての区分での入館者数を表示するのは困難であるため、１３年度までの方式で表示したものも
ある。

●平成１９年度 博物館常設展観覧者数 （単位：人）

月

開

館

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 個 人 無
料
観
覧
者
計

一般
高校・
大学生

小・中
学 生

一般
高校・
大学生

小・中
学 生

大 人 高校・
大学生

小・中
学 生

幼稚・保育園 小学校 中学校 高校 計
小学生 中学生 高校生 その他

高齢者 障害者 計 園
数 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

４
月 ２６ ５２２ ２８ １３ ２１ ０ ０ ８３ ２ ８５ ０ ０ ６６９ ０ ０ ０ ０ ２ １１０ １ １６９ ３ ２７９ ６６９ ８５ ３４ ９２０ １，９８７ ２，６５６
５
月 ２６ ４８９ ３９ ８ １５５ ０ １ ５２ １３ ６５ ０ ０ ７５７ １０ ３１１ ２４ １，７８７ ２ ４４８ １ ８４ ３７ ２，６３０ １，３４１ １５３ １０１ ２，５４３ ６，７６８ ７，５２５
６
月 ２６ ５８１ ２３ ３ ２５ ０ ０ ６０ １７ ７７ ０ ０ ７０９ １ ８ ８ ３０７ １ ２９ １ ４ １１ ３４８ ５６５ ３９ ３４ ３１０ １，２９６ ２，００５
７
月 ２６ ７２０ １３ ７ ６０ １ ０ ９６ ５ １０１ ０ ０ ９０２ １ ３０ ０ ０ １ ９ ０ ０ ２ ３９ ７５９ ４６ ３８ ６４７ １，５２９ ２，４３１
８
月 ２８ １，９０９ ６７ ０ ６７ ７ ０ １８１ ４１ ２２２ ２ ０ ２，２７４ ２ ３３ ０ ０ １ ４ ０ ０ ３ ３７ １，８７４ １６６ ９６ １，２７１ ３，４４４ ５，７１８
９
月 ２６ ６２７ ４３ １ ２８ ０ ０ ５０ ４１ ９１ ０ ０ ７９０ ２ ７０ ３ １４４ ０ ０ ０ ０ ５ ２１４ ７８４ ４７ ２４ １，１９６ ２，２６５ ３，０５５
１０
月 ２７ ３７３ １５ １３ ４３ ２ ０ ４５３ ２６ ４７９ ０ ０ ９２５ ５ １８５ １２ ８９４ １ ９ ０ ０ １８ １，０８８ ４４６ ４０ ４２ １，６３２ ３，２４８ ４，１７３
１１
月 ２６ ３０３ １８ １１ ２２ ０ ０ １９３ １７ ２１０ ０ ０ ５６４ ３ ２９３ １２ ８００ ０ ０ ０ ０ １５ １，０９３ ７２７ ６７ ３１ ２，４２３ ４，３４１ ４，９０５
１２
月 ２３ ２９６ １３ ３ １２ ０ ０ ７３ ２０ ９３ １ ０ ４１８ ２ １０６ １ ３０ ０ ０ ０ ０ ３ １３６ ３２９ ２０ １０ ３６８ ８６３ １，２８１
１
月 ２３ ５３４ １７ ６ ２３ １ ０ ８２ １１ ９３ ０ ０ ６７４ ２ ２０６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２０６ ３３８ ３９ ２２ ４７２ １，０７７ １，７５１
２
月 ２５ ６１２ ２８ ２ ２８ ２ ０ ７０ １７ ８７ ０ ０ ７５９ ２ ３３ ２ ９４ ０ ０ ０ ０ ４ １２７ ８００ ３５ ３０ １，１５３ ２，１４５ ２，９０４
３
月 ２６ ６８５ ４７ １１ ２０ ０ １ ８７ ２０ １０７ ０ ０ ８７１ ４ １７８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ １７８ ５４６ ４４ ２７ ５６２ １，３５７ ２，２２８

計 ３０８ ７，６５１ ３５１ ７８ ５０４ １３ ２ １，４８０ ２３０ １，７１０ ３ ０１０，３１２ ３４ １，４５３ ６２ ４，０５６ ８ ６０９ ３ ２５７１０７ ６，３７５ ９，１７８ ７８１ ４８９１３，４９７３０，３２０４０，６３２

●常設展観覧者数累計（平成２年度～平成１９年度） （単位：人）

年

度

開

館

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 そ

の

他

無
料
観
覧
者
計

一般
高校・

大学生

小・中

学 生
一般

高校・

大学生

小・中

学 生

大人 高校・

大学生

小・中

学 生

幼稚・保育園 小学校 中学校 高 校 計 土
・
日
・
祝

休
業
期
間高齢者 障害者 計 園

数 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

２ １１８ ４９，５１２ ４，２１８ １６，１６３ ６，６８６ ７６ １，６０３ ９，７８８ ５７１ １０，３５９ ５７ ４８ ８８，７２２ ５５ ４，８７７ ６ ６４０ １２ １，９７２ ７３ ７，４８９ １，０６６ ８，５５５ ９７，２７７

３ ３０１ ５５，５７８ ４，７４９ ２０，２８７ ６，８７６ ２７１ １，４２１ ９，３１９ ７０９ １０，０２８ １９ ５３ ９９，２８２ ２０２ ２６，１６５ ４４ ６，９６０ ２１ ２，４４３ ２６７ ３５，５６８ ２，２６７ ３７，８３５１３７，１１７

４ ２９９ ３３，１５０ ３，３１８ １２，５０５ ３，２８５ １９４ ４２０ ４，４８２ ４４６ ４，９２８ ４８ １３ ５７，８６１ １１４ １０，７８１ ２３ ３，７０９ １４ ３，３０５ １５１ １７，７９５ １，４０１ ２，０７６ ２１，２７２ ７９，１３３

５ ３００ ２８，７６２ ２，４１３ １０，９７４ ２，６２９ ２５１ ３６４ ３，３０６ ２３９ ３，５４５ ２ ３ ４８，９４３ ５ ２９３ １１８ １２，２０４ ２２ ２，９３９ ６ ８３２ １５１ １６，２６８ １，３９８ ２，８７１ ２０，５３７ ６９，４８０

６ ２９９ ２０，６４０ １，７１２ ８，１４９ １，８０７ １５９ ３３０ ２，３９９ １５０ ２，５４９ ５ １８ ３５，３６９ ３８ ２，５４７ ９０ ７，９８０ ２２ ３，２４６ ９ ７３０ １５９ １４，５０３ １，１９５ １，０８０ １６，７７８ ５２，１４７

７ ３００ １９，９５０ １，３５３ ７，５５６ ８６７ ２２０ ２１７ ２，６３９ ２４３ ２，８８２ ３ ０ ３３，０４８ ２７ １，５４２ ９９ ８，６４１ ２０ ３，３１１ ４ ２５３ １５０ １３，７４７ ２，０８５ ７，４９３ ２３，３２５ ５６，３７３

８ ３０５ １３，２９４ ９２２ ５，３２６ ８９１ ４４ ９６ １，６９９ １４４ １，８４３ ３ １５ ２２，４３４ ３０ １，７８８ ８１ ８，１１４ １８ ２，７８０ ７ ７７６ １３６ １３，４５８ １，３９０ １９，８３９ ３４，６８７ ５７，１２１

９ ３０６ １１，１１５ ７９１ ３，９５７ ７０６ １４９ ５３ １，５６３ ２１９ １，７８２ １７ ３ １８，５７３ ２４ １，２６１ ８０ ６，０５９ ２１ ２，９９４ ７ ７４６ １３２ １１，０６０ ８２９ １４，２５８ ２６，１４７ ４４，７２０

１０ ３０７ １０，０３９ ７００ ４，００８ ４４６ ２８ ９３ １，１２９ １３５ １，２６４ １ １１ １６，５９０ １６ ９９０ ５２ ３，８２３ ８ ９８８ ５ ９５４ ８１ ６，７５５ １，３３７ １４，２０９ ２２，３０１ ３８，８９１

１１ ３０７ ８，７７８ ６４２ ３，５９５ ３９０ １４８ ８９ １，０２７ １７９ １，２０６ １ ２１ １４，８７０ ２５ ９１３ ６２ ４，３２３ １２ １，４７２ ７ ５８３ １０６ ７，２９１ １，８８１ １３，８４６ ２３，０１８ ３７，８８８

１２ ３０６ ８，６５３ ４８４ ３，３５１ ４５６ １５３ １３２ １，３７１ ２４１ １，６１２ １ １０ １４，８５２ ３３ １，２７０ ５８ ３，６５４ １１ １，９０５ ６ ５４６ １０８ ７，３７５ ２，１６１ １３，７４４ ２３，２８０ ３８，１３２

１３ ３０６ ６，９５０ ４１８ ２，８１０ ６０８ ３ ５６ １，２１７ １３２ １，３４９ ３ ８ １２，２０５ ２０ ９２０ ５８ ２，７７１ １４ １，４０９ ６ ４４１ ９８ ５，５４１ ２，２７５ １２，０１７ １９，８３３ ３２，０３８

１４ ３０６ ７，６６１ ３７２ １３０ ３８１ ６８ ８９ １，１２６ ２０６ １，３３２ １ ０ １０，０３４ ２５ １，１５８ ４２ ３，３８２ ８ １，００６ ６ ６３０ ８１ ６，１７６ １１，３７３ ９，７６６ ２７，３１５ ３７，３４９

１５ ３０７ ８，７２４ ３６３ １１１ ３８０ １１７ ２ １，４９０ １２５ １，６１５ １ ０ １１，３１３ ２７ １，３６５ ５５ ４，１０５ ５ ４４７ ６ ５７１ ９３ ６，４８８ １１，７３２ １０，２６４ ２８，４８４ ３９，７９７

１６ ３０５ ９，７６９ ３９３ １１４ ６０８ ６３ １ １，８０３ ２０８ ２，０１１ １ ４ １２，９６４ ３８ １，３９３ ７３ ４，０６３ １３ ７３０ ８ ２８２ １３２ ６，４６８ １３，５３２ １１，７０５ ３１，７０５ ４４，６６９

１７ ３０６ ７，５７０ ２８１ ７３ ３５６ ９５ ２ １，６１６ ２７１ １，８８７ ０ １ １０，２６５ ３２ １，２４０ ５２ ３，４４０ １１ ７８９ ２ ３１４ ９７ ５，７８３ １０，４３２ ９，１５７ ２５，３７２ ３５，６３７

１８ ３０７ ８，９１７ ４１３ ４６ ５６６ ５ ０ １，４５１ １７６ １，６２７ ０ １ １１，５７５ ３９ １，５７９ ６１ ４，４７２ １２ ６０５ ５ ５１１ １１７ ７，１６７ １１，２５２ １１，４８１ ２９，９００ ４１，４７５

１９ ３０８ ７，６５１ ３５１ ７８ ５０４ １３ ２ １，４８０ ２３０ １，７１０ ３ ０ １０，３１２ ３４ １，４５３ ６２ ４，０５６ ８ ６０９ ３ ２５７ １０７ ６，３７５ １０，４４８ １３，４９７ ３０，３２０ ４０，６３２

計 ５，２９３３１６，７１３ ２３，８９３ ９９，２３３ ２８，４４２ ２，０５７ ４，９７０ ４８，９０５ ４，６２４ ５３，５２９ １６６ ２０９５２９，２１２４１３ １９，７１２１，４１４１２２，９１０２７８ ３６，５３９１３４ １６，１４６２，２３９１９５，３０７ ８４，７２１１７０，６３６４５０，６６４９７９，８７６

６５

ｅｒｖｅｒ／徳島県立博物館年報（平成１７年度～）／平成１９年度（第１７号）／本文／０９　観覧者統計＿三校・校了  2008.08.



●平成１９年度 博物館企画展観覧者数 （単位：人）

企

画

展

名

開

催

期

間

開

催

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減 免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 個 人 無
料
観
覧
者
計

一

般

高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

一

般

高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

一 般 高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

幼稚園 小学校 中学校 高 校 計 小
学
生

中
学
生

高
校
生

そ
の
他高齢者 障害者 計 園 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

第１回企画展
「ミネラルズ」

H１９．４．２７
H１９．６．３

３３ ３，２４５ １１９ ３４ １９３ ３ １ ４０８ ６５ ４７３ ０ ０ ４，０６８ ９ ２９２ ２５ １，９６０ ２ ４４８ ３ ２１７ ３９ ２，９１７ １，６８１ ２１８ １５４ ８２５ ５，７９５ ９，８６３

第２回企画展
「世界の甲虫」

H１９．７．２１
H１９．９．２４

５８ ９，０４３ １４３ ７ １８２ １ ０ ７６８ １９３ ９６１ ０ ０１０，３３７ ７ １６３ ３ １４４ １ ４ ０ ０ １１ ３１１ ７，５６８ ４４０ ２００ ５，２８８１３，８０７ ２４，１４４

第３回企画展
「新発見考古速報展」

H１９．１１．１３
H１９．１２．９

２４ ８９０ ２４ １９ ７７ ０ １ ４５７ ６３ ５２０ ０ ０ １，５３１ ２ １８７ ６ ２５７ １ １４８ ０ ０ ９ ５９２ ４９１ ７８ ３５ １，５２９ ２，７２５ ４，２５６

合 計 １１５ １３，１７８ ２８６ ６０ ４５２ ４ ２ １，６３３ ３２１ １，９５４ ０ ０１５，９３６ １８ ６４２ ３４ ２，３６１ ４ ６００ ３ ２１７ ５９ ３，８２０ ９，７４０ ７３６ ３８９ ７，６４２ ２２，３２７３８，２６３

●企画展観覧者数累計（平成３～１９年度） （単位：人）

企 画 展 名
開 催

日 数

有 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

無料観覧

者 計一 般
高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生
一 般

高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生

一 般 高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生高齢者 障害者 計

平成３年度 １２０ １４，３３３ １，０７８ ３，７９６ ４０４ ３０ ６６１ ２，５４１ ８４ ２，６２５ ２０ ２ ２２，９４９ １，２８８ ２４，２３７

平成４年度 ８６ １２，２６９ ９１５ ６，８５６ ４７６ ５５ １４７ １，１７６ ５０ １，２２６ ０ ５ ２１，９４９ １，１４３ ２３，０９２

平成５年度 １０４ １０，２５８ １，００２ ４，４７５ ２７５ ２７ ３９６ ９８０ ２８ １，００８ ２ ０ １７，４４３ １，７３２ １９，１７５

平成６年度 １１２ ７，５９３ ７０８ １，０６０ ２２２ ０ ２７７ １，２６４ ３６ １，３００ ０ ６ １１，１６６ ８，５９２ １９，７５８

平成７年度 ９４ ８，４３２ ７６９ ４，３７４ ８３ １０ ７４４ ８６２ ５５ ９１７ ０ ３ １５，３３２ １７，２１３ ３２，５４５

平成８年度 １１４ ７，０４４ ８６９ ２，６８１ ２８ ３７ １，３３０ １，０５４ ６４ １，１１８ ３３ １ １３，１４１ ２，９６０ １６，１０１

平成９年度 ９５ ６，０２２ ４７２ １，５２５ ４７ １３ ８２０ １，２６２ ５３ １，３１５ ４ １ １０，２１９ １，９８１ １２，２００

平成１０年度 １０７ ６，３６４ ２６６ ３，７６６ ５３ ３ １，３６７ ６６０ ７１ ７３１ ０ １５ １２，５６５ ３，４７６ １６，０４１

平成１１年度 ８３ ５，８０２ ４６９ １，０５６ １１４ ７８ ９０４ １，４４９ ８６ １，５３５ ０ ７ ９，９６５ ２，７７３ １２，７３８

平成１２年度 １４５ ５，２２５ ３３６ ２，１８６ ３０ ０ ７９ ９１４ ５８ ９７２ ０ ６ ８，８３４ ２４，５８１ ３３，４１５

平成１３年度 ９０ ６，３０２ ４４４ ７３４ １４６ ３７ １９７ ２，１３７ ８５ ２，２２２ ２ ５ １０，０８９ ２，０７０ １２，１５９

平成１４年度 ９３ ４，３８１ １３５ ３６ ３４ ０ ０ ８５７ ３６ ８９３ ０ ０ ５，４７９ ５，４６６ １０，９４５

平成１５年度 １０２ ４，８２２ １７３ ５０ ３２ ０ ０ １，０８２ ５４ １，１３６ ０ ０ ６，２１３ １５，２６８ ２１，４８１

平成１６年度 ９９ １２，４７４ ３１０ １１８ ６５ ３５ ０ １，２１１ ９４ １，３０５ ０ ３ １４，３１０ １８，５００ ３２，８１０

平成１７年度 ９８ ６，３３１ ２７１ ２６ １２ １２ ０ １，３８５ ６３ １，４４８ ０ ０ ８，１００ １０，３４４ １８，４４４

平成１８年度 １２５ ７，７６５ ２４８ ３４ １４０ ０ ０ １，２４５ １３６ １，３８１ ０ ０ ９，５６８ １３，７１７ ２３，２８５

平成１９年度 １１５ １３，１７８ ２８６ ６０ ４５２ ４ ２ １，６３３ ３２１ １，９５４ ０ ０ １５，９３６ ２２，３２７ ３８，２６３

総 合 計 １，７８２ １３８，５９５ ８，７５１ ３２，８３３ ２，６１３ ３４１ ６，９２４ ２１，７１２ １，３７４ ２３，０８６ ６１ ５４ ２１３，２５８ １５３，４３１ ３６６，６８９

●特別陳列観覧者数累計（平成４～１９年度）
展 示 会 名 開催期間 開催日数 観覧者総数

第１回館蔵品展 平５．２．１６～３．２１ ２９ ６，７１２

掘ったでよ阿波 平６．２．１～２．２７ ２３ ４，０９０

掘ったでよ阿波 平７．１．１３～２．５ ２１ ３，１６５

第２回収蔵品展 平８．２．１６～３．１７ ２７ ５，３５８

第３回館蔵品展「自然コレクション」 平１１．７．１７～８．２９ ３８ ２２，３７２

写生大会作品展 平１２．１２．５～１２．２４ １８ １，８５０

勝瑞時代―細川・三好氏と阿波― 平１３．１０．２５～１１．２５ ３２ ５，７６６

丹波マンガン鉱山の記録
―在日コリアンの労働史― 平１４．６．２５～７．７ １２ １，１９５

楠コレクションの美術・歴史資料 平１５．１．２１～３．２ ３６ ４，６５５

知里幸恵誕生１００年記念巡回展自由の天地を求めて
―知里幸恵『アイヌ神謡曲集』への道― 平１５．７．１９～７．２７ ８ １，３１７

日本刀の美―赤羽刀とその他の館蔵品― 平１６．１．２７～３．７ ３５ ８，６９８

収蔵品展 平１６．６．１８～７．１９ ２８ ５，７０３

ひまわり作品展 平１６．１２．１７～１２．１９ ３ ３，２２１

トクシマ・木工芸の道具と技 平１８．１．８～１．２９ １９ ３，４７５

吉野川の渡し 平１８．２．１８～３．１９ ２６ ３，８４８

旅と祈りの道─阿波の巡礼─ 平１９．１．１９～３．１８ ５１ ７，２００

徳島城下町の世界 平２０．１．１７～３．２ ４０ ５，１６８

合 計 ４４６ ９３，７９３

●移動展観覧者数
展 示 会 名 開催期間 開催日数 観覧者総数

昆虫の世界（海南町立博物館） 平１４．１０．２６～１１．２４ ２６ １，３２８

「日本画書展―江戸から昭和まで―」
（藍住町歴史館藍の館） 平１６．１２．２～１２．２７ ２６ ８９８

戦争体験（藍住町立図書館） 平１７．８．３～８．１８ １４ ２，３４２

昆虫展（藍住町立図書館） 平１７．８．１９～９．１１ ２１ ３，２１０

北アメリカの植物（松茂町歴史民俗資料館） 平１８．２．４～３．５ ２６ １，８６７

海陽町の指定植物・北アメリカの植物
（海陽町立博物館） 平１８．７．２２～８．２７ ３２ ４８１

牟岐大島の考古資料
（牟岐町海の総合文化センター） 平１９．４．２６～５．１５ ２０ ３５３

阿波の板碑
（阿南市立阿波公方・民俗資料館） 平１９．６．５～７．２２ ４２ １９７

中世阿波の板碑（藍の館） 平１９．８．２～８．２７ ２４ ４，５４０

くらしの中の藍染め（東かがわ市歴史民俗資料館）平１９．１０．２０～１１．１８ ２６ ２９１

合 計 ２５７ １５，５０７

６６ 観覧者統計
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●人権啓発展等観覧者
展 示 会 名 開催期間 開催日数 観覧者総数

２０００年度同和問題啓発展 平１２．８．２６～９．８ １２ １，５６１

２００１年度同和問題啓発展 平１３．８．４～８．１２ ８ １，２９０

〃 第 ２ 回 平１３．１２．４～１２．９ ６ ８４７

２００２年度同和問題啓発展 平１４．７．２７～８．４ ８ １，０６６

〃 第 ２ 回 平１４．１２．３～１２．８ ６ ６６９

２００３年度人権問題啓発展 平１５．８．２～８．１０ ８ １，４１４

〃 第 ２ 回 平１５．１２．２～１２．７ ６ ９１１

２００４年度人権問題啓発展 平１６．８．７～８．１５ ８ １，５６８

〃 第 ２ 回 平１６．１２．７～１２．１２ ６ ７５３

２００５年度人権問題啓発展 平１７．８．６～８．１４ ８ １，５９４

〃 第 ２ 回 平１７．１２．６～１２．１１ ６ ６５６

２００６年度人権問題啓発展 平１８．８．５～８．１３ ８ １，５３２

〃 第 ２ 回 平１８．１２．５～１２．１０ ６ ５８９

２００７年度人権問題啓発展 平１９．１２．４～１２．９ ６ ５８９

合 計 １０２ １５，０３９

●博物館利用者総数年度別一覧

常 設 展 常 設 展
観覧者合計

企 画 展
観 覧 者

特 別 陳 列
観 覧 者 移 動 展 普 及 行 事

参 加 者 そ の 他 利 用 者 総 数
有料観覧者 無料観覧者

２ 年 度 ８８，７２２ ８，５５５ ９７，２７７ ０ ０ ６４６ ９７，９２３

３ 年 度 ９９，２８２ ３７，８３５ １３７，１１７ ２４，２３７ ０ １，３８７ １６２，７４１

４ 年 度 ５７，８６１ ２１，２７２ ７９，１３３ ２３，０９２ ６，７１２ １，７１８ １１０，６５５

５ 年 度 ４８，９４３ ２０，５３７ ６９，４８０ １９，１７５ ４，０９０ １，６８６ ９４，４３１

６ 年 度 ３５，３６９ １６，７７８ ５２，１４７ １９，７５８ ３，１６５ ２，８４３ ７７，９１３

７ 年 度 ３３，０４８ ２３，３２５ ５６，３７３ ３２，５４５ ５，３５８ ４，１３２ ９８，４０８

８ 年 度 ２２，４３４ ３４，６８７ ５７，１２１ １６，１０１ ０ ２，４１９ ７５，６４１

９ 年 度 １８，５７３ ２６，１４７ ４４，７２０ １２，２００ ０ ２，２３２ ５９，１５２

１０ 年 度 １６，５９０ ２２，３０１ ３８，８９１ １６，０４１ ０ １，８９０ ５６，８２２

１１ 年 度 １４，８７０ ２３，０１８ ３８，８８８ １２，７３８ ２２，３７２ ２，４６１ ７５，４５９

１２ 年 度 １４，８５２ ２３，２８０ ３８，１３２ ３３，４１５ １，８５０ ４，５１３ １，５６１ ７９，４７１

１３ 年 度 １２，２０５ １９，８３３ ３２，０３８ １２，１５９ ５，７６６ ３，６３４ ２，１３７ ５５，７３４

１４ 年 度 １０，０３４ ２７，３１５ ３７，３４９ １３，２３５ ５，８５０ １，３２８ ３，４１４ １，７３５ ６２，９１１

１５ 年 度 １１，３１３ ２８，４８４ ３９，７９７ ２４，８７７ １０，０１５ ４，５０１ ２，６２８ ８１，８１８

１６ 年 度 １２，９６４ ３１，７０５ ４４，６６９ ３２，８１０ ８，９２４ ８９８ ３，６９２ ４，８２９ ９５，８２２

１７ 年 度 １０，２６５ ２５，３７２ ３５，６３７ １８，４４４ ７，３２３ ７，４１９ ５，９４４ ４，６２９ ７９，３９６

１８ 年 度 １１，５７５ ２９，９００ ４１，４７５ ２３，２８５ ７，２００ ４８１ ６，１４３ ６，７６３ ８５，３４７

１９ 年 度 １０，３１２ ３０，３２０ ４０，６３２ ３８，２６３ ５，１６８ ５，３８１ ５，１４０ ７５，８５４ １７０，４３８

累 計 ５２９，２１２ ４５０，６６４ ９７９，８７６ ３７２，３７５ ９３，７９３ １５，５０７ ５８，３９５ １００，１３６ １，６２０，０８２

※「特別陳列」は、自主事業のみの観覧者数。「その他」は、人権啓発展と共催事業を合わせた観覧者数。
※「企画展」は、他館との共催事業（１４年度２，２９０、１５年度３，３９６）を合わせた観覧者数。

●その他（啓発展を除く共催事業）観覧者数（平成１５年度～）
展 示 会 名 開催期間 開催日数 観覧者総数

２１世紀館との共催事業（アイヌ工芸品展） 平１５．７．１９～８．３１ ３８ ３０３

全国高等学校総合文化祭 平１６．７．３０～８．３ ５ ２，５０８

人形ウィーク 平１７．８．２０～８．２８ ８ １，８２４

ふれあい生きもの展 平１８．３．２５～３．２６ ２ ５５５

子どもの絵 平１８．４．２９～５．７ ８ ３，３４１

愉快な森のコンサート 平１８．５．５ １ ９５０

日本古生物学会 平１９．２．２～２．３ ２ ３２５

パラタクソノミスト養成講座 平１９．２．１７～２．１８ ２ ２６

第２２回国民文化祭・とくしま２００７ 平１９．１０．２７～１１．４ ９ ７１，２４４

「天正の落日と曙光―守護町勝瑞から
城下町徳島へ―」（徳島城博物館）

平１９．１２．４
～平２０．１．２７ ４１ ４，０２１

合 計 １１６ ８５，０９７

※平成１２～１４年度の「その他」は、人権啓発展のみ。

●企画展観覧者数（平成３年～１９年度）

●常設展観覧者数（平成２～１９年度）

観覧者統計 ６７
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１．沿革

昭和３４年１２月 旧博物館（徳島県博物館）設置及び開館
（旧博物館に関する沿革は「徳島県博物館３０年史」参照）

昭和５５年１月 文化の森構想発表
４月 置県百年記念文化施設等整備基金設置

昭和５６年２月 文化の森懇話会報告書提出
昭和５７年３月 文化の森建設地を徳島市八万町向寺山及び寺山に決定

１２月 博物館基本構想検討委員会を設置
昭和５８年３月 文化の森総合公園を都市計画決定
昭和５９年１月 博物館基本構想検討委員会が「徳島県立博物館基本構想報告書」を知事に提出

４月 美術品等取得基金設置
５月 博物館資料収集展示委員会を設置

昭和６０年８月 文化の森総合公園起工式挙行、基盤整備工事に着手
徳島県とアルゼンチン共和国ラプラタ大学との相互贈与に関する合意書締結

昭和６１年３月 文化の森の各文化施設基本設計（文書館を除く）及び博物館展示基本設計完了
昭和６２年３月 各文化施設実施設計及び博物館展示実施設計完了

８月 各文化施設（文書館を除く）建設工事着手
昭和６３年７月 博物館展示工事着手
平成元年４月 旧博物館展示室閉室

１２月 博物館・近代美術館・２１世紀館棟本体工事竣工
平成２年３月 旧博物館閉鎖

４月 文化の森総合公園文化施設条例施行により、博物館（徳島県立博物館）及び博物館協議会設置
１０月 博物館展示工事竣工
１１月 文化の森総合公園開園、博物館開館

平成３年２月 博物館資料収集委員会設置
平成４年３月 日本育英会の第一種学資金の返還を免除される職を置く研究所等に指定される
平成８年４月 博物館管理規則の一部改正により、全祝日・休日の開館を実施
平成１５年７月 科学研究費補助金の申請を行うことができる学術研究機関に指定される

２．施設の概要

●所 在 地 徳島市八万町向寺山
●敷地面積 ４０．６ha（文化の森総合公園全体）
●建築面積 ８，３６３�（３館棟）
●延床面積 ２２，３８２�（３館合計－積層部分を含めると２３，８１４�）

８，１３３�（博物館占用スペース）
●構造規模 鉄筋鉄骨コンクリート造 地上４階・塔屋１階・地下１階

Ⅹ 施 設 の 概 要

６８
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●設 計 ㈱佐藤武夫設計事務所・㈱日建設計・㈱環境建築研究所 共同企業体
●施 行
建 築 大成建設・フジタ工業・不動建設・熊谷組・間組 共同企業体
電 気 四国電気工業・近畿電気工事 共同企業体
空 調 東洋熱工業・三機工業・ナミレイ 共同企業体
管 朝日工業社・大成設備 共同企業体
エレベータ ㈱東芝
家 具 富士ファニチア㈱
移動展示ケース ㈱三井
展 示 ㈱丹青社

施設の概要 ６９
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３．博物館各室面積

１ 階 ２ 階 ４ 階
室 名 面積� 室 名 面積� 室 名 面積�

企画展示室
同 上 準備室
地学収蔵庫
考古収蔵庫
一時保管庫
倉 庫
冷 凍 室
石 工 室
保存処理室 １
その他共用部分※

３２５
４６
１８６
３６１
８９
１３５
１９
４１
７０
７７１

総合展示室
ラプラタ記念ホール
部門展示室（人文）
部門展示室（自然）
休 憩 室
休憩コーナー
展示ロビー
エレベーターホール
廊 下
その他共用部分※

１，２５２
２１０
２５１
２５０
２１
３９
４０７
２０
６５
４４２

エレベーターホール

特別収蔵庫 １

特別収蔵庫 ２

馴 化 室

歴史民俗収蔵庫

生物収蔵庫

その他共用部分※

４５

３７

３７

３５

３５７

３８０

１５１

小 計 １，０４２

屋 １ 階小 計 ２，０４３ 小 計 ２，９５７

室 名 面積�

３ 階 その他共用部分※ ３９

小 計 ３９室 名 面積�

暗 室

倉 庫

倉 庫

エレベーターホール

湯 沸 室

講 座 室

実 習 室

実習・講座準備室

レファレンスルーム

館 長 室

応 接 室

事 務 室

研究室（自然史）

生物標本作成室

飼 育 室

研究室（人文）

地学考古民俗作業室

分 析 室 １

分 析 室 ２

X線撮影室

保存処理室 ２

薬 品 庫

資料鑑定室

生物液浸収蔵庫

電子顕微鏡室

書 庫

資 料 室

書類保管庫

その他共用部分※

２３

２１

１５

３７

１２

１２３

１４６

３４

８１

５３

２１

１３３

１０６

２８

２１

８０

６４

６４

４８

４８

１００

２２

２２

１００

３０

９７

２０

３５

４６８

合 計

８，１３３�

※は荷解場、廊下、便所、空調
機械室など共用部分の、美術
館および２１世紀館との案分面
積。

小 計 ２，０５２

７０ 施設の概要
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●徳島県文化の森総合公園文化施設条例［抜粋］

制 定 平成２年３月２６日 徳島県条例第１１号
最近改正 平成９年３月２８日 徳島県条例第３４号

（設置）
第１条 個性豊かな県民文化を振興し、魅力のある地域づくりに寄与するため、県民の文化活動の拠点として、徳
島県文化の森総合公園文化施設（以下「文化施設」という。）を徳島市八万町に設置する。
（名称及び業務）
第２条 文化施設の名称及び業務は、次のとおりとする。

（利用の許可）
第３条（省略）
（観覧料等）
第４条 博物館が展示する博物館資料又は美術館が展示する美術館資料を観覧する者に対しては、別表第１に掲げ
る額の観覧料を徴収する。
２ （省略）
３ 知事は、特別の理由があると認めるときは、観覧料又は使用料の全額又は一部を免除することができる。
４ 観覧料及び使用料の徴収の時期及び方法その他観覧料及び使用料に関し必要な事項は、規則で定める。
（損害の賠償）
第５条 文化施設を利用する者は、文化施設の施設、資料等をき損し又は亡失したときは、これによって生じた損
害を賠償しなければならない。ただし、知事は、当該き損又は亡失がやむを得ない理由によるものであると認め
るときは、その賠償責任の全部又は一部を免除することができる。
（職員）
第６条 図書館法（昭和２５年法律第１１８号）及び博物館法（昭和２６年法律第２８５号）に定めるもののほか、文化施設
に、館長その他必要な職員を置く。
（協議会）
第７条 教育委員会の附属機関として、次の表の上欄に掲げる協議会を置き、これらの協議会の所掌事務は、それ
ぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。

� 例 規

名 称 業 務

徳島県立博物館

（以下「博物館」という。）

� 考古、歴史、民俗、美術工芸、動物、植物及び地学に関する実物、

標本、模型、文献、写真その他の資料（以下「博物館資料」という。）

を収集し、保管し、及び展示すること。

� 博物館資料に関する調査研究を行うこと。

� 博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。

� その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施する

こと。

（徳島県立図書館、徳島県立近代美術館、徳島県立文書館、徳島県立２１世紀館の業務は省略）

７２
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（４館の各協議会の所掌事務は省略）

２ 協議会は、委員１０人以内で組織する。
３ （省略）
４ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
５ 委員は、再任されることができる。
６ 前各項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。
（教育委員会規則への委任）
第８条 この条例に定めるもののほか、文化施設の管理に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

●徳島県立博物館管理規則

制定 平成２年３月３１日 徳島県教育委員会規則第９号
改正 平成８年３月２９日 徳島県教育委員会規則第７号

（趣旨）
第１条 この規則は、徳島県立博物館（以下「博物館」という。）の管理に関し必要な事項を定めるものとする。
（休館日）
第２条 博物館の休館日は、次に掲げるとおりとする。
� 月曜日 ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「休日」
という。）に当たるときは、その後においてその日に最も近い休日でない日
� １２月２８日から翌年の１月４日までの日
２ 徳島県立博物館長（以下「館長」という。）は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず臨
時に休館し、又は同項に規定する休館日に開館することができる。
（供用時間）
第３条 博物館の供用時間は、午前９時３０分から午後５時までとする。
２ 館長は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず、同項に規定する供用時間を変更すること
ができる。
（遵守事項）
第４条 博物館を利用する者は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第１１号）及びこの規

別表第１（第４条関係）

区 分 単 位

金 額

常 設 展 企 画 展

個 人
団体（２０人
以上をいう。
以下同じ。）

個 人 団 体

小学校の児童及び中学校の生徒 １人１回 ５０円 ４０円

知事がその都度

定める額

高等学校の生徒並びに高等専門学校及び
大学の学生並びにこれらに準ずる者

１人１回 １００円 ８０円

その他の者（学齢に達しない者を除く。） １人１回 ２００円 １６０円

協 議 会 の 名 称 所 掌 事 務

徳島県立博物館協議会
博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見

を述べること。

例規 ７３
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則並びに館長が別に定める利用者心得その他の規律を守らなければならない。
（入館の禁止等）
第５条 館長は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館を禁止し、又は退館を命ずることができる。
� 泥酔者及び伝染性の疾病にかかっていると認められる者
� 前条の規定に違反し、又はそのおそれがある者
（資料の特別利用）
第６条 学術その他の目的のために博物館資料の撮影、模写等をしようとする者は、あらかじめ、館長の承認を受
けなければならない。
（補則）
第７条 この規則に定めるもののほか、博物館の管理に関し必要な事項は、館長が定める。

●徳島県立博物館協議会規則

制定 平成２年３月３１日 徳島県教育委員会規則第４号

（趣旨）
第１条 この規則は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第１１号）第７条第６項の規定に
基づき、徳島県立博物館協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとす
る。
（会長及び副会長）
第２条 協議会に、会長及び副会長１人を置く。
２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。
３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。
（会議）
第３条 協議会の会議は、会長が招集する。
２ 協議会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。
３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。
（雑則）
第４条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。

●徳島県教育委員会行政組織規則［抜粋］

制 定 昭和４５年３月３１日 徳島県教育委員会規則第４号
最近改正 平成２０年３月２８日 徳島県教育委員会規則第３号

第１章 総 則（省略）
第２章 事務局（省略）
第３章 教育機関［博物館に該当する条項のみの抜粋］
第３節 徳島県立博物館

（名称及び位置）
第２４条 徳島県文化の森総合公園文化施設条例により設置された徳島県立博物館（以下「博物館」という。）の名
称及び位置は、次の表に掲げるとおりとする。

名 称 位 置

徳 島 県 立 博 物 館 徳島市八万町向寺山

７４ 例規
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（内部組織等）
第２５条 博物館に普及課、自然課及び人文課を置く。
２ 前項の課の分担事務は、館長が定める。
（業務）
第２６条 博物館の業務は、次の各号に掲げるとおりとする。
� 考古、歴史、民俗、美術工芸、動物、植物及び地学に関する実物、標本、模型、文献、写真その他の資料（以
下「博物館資料」という。）を収集し、保管し、及び展示すること。
� 博物館資料に関する調査研究を行うこと。
� 博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。
� 鳥居記念博物館に係る予算及び物品に関すること。
� その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること。
（所長等の職務）
第３２条 総合教育センター、少年自然の家及び埋蔵文化財総合センターの所長、文書館及び二十一世紀館の館長は、
上司の命を受け当該教育機関の事務をつかさどり、所属職員を指揮監督する。
（次長等）
第３３条 上司の命を受け、教育機関の長を補佐させるため、次の表の上欄に掲げる職を同表の相当下欄に掲げる教
育機関に置く。

職 教 育 機 関

副 館 長 図書館、博物館、美術館、文書館、２１世紀館、鳥居記念館

（総合教育センターその他の次長は省略）

２ 教育機関の長に事故があるとき、又は教育機関の長が欠けたときは、教育委員会が指定する職員が、その職務
を代行する。ただし、やむを得ない事由により教育委員会が教育機関の長の職務を代行する職員を指定すること
ができないときは、当該機関に属する次長又は副館長（二人以上置かれているときは、当該教育機関の長が指定
する次長又は副館長）が、その職務を代行する。
（主幹等）
第３４条 前条に規定する職のほか、教育機関に、次の表の上欄に掲げる職のうち必要な職を置き、その職務は、そ
れぞれ同表の相当下欄に掲げるとおりとする。

職 職 務

課 長 上司の命を受け、課の事務を処理する。

主 査 上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする事務又は技術に従事する。

専 門 学 芸 員
上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

係 長 上司の命を受け、当該教育機関の事務に関し命ぜられた事項又は係の事務を処理する。

事 務 主 任 上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする事務に従事する。

主 任 学 芸 員
上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

主 事 上司の命を受け、事務に従事する。

学 芸 員 上司の命を受け、博物館又は美術館の専門的事務に従事する。

（司書、技師その他の博物館に置いていない職は省略）

例規 ７５
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第４章 附属機関
（附属機関）
第３７条 附属機関の名称、庶務を担当する課又は教育機関は、次の表に掲げるとおりとする。

（事務局の各審議会、他館の協議会等は省略）

●徳島県立博物館観覧料減免要綱

制 定 平成２年１１月３日
最近改正 平成１９年１月１日

（趣旨）
第１条 この要綱は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第１１号。以下「条例」という。）
第４条第３項の規定に基づき、徳島県立博物館の観覧料の減免について必要な事項を定めるものとする。
（観覧料の減免）
第２条 観覧料を減免することができるとき及びその減免の割合は、次の各号に定めるとおりとする。ただし、そ
の額に１０円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てる。
� 小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者並びにこれらの引率者が、教育課程に基づ
く学習活動として観覧するとき。常設展及び企画展の観覧料の全額
� 身体障害者手帳の交付を受けている者及び第一種身体障害者（昭和５７年１月６日付け社更第４号厚生省社
会局長・児童家庭局長通知に定めるところによる。）の介護者（１名に限る。）、療育手帳の交付を受けてい
る者及びその介護者（１名に限る。）並びに精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者及びその介護者（１
名に限る。）が観覧するとき。常設展及び企画展の観覧料の額に百分の五十を乗じて得た額
� 年齢満６５歳以上の者が観覧するとき。常設展及び企画展の観覧料の額に百分の五十を乗じて得た額
� 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する祝日及び休日（１月１日を除く。以下「祝
日という。）に観覧するとき。常設展観覧料の全額
� 祝日に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準する者が観覧するとき。企画展観覧料の
全額
� 土曜日（祝日を除く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧すると
き。常設展及び企画展の観覧料の全額
� 日曜日（祝日を除く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧すると
き。常設展及び企画展の観覧料の全額
� 各学校の学則等に規定する学年始休業日、夏季休業日、秋季休業日、冬季休業日及び学年末休業日（土曜
日、日曜日及び祝日を除く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧す
るとき。常設展及び企画展の観覧料の全額
� その他徳島県立博物館長（以下「館長」という。）が特に必要と認めるとき。館長が必要と認める額

（観覧料の免除申請等）
第３条 前条第１号により観覧料の免除を受けようとする者は、あらかじめ徳島県立博物館観覧料免除申請書 （様
式第１号）を館長に提出し、承認を受けなければならない。
２ 館長は、前項の申請を適当と認めたときは、観覧料の免除を承認するものとする。
３ 前条第２号又は第３号に該当する者は、身体障害者手帳、療育手帳並びに精神障害者保健福祉手帳又は年齢を
証明する資料を提示し、承認を受けるものとする。

様式第１号（省略）

名 称 庶務を担当する課又は教育機関

徳島県立博物館協議会 博物館

７６ 例規
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●徳島県立博物館資料特別利用要綱

制 定 平成３年１２月１日

（趣旨）
第１条 この要綱は、徳島県立博物館管理規則（平成２年徳島県教育委員会規則第９号）第６条の規定に基づき、
徳島県立博物館が所蔵する博物館資料（以下「資料」という。）の特別利用について必要な事項を定めるものと
する。
（定義）
第２条 資料の特別利用とは、学術その他の研究及び展示、又は出版物掲載等のため、資料を特別に閲覧、模写、
複写、複製、撮影しようとする場合、あるいは資料の貸出を受けようとする場合をいう。
（手続）
第３条 資料の特別利用をしようとする者は、あらかじめ徳島県立博物館長（以下「館長」という。）に資料特別
利用申請書（様式第１号）を提出し、資料特別利用許可書（様式第２号）の交付を受けなければならない。
２ 資料の特別利用のうち、資料の館外貸出を受けようとする者は、貸出を受けようとする日の３０日前までに、特
別利用申請書を提出するものとする。
３ 館長は、資料の館外貸出をする際、借受者から資料借用書（様式第３号）を提出させるものとする。
（許可基準等）
第４条 資料の特別利用ができる場合は、学術その他の研究及び教育又は文化に関する事業の用に供することを目
的とするときに限るものとし、次の各号のいずれかに該当するときは許可しないものとする。
� 特別利用によって、資料の保存に悪影響を及ぼす恐れがあるとき。
� 特別利用によって、博物館の業務に支障をきたす恐れがあるとき。
� 寄託資料の特別利用をしようとする場合で、寄託者の同意を得ていないとき。
� その他、館長が不適当と認めるとき。
２ 資料の館外貸出を受けることができる者は、次のとおりとする。ただし、貸出期間は原則として４５日以内とす
る。
� 国立の博物館、博物館法に定める博物館及び博物館に相当する施設
� 社会教育法に定める公民館
� 国立の図書館及び図書館法に定める図書館
� 学校教育法に定める学校
� その他、館長が適当と認める者
（条件）
第５条 資料の特別利用を許可された者は、特別利用に際し次の各号を遵守しなければならない。
� 資料特別利用申請書に記載した目的以外に資料を利用しないこと。
� 係員の指示に従って資料を取り扱うこと。
� 資料の借受及び返納に当たっては、係員立ち会いのもとで、資料の確認、点検を行うこと。
� 特別利用に伴って必要となる経費は、特別利用する者が負担すること。
（損害賠償）
第６条 資料の特別利用を受けた者が、資料を損傷又は亡失したときは、速やかに館長に届け出てその指示すると
ころに従い、これを原状に復し、又はその損害を賠償しなければならない。

様式第１号～第３号（省略）

例規 ７７
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●徳島県立博物館資料寄贈及び寄託取扱要綱

制 定 平成３年１２月１日
最近改正 平成１９年７月１日

（趣旨）
第１条 この要綱は、徳島県立博物館管理規則（平成２年徳島県教育委員会規則第９号） 第７条の規定に基づき、
博物館資料（以下「資料」という。）の寄贈及び寄託に関する取扱について必要な事項を定めるものとする。
（寄贈手続）
第２条 徳島県立博物館に資料を寄贈しようとする者（以下「寄贈者」という。）は、あらかじめ徳島県立博物館
長（以下「館長」という。）に資料寄贈申込書（様式第１号）を提出し、資料寄贈承諾書（様式第２号）の交付
を受けなければならない。
２ 館長は、資料の寄贈を受けたときは、寄贈者に資料受領書（様式第３号）を交付するものとする。
（寄託手続）
第３条 徳島県立博物館に資料を寄託しようとする者（以下「寄託者」という。）は、あらかじめ館長に資料寄託
申込書（様式第４号）を提出し、資料寄託承諾書（様式第５号）の交付を受けなければならない。
２ 館長は、資料の寄託を受けたときは、寄託者に資料受託書（様式第６号）を交付するものとする。
３ 寄託者に寄託資料を返還するときは、資料受託書と引き替えに行うものとする。
（受入基準）
第４条 館長は、資料の寄贈又は寄託の申請があったときは、次の各号のいずれかに該当する資料について受け入
れるものとする。
� 国指定文化財及び県・市町村指定文化財に指定されている資料、若しくはそれに準ずる資料
� 博物館資料として展示等に活用できる資料
� 博物館資料として保存すべき価値が高く、かつ現状のままでは資料の保存が危惧される資料
� その他、館長が特に必要と認める資料
（寄託期間等）
第５条 資料の寄託期間は、５年とする。
２ 寄託者が、寄託期間満了後において引き続き資料を寄託しようとする場合は、改めて第３条による手続を行わ
なければならない。
３ 寄託者が、寄託期間満了以前に寄託資料の返還を求めるときは、返還を希望する日の３０日前までに館長に申し
出なければならない。
４ 寄託者は、寄託期間内に寄託資料の所有権に変更があったときは、速やかに館長に申し出なければならない。
５ 館長は、前項の申し出を受けたときは、新たに所有権を有することになった者と協議し、引き続き資料の寄託
を希望する場合は、改めて第３条による手続を行うものとする。
（寄託資料の特別利用）
第６条 徳島県立博物館又は第三者が、徳島県立博物館資料特別利用要綱に基づく寄託資料の特別利用をしようと
するときは、あらかじめ寄託者の承諾を得なければならない。
２ 第三者が寄託資料を特別利用しようとするときは、寄託者の承諾を得た後、資料特別利用要綱に基づく手続を
行い、館長の許可を得るものとする。
（経費等）
第７条 寄贈資料又は寄託資料の運搬等に要する費用については、寄贈者又は寄託者が負担するものとする。
２ 寄託資料の保管料については徴収しない。
３ 寄託資料に補修等の必要が生じたときは、館長と寄託者と協議して行うものとする。
（管理）
第８条 寄託資料の管理は、徳島県立博物館が所蔵する資料に準じて行うものとする。

様式第１～６号（省略）

７８ 例規
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